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Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

第５次朝霞市障害者プラン及び第６期朝霞市障害福祉計画・第２期朝霞市障害児福祉計画の計画

期間が令和６年３月末で終了するため、新たな計画（第６次朝霞市障害者プラン及び第７期朝霞市障

害福祉計画・第３期朝霞市障害児福祉計画）の策定に当たり、本市の障害のある方などの実情やニー

ズを把握し、計画に反映するための基礎資料とするため、アンケート及びヒアリング調査を実施しま

した。 

 

２．アンケート調査対象者 

調査区分 配布数 

①障害者 

18 歳以上の身体障害者手帳、療育手帳又は精神

障害者保健福祉手帳の所持者及び難病患者見舞

金を受給している難病患者 

5,019人 

②障害児及び保護者 
18 歳未満の障害児等（手帳、難病、療育等利用者）と

その保護者 
806人 

③障害福祉サービス事業所等 
92事業所 

（157件） 

④障害者団体 11団体 

 

３．アンケート実施方法 

●調査方法：郵送による配布、回収 

●調査期間：令和５年２月 22 日（水）から３月 31 日（月）まで 

 

４．アンケート回収結果 

調査区分 配布数 回収数 回収率 

①障害者 5,019人 2,323人 46.3％ 

②障害児及び保護者 806人 309人 38.3％ 

③障害福祉サービス事業所等

※ 

92事業所 

（157件） 

78事業所 

（100件） 
84.8％ 

④障害者団体 11団体 8団体 72.7％ 

※提供されている障害福祉サービス等の種別ごとに１件送付していますが、多機能型事業所等

で複数事業を集約した回答をいただいている場合があったので、事業所単位での回収率とし

ています。 
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５．ヒアリング調査 

アンケート調査では把握しきれない実態を職員が直接伺うことにより、詳細な実情やニーズを把

握し、次期計画の目標などに反映させることを目的として、医療的ケア児者、重症心身障害児者、高

次脳機能障害、強度行動障害、遷延性意識障害などの方、31 人に対して聞き取りを実施しました。 

 

６．専門職に対する調査 

育み支援バーチャルセンター事業において、事業にご協力いただいている専門職（医師、公認心理

師、臨床心理士、作業療法士等）６名に意見を伺いました。 

育み支援バーチャルセンター事業とは、発達障害を含む、発達につまずきのある子どもたちの早期

発見、早期支援ととぎれのない総合的な支援を図ることを目的として平成 21 年４月より実施して

いる事業です。 

専門スタッフ（小児神経科医師、臨床心理士、作業療法士等）と地域スタッフ（各部署の保育士、

保健師、教師等）とで、保育園、幼稚園、小中学校を巡回し、支援者（保育士、教師等）からの相談

に応じる巡回相談や保護者等からの個別相談に応じる発達相談などを行っています。保健センター

（健康づくり課）が事務局となり、障害福祉課・保育課・こども未来課・教育委員会と連携して取り

組んでいます。 

 

７．報告書の見方について 

【表記について】 

●障害種別の表記について 

図表中の区分表記において、身体障害者手帳所持者を「身体」、療育手帳所持者を「知的」、精神障

害者保健福祉手帳所持者を「精神」と表記している場合があります。 

●「ｎ」について 

各設問の「n」（Number of Cases）は、集計対象者総数、集計総回答数または特定の方への

設問に対する限定回答者数を表しています。構成比（％）に「n」を乗じると、人数が算出されます。 

●構成比「％」について 

構成比の表示は、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表示しています。そのため、単

数回答（複数の選択肢から１つを選ぶ方式）であっても、合計値が 100％にならない場合がありま

す。 

●語句について 

「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なものです。 

調査票の選択肢の語句が長い場合、説明文中においては（ ）内の語句を省略して表現しています。 
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【集計について】 

●障害種別の集計について 

手帳を重複して所持する方がいるため、障害種別ごとの人数を合計したものは、アンケート回収数

より多くなります。障害種別ごとの構成比は、障害種別ごとの総人数をもとに算出しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上を選ぶ方式）の集計について 

複数回答の設問の場合、回答者数を母数に構成比を示しています。そのため、合計値が 100％を

超える場合があります。 
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Ⅱ 障害者調査 

● お答えいただく方について 

問１ お答えいただくのは、どなたですか。（○は１つ） 

本調査への回答者については、全体では「本人」が 70.3％で最も高く、次いで「本人の家族」が

22.4％、「家族以外の介助者」が 2.4％となっています。 

障害種別でみると、知的障害者では「本人の家族」が 56.7％と最も高い割合を占めています。 

 

 

  

70.3 

70.8 

30.3 

75.1 

79.4 

22.4 

22.1 

56.7 

17.8 

16.2 

2.4 

1.7 

10.1 

2.4 

1.3 

4.9 

5.4 

2.9 

4.7 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

身体障害者 n=1,353

知的障害者 n=208

精神障害者 n=466

難病 n=456

本人 本人の家族 家族以外の介助者 無回答
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１ あなたご自身のことについて 

問２ あなたの年齢をお答えください。 

年齢については、全体では「75歳以上」が 33.3％で最も高く、次いで「40～64 歳」が 32.2％、

「65～74歳」が 18.0％となっています。 

障害種別で最も高い割合を占めている年齢は、身体障害者では「75 歳以上」が 47.0％、知的障

害者では「18～39 歳」が 56.7％、精神障害者では「40～64 歳」が 50.4％、難病では「40～

64 歳」が 38.8％となっています。 

 

 

 

 

 

  

13.9 

32.2 

18.0 

33.3 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80%

18～39歳

40～64歳

65～74歳

75歳以上

無回答

56.7 

36.5 

2.9 

1.9 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80%

4.1 

24.4 

22.0 

47.0 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80%

30.0 

50.4 

9.4 

7.3 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

18～39歳

40～64歳

65～74歳

75歳以上

無回答

10.1 

38.8 

21.5 

27.6 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 

精神障害者 n=466 難病 n=456 
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問３ あなたは、現在、どのように暮らしていますか。（○は１つ） 

問４ あなたは、今後３年以内に、どのように暮らしたいですか。（○は１つ） 

現在の暮らしの状況と将来の暮らしの希望はともに、全体で「家族と暮らしている」が最も高く、

次いで「一人で暮らしている」が高くなっています。 

障害種別でみると、身体障害者と難病においては現在の暮らしと将来の暮らしの希望に大きな違

いはありませんでした。知的障害者において、将来の暮らしの希望を現在の暮らしの状況と比較する

と「家族と同居」と「障害者支援施設」が減り、「グループホーム」と「一人暮らし」が増えていま

す。また、精神障害者において、将来の暮らしの希望を現在の暮らしの状況と比較すると「家族と同

居」が減り、「一人暮らし」が増えています。 

 

 
 

 
 

  

17.0 

68.8 

2.5 

2.8 

4.0 

2.0 

1.3 

1.5 

18.1 

63.5 

2.7 

2.8 

4.3 

3.7 

5.0 

0% 50% 100%

一人暮らし

家族と同居

グループホーム

障害者支援施設

高齢者施設

病院※

その他

無回答

18.6 

68.7 

1.0 

1.8 

5.2 

2.1 

1.0 

1.6 

17.3 

66.7 

1.1 

2.6 

5.3 

2.4 

4.6 

0% 50% 100%

2.4 

63.0 

12.0 

19.2 

0.5 

0.0 

1.9 

1.0 

6.7 

47.6 

17.8 

15.9 

1.0 

3.4 

7.7 

0% 50% 100%

19.7 

65.9 

4.3 

0.9 

2.6 

3.4 

1.5 

1.7 

28.3 

51.1 

2.6 

0.6 

2.6 

8.4 

6.4 

0% 50% 100%

一人暮らし

家族と同居

グループホーム

障害者支援施設

高齢者施設

病院※

その他

無回答

14.5 

77.0 

0.9 

0.9 

2.4 

1.5 

2.0 

0.9 

15.1 

72.4 

1.1 

1.1 

3.7 

3.5 

3.1 

0% 50% 100%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 

精神障害者 n=466 難病 n=456 

現在の暮らしの状況 将来の暮らしの希望 
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【問３で「家族と暮らしている」と回答した方にお伺いします。】 

問３－１ 一緒に暮らしている人は、どなたですか。（○はいくつでも） 

一緒に暮らしている家族については、全体では「配偶者」が 60.8％で最も高く、次いで「子ども」

が 35.1％、「父、母」が 24.7％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者、難病においては「配偶者」が最も高い割合を占めています。知的

障害者、精神障害者においては「父、母」が最も高い割合を占めています。 

 

 

 

 

 

  

60.8 

35.1 

24.7 

0.6 

9.4 

0.8 

1.9 

0.5 

0% 50% 100%

配偶者（夫または妻）

子ども（子どもの配偶者も含む）

父、母

祖父、祖母

兄弟、姉妹

その他の親せき

その他

無回答

71.8 

40.2 

10.6 

0.2 

3.4 

0.5 

2.5 

0.5 

0% 50% 100%

3.1 

2.3 

90.8 

2.3 

48.9 

1.5 

1.5 

0.0 

0% 50% 100%

38.1 

22.8 

52.8 

2.0 

18.6 

1.6 

1.0 

0.3 

0% 50% 100%

配偶者（夫または妻）

子ども（子どもの配偶者も含む）

父、母

祖父、祖母

兄弟、姉妹

その他の親せき

その他

無回答

72.4 

44.2 

16.0 

0.3 

4.6 

0.0 

1.1 

0.3 

0% 50% 100%

全体 n=1,598 身体障害者 n=930 知的障害者 n=131 

精神障害者 n=307 難病 n=351 
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２ あなたの障害の状況について 

問５ あなたは、障害者手帳を持っていますか。（○は１つ） 

障害者手帳の所有状況については、全体では「持っている」が 86.5％、「持っていない」が 12.6％

と、「持っている」が 73.9 ポイント上回っています。 

 

 

 

【問５で「障害者手帳」を持っていると回答した方にお伺いします。】 

問５－１ あなたがお持ちの障害者手帳の種類と障害の程度をお答えください。 

（あてはまる障害者手帳と障害の程度に○を付けてください。） 

◆障害者手帳の種類 全体 n=2,010 

障害者手帳の種類については、「身体障害者手帳」が 67.3％（1,353 人）、「療育手帳」が 10.3％

（208 人）、「精神障害者保健福祉手帳」が 23.2％（466 人）となっています。 

 

   

 

  

86.5 12.6 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

持っている 持っていない 無回答

67.3％

(1,353人)

10.3％

(208人)

23.2％

(466人)

1.8％

(37人)

0% 50% 100%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

無回答

◆障害の重複状況について 

・「身体」のみ：1,313人 

・「知的」のみ：170 人 

・「精神」のみ：438 人 

・「身体」と「知的」：24 人 

・「身体」と「精神」：14 人 

・「知的」と「精神」：12 人 

・「身体」と「知的」と「精神」：２人 

全体 n=2,010 
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◆身体障害者手帳所持者の等級内訳 

身体障害者手帳所持者の等級内訳については、「１級」が 35.0％で最も高く、次いで「４級」が

22.2％、「２級」が 16.6％となっています。 

 

 

 

◆療育手帳所持者の等級内訳 

療育手帳所持者の等級内訳については、「Ａ」が 27.9％で最も高く、次いで「Ａ」が 27.4％、「Ｃ」

が 26.4％となっています。 

 

 

  

35.0 

16.6 

14.7 

22.2 

6.3 

4.1 

1.2 

0% 20% 40% 60%

１級

２級

３級

４級

５級

６級

無回答

27.9 

27.4 

26.4 

16.8 

1.4 

0% 20% 40% 60%

A

A

B

C

無回答

身体障害者 n=1,353 

知的障害者 n=208 
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◆精神障害者保健福祉手帳所持者の等級内訳 

精神障害者保健福祉手帳所持者の等級内訳については、「２級」が 60.5％で最も高く、次いで「３

級」が 30.0％、「１級」が 8.4％となっています。 

 

 

 

 

【問５－１で「身体障害者手帳」を持っていると回答した方にお伺いします。】 

問５－２ 障害の種別をお答えください。（○はいくつでも） 

身体障害者手帳所持者の障害種別については、全体では「内部障害」が 31.3％で最も高く、次い

で「肢体不自由（下肢）」が 23.2％、「肢体不自由（上肢）」が 17.4％となっています。 

 

 

 

  

8.4 

60.5 

30.0 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

１級

２級

３級

無回答

7.7 

6.9 

4.7 

17.4 

23.2 

4.1 

31.3 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40%

視覚障害

聴覚または平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能障害

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（体幹）

内部障害（１～６以外）

無回答

精神障害者 n=466 

身体障害者 n=1,353 
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問６ あなたは、難病（指定難病）の認定を受けていますか。（○は１つ） 

難病の認定状況については、全体では「受けている」が 19.6％（456 人）、「受けていない」が

75.2％となっています。 

 

 

 

問７ あなたは、発達障害であると診断をされたことがありますか。（○は１つ） 

発達障害の診断の有無については、全体では「ある」が 9.3％（217人）、「ない」が 86.8％とな

っています。 

 

 

 

問８ あなたは、高次脳機能障害であると診断をされたことがありますか。（○は１つ） 

高次脳機能障害の診断の有無については、全体では「ある」が 6.2％（145 人）、「ない」が 89.9％

となっています。 

 

 

  

19.6 75.2 5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

受けている 受けていない 無回答

9.3 86.8 3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

ある ない 無回答

6.2 89.9 3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

ある ない 無回答
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問９ あなたは、遷延性意識障害の状態にありますか。（○は１つ） 

遷延性意識障害の状態にあるかについては、全体では「ある」が 2.2％（51 人）、「ない」が 93.5％

となっています。 

 

 

  

2.2 93.5 4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

ある ない 無回答
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問 10 あなたが現在の障害の状態になったのはいつごろですか。（○は１つ） 

障害の状態になった時期については、全体では「60～69 歳」が 15.4％で最も高く、次いで「70

歳以上」が 15.3％、「50～59 歳」が 14.9％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者では「70 歳以上」が 22.1％で最も高く、次いで「60～69 歳」

が 20.8％となっています。知的障害者では「出生時」が 42.8％で最も高く、次いで「0～5 歳」が

31.7％となっています。精神障害者では「19～29 歳」が 29.0％で最も高く、次いで「30～39

歳」が 14.6％となっています。難病では「60～69 歳」が 16.9％で最も高く、次いで「40～49

歳」「50～59歳」がともに 16.0％となっています。 

 

 

 

 

  

7.1 

6.4 

3.9 

2.2 

9.1 

7.9 

11.0 

14.9 

15.4 

15.3 

2.0 

4.8 

0% 20% 40% 60%

出生時（出生前を含む）

０～５歳

6～15歳

16～18歳

19～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

わからない

無回答

4.0 

5.5 

2.1 

1.1 

3.6 

5.7 

11.1 

19.9 

20.8 

22.1 

1.2 

3.0 

0% 20% 40% 60%

42.8 

31.7 

13.0 

1.4 

2.4 

0.5 

0.5 

1.0 

1.4 

0.0 

2.9 

2.4 

0% 20% 40% 60%

6.2 

3.4 

7.1 

6.2 

29.0 

14.6 

12.9 

7.5 

3.9 

3.2 

3.6 

2.4 

0% 20% 40% 60%

出生時（出生前を含む）

０～５歳

6～15歳

16～18歳

19～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

わからない

無回答

2.9 

2.4 

2.4 

2.6 

9.6 

10.7 

16.0 

16.0 

16.9 

12.9 

0.9 

6.6 

0% 20% 40% 60%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 

精神障害者 n=466 難病 n=456 
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３ あなたの介助について 

問 11 日常生活で、次のことをどのようにしていますか。①から⑩のそれぞれにお答えください。

（①から⑩についてそれぞれ○は１つ） 

◆全体 

日常生活の介助の状況について、「一部介助が必要」と「全部介助が必要」と合わせた“介助が必

要”の割合をみると、『⑦外出』が 37.7％で最も高く、次いで『⑨お金の管理』が 33.1％、『⑩薬

の管理』が 28.4％となっています。 

 

  

83.6 

82.4 

72.4 

78.5 

74.0 

82.7 

59.5 

72.8 

64.6 

69.4 

10.5 

8.7 

14.0 

12.8 

16.5 

8.7 

19.3 

17.1 

15.1 

11.7 

3.7 

6.9 

11.7 

6.8 

7.1 

6.2 

18.4 

7.1 

18.0 

16.7 

2.1 

2.0 

2.0 

2.0 

2.4 

2.4 

2.8 

3.0 

2.4 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①食事

②トイレ

③入浴

④衣服の着脱

⑤身だしなみ

⑥家の中の移動

⑦外出

⑧家族以外の人との意思疎通

⑨お金の管理

⑩薬の管理

一人でできる 一部（時々）介助が必要

全部介助が必要 無回答
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◆身体障害者 

日常生活の介助の状況について、“介助が必要（「一部介助が必要」＋「全部介助が必要」）”の割合

をみると、『⑦外出』が 40.4％で最も高く、次いで『③入浴』が 28.6％、『⑨お金の管理』が 27.8％

となっています。 

 

  

84.3 

80.6 

69.1 

75.5 

74.9 

79.2 

56.4 

77.0 

69.5 

72.6 

8.9 

8.5 

14.0 

14.0 

14.3 

10.4 

19.0 

12.9 

11.8 

9.5 

4.6 

8.5 

14.6 

8.1 

8.0 

7.6 

21.4 

6.5 

16.0 

15.5 

2.2 

2.4 

2.3 

2.4 

2.7 

2.8 

3.2 

3.6 

2.8 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①食事

②トイレ

③入浴

④衣服の着脱

⑤身だしなみ

⑥家の中の移動

⑦外出

⑧家族以外の人との意思疎通

⑨お金の管理

⑩薬の管理

一人でできる 一部（時々）介助が必要

全部介助が必要 無回答
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◆知的障害者 

日常生活の介助の状況について、“介助が必要（「一部介助が必要」＋「全部介助が必要」）”の割合

をみると、『⑨お金の管理』が 84.6％で最も高く、次いで『⑩薬の管理』が 77.4％、『⑧家族以外

の人との意思疎通』が 70.7％となっています。 

 

  

66.8 

60.1 

51.4 

63.0 

39.9 

82.2 

32.7 

27.9 

13.9 

21.2 

25.5 

30.3 

30.3 

25.5 

42.8 

12.5 

28.8 

44.7 

26.4 

25.0 

6.7 

9.1 

17.3 

11.1 

16.3 

4.3 

37.0 

26.0 

58.2 

52.4 

1.0 

0.5 

1.0 

0.5 

1.0 

1.0 

1.4 

1.4 

1.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①食事

②トイレ

③入浴

④衣服の着脱

⑤身だしなみ

⑥家の中の移動

⑦外出

⑧家族以外の人との意思疎通

⑨お金の管理

⑩薬の管理

一人でできる 一部（時々）介助が必要

全部介助が必要 無回答
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◆精神障害者 

日常生活の介助の状況について、“介助が必要（「一部介助が必要」＋「全部介助が必要」）”の割合

をみると、『⑨お金の管理』が 43.1％で最も高く、次いで『⑦外出』が 34.8％、『⑧家族以外の人

との意思疎通』が 31.5％となっています。 

 

  

82.8 

89.5 

79.2 

87.3 

75.1 

87.8 

63.7 

66.5 

55.4 

67.0 

13.5 

5.2 

14.8 

7.7 

19.3 

6.4 

24.9 

26.8 

27.9 

18.2 

2.4 

4.7 

5.4 

4.1 

4.3 

4.5 

9.9 

4.7 

15.2 

13.1 

1.3 

0.6 

0.6 

0.9 

1.3 

1.3 

1.5 

1.9 

1.5 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①食事

②トイレ

③入浴

④衣服の着脱

⑤身だしなみ

⑥家の中の移動

⑦外出

⑧家族以外の人との意思疎通

⑨お金の管理

⑩薬の管理

一人でできる 一部（時々）介助が必要

全部介助が必要 無回答
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◆難病 

日常生活の介助の状況について、“介助が必要（「一部介助が必要」＋「全部介助が必要」）”の割合

をみると、『⑦外出』が 28.8％で最も高く、次いで『③入浴』が 19.0％、『⑨お金の管理』が 18.9％

となっています。 

 

  

86.4 

83.3 

78.3 

79.2 

80.0 

82.7 

68.0 

82.9 

78.7 

80.5 

6.8 

6.8 

7.2 

11.6 

9.4 

7.2 

13.2 

8.1 

8.8 

6.8 

3.9 

6.8 

11.8 

6.8 

7.5 

7.0 

15.6 

5.7 

10.1 

10.1 

2.9 

3.1 

2.6 

2.4 

3.1 

3.1 

3.3 

3.3 

2.4 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①食事

②トイレ

③入浴

④衣服の着脱

⑤身だしなみ

⑥家の中の移動

⑦外出

⑧家族以外の人との意思疎通

⑨お金の管理

⑩薬の管理

一人でできる 一部（時々）介助が必要

全部介助が必要 無回答
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◆全体・障害種別 “介助が必要（「一部介助が必要」＋「全部介助が必要」）” 

日常生活の介助の状況について、全体、障害種別において、各項目の“介助が必要”の今回調査結

果をまとめたものが下表となります。全体結果を上回る結果を示した部分は下線を引いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活の介助の状況について、上位３項目を障害種別にみると、身体障害者、難病では「外出」

が１位、「入浴」が２位、「お金の管理」が３位になっているのに対し、知的障害者、精神障害者では

「お金の管理」が１位、「家族以外の人との意思疎通」が３位となっており、知的障害者の２位は「薬

の管理」、精神障害者の２位は「外出」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② ③ ④ ⑤

食事 トイレ 入浴 衣服の着脱 身だしなみ

全体 14.2 15.6 25.7 19.6 23.6

身体障害者 13.5 17.0 28.6 22.1 22.3

知的障害者 32.2 39.4 47.6 36.6 59.1

精神障害者 15.9 9.9 20.2 11.8 23.6

難病 10.7 13.6 19.0 18.4 16.9

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

家の中の移動 外出
家族以外の人
との意思疎通

お金の管理 薬の管理

全体 14.9 37.7 24.2 33.1 28.4

身体障害者 18.0 40.4 19.4 27.8 25.0

知的障害者 16.8 65.8 70.7 84.6 77.4

精神障害者 10.9 34.8 31.5 43.1 31.3

難病 14.2 28.8 13.8 18.9 16.9

１位 ２位 ３位

全体 外出 お金の管理 薬の管理

身体障害者 外出 入浴 お金の管理

知的障害者 お金の管理 薬の管理
家族以外の人
との意思疎通

精神障害者 お金の管理 外出
家族以外の人
との意思疎通

難病 外出 入浴 お金の管理
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【問 11 の各項目において「一部（時々）介助が必要」または「全部介助が必要」と回答した項目

があった方にお伺いします。】 

問 11－１ あなたを介助してくれる方は主にどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者については、全体では「配偶者」が 29.1％で最も高く、次いで「ホームヘルパーや施

設の職員」が 24.7％、「父母・祖父母・兄弟・姉妹」が 20.9％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者では「配偶者」が 38.6％で最も高く、次いで「ホームヘルパーや

施設の職員」が 24.4％となっています。知的障害者では「父母・祖父母・兄弟・姉妹」が 51.6％

で最も高く、次いで「ホームヘルパーや施設の職員」が 31.5％となっています。精神障害者では「父

母・祖父母・兄弟・姉妹」が 39.8％で最も高く、次いで「配偶者」「ホームヘルパーや施設の職員」

がともに 19.9％となっています。難病では「配偶者」が 44.4％で最も高く、次いで「ホームヘル

パーや施設の職員」が 20.3％となっています。 

 

 

 

 

 

  

20.9 

29.1 

12.8 

1.1 

24.7 

2.7 

8.8 

0% 50% 100%

父母・祖父母・兄弟・姉妹

配偶者（夫または妻）

子ども（子どもの配偶者も含む）

その他の親せき

ホームヘルパーや施設の職員

その他の人（ボランティアなど）

無回答

6.8 

38.6 

18.3 

1.0 

24.4 

1.7 

9.2 

0% 50% 100%

51.6 

1.6 

0.5 

1.6 

31.5 

1.1 

12.0 

0% 50% 100%

39.8 

19.9 

5.4 

1.1 

19.9 

6.5 

7.3 

0% 50% 100%

父母・祖父母・兄弟・姉妹

配偶者（夫または妻）

子ども（子どもの配偶者も含む）

その他の親せき

ホームヘルパーや施設の職員

その他の人（ボランティアなど）

無回答

11.1 

44.4 

15.0 

0.7 

20.3 

1.3 

7.2 

0% 50% 100%

全体 n=1,111 身体障害者 n=630 知的障害者 n=184 

精神障害者 n=261 難病 n=153 
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【問 11－１で「父母・祖父母・兄弟・姉妹」、「配偶者（夫または妻）」または「子ども（子どもの

配偶者も含む）」と回答した方にお伺いします。】 

問 11－２ 主にあなたを介助してくれる方の年齢をお答えください。 

主な介助者の年齢については、全体では「75 歳以上」が 22.0％で最も高く、次いで「60～64

歳」が 13.1％、「70～74 歳」が 12.8％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者では「75 歳以上」が 28.2％で最も高く、次いで「70～74 歳」

が 14.0％、「60～64歳」が 12.2％となっています。知的障害者では「55～59 歳」「60～64 歳」

がともに 19.2％で最も高く、次いで「50～54 歳」が 17.2％、「65～69 歳」「75 歳以上」が

12.1％となっています。精神障害者では「50～54 歳」「60～64 歳」がともに 14.1％で最も高

く、次いで「55～59 歳」が 12.4％、「65～69歳」が 11.8％となっています。難病では「75歳

以上」が 25.9％で最も高く、次いで「65～69 歳」が 14.8％、「70～74歳」が 12.0％となって

います。 

 

 

  

0.3 

0.3 

0.9 

1.1 

0.9 

3.7 

6.3 

12.2 

12.5 

13.1 

11.6 

12.8 

22.0 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40%

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

0.2 

0.0 

0.5 

0.7 

0.2 

4.0 

5.2 

10.7 

10.5 

12.2 

11.2 

14.0 

28.2 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40%

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

3.0 

5.1 

17.2 

19.2 

19.2 

12.1 

11.1 

12.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

全体 n=697 身体障害者 n=401 知的障害者 n=99 
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0.6 

0.6 

2.4 

2.9 

2.9 

4.7 

8.8 

14.1 

12.4 

14.1 

11.8 

10.6 

10.6 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40%

20歳未満

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

0.0 

0.0 

0.9 

1.9 

0.0 

5.6 

8.3 

11.1 

11.1 

6.5 

14.8 

12.0 

25.9 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40%

精神障害者 n=170 難病 n=108 



Ⅱ 障害者調査 

28 

４ 日中活動や就労について 

問 12 あなたが、外出する際の主な同伴者はどなたですか。（○は１つ） 

外出する際の主な介助者については、全体では「一人で外出する」が 40.2％で最も高く、次いで

「配偶者」が 22.0％、「子ども」が 10.1％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者では「一人で外出する」が 36.1％で最も高く、次いで「配偶者」

が 27.7％となっています。知的障害者では「父母・祖父母・兄弟・姉妹」が 42.8％で最も高く、

次いで「ホームヘルパーや施設の職員」が 24.0％となっています。精神障害者では「一人で外出す

る」が 45.1％で最も高く、次いで「父母・祖父母・兄弟・姉妹」が 15.9％となっています。難病

では「一人で外出する」が 48.7％で最も高く、次いで「配偶者」が 22.4％となっています。 

 

 

 

  

8.9 

22.0 

10.1 

0.1 

6.4 

0.8 

40.2 

5.6 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80%

父母・祖父母・兄弟・姉妹

配偶者（夫または妻）

子ども（子どもの配偶者も含む）

その他の親せき

ホームヘルパーや施設の職員

その他の人（ボランティアなど）

一人で外出する

ほとんど外出しない

無回答

4.1 

27.7 

14.0 

0.1 

5.4 

0.7 

36.1 

5.8 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80%

42.8 

1.4 

0.0 

0.0 

24.0 

0.0 

22.6 

2.9 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80%

15.9 

14.6 

4.5 

0.2 

4.5 

1.5 

45.1 

7.9 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80%

父母・祖父母・兄弟・姉妹

配偶者（夫または妻）

子ども（子どもの配偶者も含む）

その他の親せき

ホームヘルパーや施設の職員

その他の人（ボランティアなど）

一人で外出する

ほとんど外出しない

無回答

4.8 

22.4 

8.8 

0.0 

3.5 

0.4 

48.7 

5.7 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 

精神障害者 n=466 難病 n=456 
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問 13 あなたが外出する際、困ることは何ですか。（○はいくつでも） 

外出する際の困りごとについては、全体では「道路や駅に階段や段差が多い」が 32.4％で最も高

く、次いで「新型コロナウイルスの感染対策」が 27.1％、「電車やバスの乗り降りが困難」が 18.7％

となっています。 

障害種別でみると、身体障害者では「道路や駅に階段や段差が多い」が 41.8％で最も高く、次い

で「電車やバスの乗り降りが困難」が 29.6％となっています。知的障害者では「電車やバスの料金

の支払い方、乗り換えの方法がわかりにくい」が 44.7％で最も高く、次いで「新型コロナウイルス

の感染対策」が 38.5％となっています。精神障害者では「外出にお金がかかる」が 37.3％で最も

高く、次いで「周囲の目が気になる」が 31.3％となっています。難病では「道路や駅に階段や段差

が多い」が 35.3％で最も高く、次いで「新型コロナウイルスの感染対策」が 29.6％となっていま

す。 

 

 

  

22.8 

22.9 

32.4 

15.1 

18.3 

8.7 

21.5 

12.3 

18.2 

27.1 

19.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公共交通機関（電車やバスなど）が少ない

（ない）または駅・バス停が遠い

電車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

電車やバスの料金の支払い方、乗り換えの方法

がわかりにくい

外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、

エレベーターなど）

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

新型コロナウイルスの感染対策

無回答

24.0 

29.6 

41.8 

13.4 

23.5 

8.6 

17.9 

6.4 

15.7 

25.9 

19.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 
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22.6 

19.7 

20.2 

44.7 

17.3 

23.6 

21.2 

26.9 

24.0 

38.5 

9.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公共交通機関（電車やバスなど）が少ない

（ない）または駅・バス停が遠い

電車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

電車やバスの料金の支払い方、乗り換えの方法

がわかりにくい

外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、

エレベーターなど）

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

新型コロナウイルスの感染対策

無回答

23.2 

13.3 

15.5 

14.6 

10.3 

6.7 

37.3 

31.3 

30.0 

27.0 

14.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

22.8 

18.4 

35.3 

8.3 

20.4 

6.8 

17.1 

6.6 

14.3 

29.6 

21.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公共交通機関（電車やバスなど）が少ない

（ない）または駅・バス停が遠い

電車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

電車やバスの料金の支払い方、乗り換えの方法

がわかりにくい

外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、

エレベーターなど）

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

新型コロナウイルスの感染対策

無回答

知的障害者 n=208 精神障害者 n=466 

難病 n=456 
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問 14 あなたは、日中、主にどのように過ごしていますか。（○は１つ） 

主な日中の過ごし方については、全体では「自宅にいることが多い」が 45.9％で最も高く、次い

で「働いている」が 27.4％、「入院・入所している病院・施設などで過ごしている」が 8.7％となっ

ています。 

障害種別でみると、身体障害者では「自宅にいることが多い」が 52.0％で最も高く、次いで「働

いている」が 19.7％となっています。知的障害者では「働いている」が 57.7％で最も高く、次い

で「入院・入所している病院・施設などで過ごしている」が 16.3％となっています。精神障害者で

は「自宅にいることが多い」が 44.6％で最も高く、次いで「働いている」が 31.3％となっていま

す。難病では「自宅にいることが多い」が 44.5％で最も高く、次いで「働いている」が 31.1％と

なっています。 

 

 

 

  

0.5 

27.4 

7.9 

8.7 

45.9 

6.0 

3.6 

0% 50% 100%

学校などに通っている

働いている（就労継続支援A型・就労継続

支援B型、地域活動支援センター・

生活介護事業所なども含む）

病院やデイサービスセンター、地域活動支援

センター・生活介護などに通い、訓練・

介護（入浴等）を受けている

入院・入所している病院・施設などで

過ごしている

自宅にいることが多い

その他

無回答

0.1 

19.7 

9.1 

9.0 

52.0 

6.1 

4.1 

0% 50% 100%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 
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0.5 

57.7 

9.1 

16.3 

12.0 

2.4 

1.9 

0% 50% 100%

学校などに通っている

働いている（就労継続支援A型・就労継続

支援B型、地域活動支援センター・

生活介護事業所なども含む）

病院やデイサービスセンター、地域活動支援

センター・生活介護などに通い、訓練・

介護（入浴等）を受けている

入院・入所している病院・施設などで

過ごしている

自宅にいることが多い

その他

無回答

0.9 

31.3 

7.5 

7.3 

44.6 

6.2 

2.1 

0% 50% 100%

1.1 

31.1 

7.0 

5.7 

44.5 

6.6 

3.9 

0% 50% 100%

学校などに通っている

働いている（就労継続支援A型・就労継続

支援B型、地域活動支援センター・

生活介護事業所なども含む）

病院やデイサービスセンター、地域活動支援

センター・生活介護などに通い、訓練・

介護（入浴等）を受けている

入院・入所している病院・施設などで

過ごしている

自宅にいることが多い

その他

無回答

知的障害者 n=208 精神障害者 n=466 

難病 n=456 
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【問 14 で「２ 働いている」と回答した方にお伺いします。】 

問 14－１ 仕事の形態は次のどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、全体では「一般雇用 正社員」が 26.8％で最も高く、次いで「一般雇用 

正社員以外」が 20.6％、「障害者雇用（障害者枠等）正社員以外」が 14.3％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者では「一般雇用 正社員」が 30.7％で最も高く、次いで「一般雇

用 正社員以外」が 23.2％となっています。知的障害者では「就労継続支援Ｂ型」が 37.5％で最

も高く、次いで「生活介護」が 22.5％となっています。精神障害者では「障害者雇用（障害者枠等）

正社員以外」が 24.0％で最も高く、次いで「一般雇用 正社員以外」が 21.9％となっています。

難病では「一般雇用 正社員」が 50.0％で最も高く、次いで「一般雇用 正社員以外」が 26.1％

となっています。 

 

 

 

  

26.8 

20.6 

8.2 

14.3 

6.3 

1.9 

11.9 

4.9 

3.0 

2.2 

0% 20% 40% 60%

一般雇用 正社員

一般雇用 正社員以外

障害者雇用（障害者枠等）正社員

障害者雇用（障害者枠等）正社員

以外

自営業

就労継続支援A型

就労継続支援B型

生活介護（生産活動）

その他

無回答

30.7 

23.2 

10.1 

14.6 

9.7 

1.1 

3.4 

1.9 

3.4 

1.9 

0% 20% 40% 60%

3.3 

3.3 

10.0 

15.0 

0.8 

1.7 

37.5 

22.5 

4.2 

1.7 

0% 20% 40% 60%

全体 n=637 身体障害者 n=267 知的障害者 n=120 
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11.6 

21.9 

9.6 

24.0 

3.4 

3.4 

17.1 

1.4 

3.4 

4.1 

0% 20% 40% 60%

一般雇用 正社員

一般雇用 正社員以外

障害者雇用（障害者枠等）正社員

障害者雇用（障害者枠等）正社員

以外

自営業

就労継続支援A型

就労継続支援B型

生活介護（生産活動）

その他

無回答

50.0 

26.1 

4.9 

7.0 

6.3 

0.0 

1.4 

0.7 

3.5 

0.0 

0% 20% 40% 60%

精神障害者 n=146 難病 n=142 
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【問 14 で「２ 働いている」と回答した方にお伺いします。】 

問 14－２ 仕事をするうえで不安・不満に思ったことがありますか。（○はいくつでも） 

仕事をするうえでの不安・不満については、全体では「収入が少ない」が 40.5％で最も高く、次

いで「特に不安・不満、困ったことはない」が 26.7％、「職場の人間関係がむずかしい」が 20.9％

となっています。 

障害種別でみると、すべての種別において「収入が少ない」が最も高い割合を占めています。また、

知的障害者と精神障害者では「職場の人間関係がむずかしい」が他の種別と比べて高くなっていま

す。 

 

 

 

  

40.5 

8.0 

14.4 

8.3 

20.9 

12.7 

3.9 

10.4 

15.1 

26.7 

5.8 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80%

収入が少ない

仕事がむずかしい

仕事がきつい

自分にあった内容の仕事がない

職場の人間関係がむずかしい

職場での立場が不安定

トイレなど障害者用の施設が十分で

ない

昇給や昇進が平等ではない

通勤が大変

特に不安・不満、困ったことはない

その他

無回答

33.7 

7.5 

11.2 

5.6 

12.7 

11.6 

5.6 

10.9 

16.5 

30.0 

4.1 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80%

40.0 

8.3 

7.5 

10.8 

26.7 

6.7 

0.8 

5.0 

13.3 

26.7 

6.7 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80%

全体 n=637 身体障害者 n=267 知的障害者 n=120 
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0% 20% 40% 60% 80%

59.6 

12.3 

21.2 

13.7 

37.0 

24.7 

1.4 

17.1 

11.6 

14.4 

7.5 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80%

収入が少ない

仕事がむずかしい

仕事がきつい

自分にあった内容の仕事がない

職場の人間関係がむずかしい

職場での立場が不安定

トイレなど障害者用の施設が十分で

ない

昇給や昇進が平等ではない

通勤が大変

特に不安・不満、困ったことはない

その他

無回答

33.8 

4.9 

17.6 

5.6 

11.3 

9.9 

6.3 

9.9 

20.4 

28.9 

7.0 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80%

精神障害者 n=146 難病 n=142 
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問 15 あなたは、障害のある人が仕事をするために、どのような支援が必要だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

障害のある人の就労支援として必要なことについては、全体では「職場の上司や同僚などに障害へ

の理解があること」が 50.2％で最も高く、次いで「短時間勤務や勤務日数の配慮」が 37.9％、「通

勤手段の確保」が 33.4％となっています。 

障害種別でみると、すべての種別において「職場の上司や同僚などに障害への理解があること」が

最も高い割合を占めています。知的障害者においては「職場で介助や援助等が受けられること」「就

労後のフォローなど職場と支援機関の連携」、精神障害者においては「短時間勤務や勤務日数の配慮」

の割合が他の種別と比べて高くなっています。 

 

 

  

33.7 

21.2 

33.2 

9.6 

57.2 

41.3 

40.4 

20.7 

34.1 

35.6 

6.3 

13.5 

0% 20% 40% 60% 80%

33.4 

27.2 

37.9 

27.3 

50.2 

24.8 

23.0 

16.8 

23.7 

23.8 

4.5 

24.6 

0% 20% 40% 60% 80%

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリー等

の配慮

短時間勤務や勤務日数の配慮

在宅勤務の拡充

職場の上司や同僚などに障害への

理解があること

職場で介助や援助等が受けられる

こと

就労後のフォローなど職場と支援

機関の連携

企業ニーズに合った就労訓練

仕事についての職場外での

相談対応、支援

障害に関する専門性の高い機関

などによる支援体制の整備

その他

無回答

34.4 

30.2 

33.6 

25.4 

42.2 

22.1 

16.6 

14.0 

17.9 

20.7 

3.9 

29.9 

0% 20% 40% 60% 80%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 



Ⅱ 障害者調査 

38 

 

 

 

  

30.0 

17.6 

51.7 

36.7 

66.7 

27.5 

38.2 

25.1 

38.2 

31.8 

6.4 

12.4 

0% 20% 40% 60% 80%

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリー等

の配慮

短時間勤務や勤務日数の配慮

在宅勤務の拡充

職場の上司や同僚などに障害への

理解があること

職場で介助や援助等が受けられる

こと

就労後のフォローなど職場と支援

機関の連携

企業ニーズに合った就労訓練

仕事についての職場外での

相談対応、支援

障害に関する専門性の高い機関

などによる支援体制の整備

その他

無回答

36.6 

33.6 

39.7 

36.2 

51.8 

25.2 

21.1 

15.4 

22.1 

22.1 

3.3 

22.8 

0% 20% 40% 60% 80%

精神障害者 n=466 難病 n=456 



Ⅱ 障害者調査 

39 

５ 生活全般・社会参加について 

問 16 あなたは、普段、悩みごとや困ったことがあるとき、どなたに相談していますか。 

（○はいくつでも） 

普段の悩みごとや困りごとの相談先については、全体では「家族や親せき」が 73.8％で最も高く、

次いで「友人・知人」が 29.0％、「かかりつけ医師や看護師」が 28.1％となっています。 

障害種別でみると、すべての種別で「家族や親せき」が最も高い割合を占めています。知的障害者

においては、「施設の指導員などの通所事業所の人」の割合が他の種別と比べて高くなっています。 

 

 

 

  

73.8 

29.0 

4.1 

6.6 

11.3 

7.5 

1.1 

28.1 

9.6 

0.6 

0.2 

5.3 

7.1 

5.6 

6.2 

4.0 

0% 50% 100%

家族や親せき

友人・知人

近所の人

職場の上司や同僚

施設の指導員などの通所事業所の人

ホームヘルパーなどの訪問サービス

事業所の人

障害者団体や家族会

かかりつけ医師や看護師

病院のケースワーカーや介護保険の

ケアマネジャー

民生委員児童委員

学校の先生

相談支援事業所の相談支援専門員

市役所の窓口、ケースワーカー

その他

相談できる人はいない

無回答

75.3 

28.5 

5.2 

4.7 

7.5 

8.4 

0.8 

24.7 

12.2 

0.8 

0.0 

2.2 

6.9 

4.1 

5.1 

4.5 

0% 50% 100%

66.3 

13.9 

1.4 

9.6 

43.3 

6.7 

1.9 

21.2 

1.0 

0.0 

0.5 

23.6 

8.7 

9.6 

4.8 

2.9 

0% 50% 100%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 
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67.6 

33.0 

1.3 

9.4 

16.7 

8.6 

2.1 

47.0 

7.9 

0.4 

0.9 

10.7 

11.4 

10.9 

9.2 

2.1 

0% 50% 100%

家族や親せき

友人・知人

近所の人

職場の上司や同僚

施設の指導員などの通所事業所の人

ホームヘルパーなどの訪問サービス

事業所の人

障害者団体や家族会

かかりつけ医師や看護師

病院のケースワーカーや介護保険の

ケアマネジャー

民生委員児童委員

学校の先生

相談支援事業所の相談支援専門員

市役所の窓口、ケースワーカー

その他

相談できる人はいない

無回答

79.8 

35.1 

5.3 

9.0 

6.4 

5.9 

0.4 

25.0 

10.7 

0.7 

0.2 

2.2 

5.3 

3.9 

6.6 

2.0 

0% 50% 100%

精神障害者 n=466 難病 n=456 
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問 17 あなたは障害のことや福祉サービスなどに関する情報をどこから知ることが多いですか。 

（○はいくつでも） 

障害のことや福祉サービスの情報の入手先については、全体では「市役所の広報紙」が 41.9％で

最も高く、次いで「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」が 32.8％、「家族や親せ

き、友人・知人」が 28.4％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者では「市役所の広報紙」が 45.5％で最も高く、次いで「本や新聞、

雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」が 36.0％となっています。知的障害者では「家族や親せ

き、友人・知人」が 39.4％で最も高く、次いで「サービス事業所の人や施設職員」が 37.0％とな

っています。精神障害者では「インターネット」が 38.2％で最も高く、次いで「市役所の広報紙」

が 33.5％となっています。難病では「市役所の広報紙」が 45.4％で最も高く、次いで「本や新聞、

雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」が 38.2％となっています。 

 

 

  

32.8 

41.9 

25.9 

6.4 

28.4 

13.7 

2.6 

20.4 

12.4 

0.6 

0.2 

4.5 

13.0 

3.5 

5.9 

0% 20% 40% 60%

本や新聞、雑誌の記事、テレビ

やラジオのニュース

市役所の広報紙

インターネット

ＳＮＳ（LINE・Facebook・

Twitterなど）

家族や親せき、友人・知人

サービス事業所の人や施設職員

障害者団体や家族会（団体の機

関誌など）

かかりつけ医師や看護師

病院のケースワーカーや

介護保険のケアマネジャー

民生委員児童委員

学校の先生

相談支援事業所などの相談窓口

市役所の窓口

その他

無回答

36.0 

45.5 

20.6 

3.8 

29.9 

12.3 

2.3 

18.2 

15.4 

0.8 

0.0 

1.9 

13.2 

2.4 

6.1 

0% 20% 40% 60%

22.6 

32.7 

16.8 

5.8 

39.4 

37.0 

8.7 

5.8 

1.9 

0.0 

1.0 

22.1 

13.9 

5.8 

7.2 

0% 20% 40% 60%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 



Ⅱ 障害者調査 

42 

 

 
 

  

22.5 

33.5 

38.2 

13.7 

24.9 

15.0 

3.0 

31.3 

11.4 

0.2 

0.2 

7.3 

18.2 

6.4 

4.3 

0% 20% 40% 60%

本や新聞、雑誌の記事、テレビ

やラジオのニュース

市役所の広報紙

インターネット

ＳＮＳ（LINE・Facebook・

Twitterなど）

家族や親せき、友人・知人

サービス事業所の人や施設職員

障害者団体や家族会（団体の機

関誌など）

かかりつけ医師や看護師

病院のケースワーカーや

介護保険のケアマネジャー

民生委員児童委員

学校の先生

相談支援事業所などの相談窓口

市役所の窓口

その他

無回答

38.2 

45.4 

35.5 

7.0 

25.9 

11.0 

2.2 

22.1 

11.2 

0.7 

0.0 

2.0 

11.2 

2.6 

3.7 

0% 20% 40% 60%

精神障害者 n=466 難病 n=456 
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問 18 あなたは、現在や今後の生活で不安に思っていることはありますか。（○はいくつでも） 

現在や今後の生活で不安に思っていることについては、全体では「障害や病気のこと」が 55.6％

で最も高く、次いで「生活費について」が 47.3％、「介助してくれる人について」が 24.5％、「家

事など日常生活のこと」が 23.0％、「親の高齢化について」が 20.8％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者では「障害や病気のこと」が 54.9％で最も高く、次いで「生活費

について」が 41.6％となっています。知的障害者では「親の高齢化について」が 55.8％で最も高

く、次いで「生活費について」が 42.8％となっています。精神障害者では「生活費について」が

69.1％で最も高く、次いで「障害や病気のこと」が 65.0％となっています。難病では「障害や病気

のこと」が 63.2％で最も高く、次いで「生活費について」が 46.1％となっています。 

他の種別と比べると、知的障害者においては「親の高齢化について」、精神障害者においては「親

の高齢化について」「就職・仕事について」の割合が高くなっています。 

 

 

  

47.3 

55.6 

24.5 

20.8 

23.0 

15.8 

0.6 

14.7 

5.3 

18.6 

11.5 

7.8 

6.3 

8.7 

8.9 

2.8 

4.0 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80%

生活費について

障害や病気のこと

介助してくれる人について

親の高齢化について

家事など日常生活のこと

就職・仕事について

進学・学校生活について

住宅・生活の場所について

恋愛や結婚に関すること

災害・犯罪に関すること

話し相手に関すること

情報収集に関すること

学校・職場などの人間関係に

関すること

家族や地域との関係に関する

こと

特に不安はない

わからない

その他

無回答

41.6 

54.9 

25.9 

11.6 

22.6 

7.8 

0.2 

10.3 

1.7 

19.0 

7.9 

6.7 

1.7 

6.7 

10.9 

2.7 

2.9 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80%

42.8 

42.3 

36.1 

55.8 

24.5 

18.3 

0.0 

23.6 

10.6 

17.3 

18.3 

10.1 

13.9 

10.6 

3.4 

5.3 

4.8 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 
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69.1 

65.0 

20.8 

41.4 

29.6 

39.7 

2.1 

30.0 

16.1 

21.0 

24.2 

13.5 

17.8 

18.0 

3.9 

1.9 

7.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80%

生活費について

障害や病気のこと

介助してくれる人について

親の高齢化について

家事など日常生活のこと

就職・仕事について

進学・学校生活について

住宅・生活の場所について

恋愛や結婚に関すること

災害・犯罪に関すること

話し相手に関すること

情報収集に関すること

学校・職場などの人間関係に

関すること

家族や地域との関係に関する

こと

特に不安はない

わからない

その他

無回答

46.1 

63.2 

24.8 

17.8 

23.2 

13.2 

0.2 

10.3 

2.6 

17.3 

6.8 

6.8 

2.6 

5.3 

8.1 

2.4 

2.2 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80%

精神障害者 n=466 難病 n=456 
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問 19 あなたの現在行っている活動、また、今後したい活動は何ですか。 

（それぞれ○はいくつでも） 

◆現在行っている活動について 

現在行っている活動については、全体では「買い物」が 39.2％で最も高く、次いで「旅行」が

15.4％、「スポーツやレクリエーション」が 14.3％となっています。 

障害種別でみると、すべての種別で「スポーツやレクリエーション」「旅行」「買い物」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

  

14.3 

15.4 

39.2 

2.9 

2.2 

9.2 

3.5 

4.7 

4.0 

10.2 

1.6 

41.9 

0% 20% 40% 60%

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭

文化、芸術、創作的活動

活動していない、活動したくない

その他

無回答

12.3 

14.9 

32.9 

2.9 

2.1 

9.5 

4.0 

3.8 

3.5 

10.6 

1.3 

48.3 

0% 20% 40% 60%

19.7 

17.8 

45.7 

2.4 

6.3 

7.2 

1.4 

10.1 

2.9 

10.6 

2.4 

33.2 

0% 20% 40% 60%

15.2 

11.4 

49.1 

3.4 

2.8 

9.2 

3.2 

4.9 

7.3 

11.8 

1.9 

30.7 

0% 20% 40% 60%

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭

文化、芸術、創作的活動

活動していない、活動したくない

その他

無回答

14.5 

20.2 

44.7 

2.4 

0.9 

9.0 

3.1 

4.2 

3.3 

8.8 

1.3 

37.3 

0% 20% 40% 60%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 

精神障害者 n=466 難病 n=456 
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◆今後活動したいことについて 

今後活動したいことについては、全体では「旅行」が 27.6％で最も高く、次いで「買い物」が

14.3％、「スポーツやレクリエーション」が 12.9％となっています。 

障害種別でみると、すべての種別で「旅行」が最も高い割合を占めています。知的障害者において

は「地域の行事やお祭」、精神障害者においては「趣味などのサークル活動」「地域の行事やお祭」「文

化、芸術、創作的活動」の割合が他の種別と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

12.9 

27.6 

14.3 

5.3 

3.8 

12.5 

6.8 

6.6 

7.6 

4.3 

1.4 

53.2 

0% 20% 40% 60% 80%

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭

文化、芸術、創作的活動

活動していない、活動したくない

その他

無回答

8.4 

23.5 

12.4 

3.9 

2.7 

10.1 

6.5 

5.5 

5.8 

4.2 

1.2 

59.9 

0% 20% 40% 60% 80%

19.7 

35.6 

20.2 

4.3 

4.8 

13.0 

3.4 

10.1 

2.9 

2.9 

2.9 

42.3 

0% 20% 40% 60% 80%

20.2 

34.5 

20.4 

10.1 

8.4 

19.1 

10.5 

10.9 

16.1 

5.4 

1.9 

38.6 

0% 20% 40% 60% 80%

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭

文化、芸術、創作的活動

活動していない、活動したくない

その他

無回答

15.8 

29.4 

12.9 

4.8 

2.4 

14.5 

6.1 

4.6 

6.8 

3.5 

1.1 

50.9 

0% 20% 40% 60% 80%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 

精神障害者 n=466 難病 n=456 
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問 20 あなたは、今後も朝霞市に暮らし続けたいですか。（○は１つ） 

今後も朝霞市に暮らし続けたいかについては、全体では「はい」が 78.6％で最も高く、次いで「わ

からない」が 17.0％、「いいえ」が 1.6％となっています。 

障害種別で「はい」の割合をみると、身体障害者では 83.5％、知的障害者では 63.9％、精神障

害者では 67.6％、難病では 80.9％と、知的障害者が他の種別と比べて低くなっています。また、

「いいえ」の割合も知的障害者において、他の種別と比べて高くなっています。 

 

 

  

78.6 

83.5 

63.9 

67.6 

80.9 

1.6 

1.0 

4.8 

3.2 

0.7 

17.0 

12.6 

29.3 

27.3 

16.2 

2.8 

3.0 

1.9 

1.9 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

身体障害者 n=1,353

知的障害者 n=208

精神障害者 n=466

難病 n=456

はい いいえ わからない 無回答
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６ 障害福祉サービス等の利用について 

問 21 あなたは次のサービスを利用していますか。また、今後利用したいと思いますか。 

（項目ごとに 1～4 のうち、１つに〇を付けてください） 

◆全体 n=2,323 

障害福祉サービスについては、利用状況、利用意向ともに「居宅介護（ホームヘルプ）」が最も高

くなっています。「居宅介護（ホームヘルプ）」の利用状況に対する利用意向の割合は、9.9 ポイント

高く、他のサービスと比べてもその差は大きくなっています。また、「短期入所（ショートステイ）」

は利用状況では上位５項目に入っていませんが、利用意向としては４番目に高くなっています。 

地域生活支援事業については、利用状況で２番目に高い「相談支援事業（一般的な相談）」が、利

用意向では最も高くなっています。差をみると、利用意向が 10.0ポイント高くなっており、他の事

業と比べてもその差は大きくなっています。 

 

障害福祉サービス・地域生活支援事業の現在の利用状況 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用しているが、今後は利用しない」割合） 

障害福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 居宅介護（ホームヘルプ） 7.9 １ 日常生活用具給付事業 3.9 

２ 計画相談支援 7.3 ２ 相談支援事業（一般的な相談） 3.7 

３ 生活介護 6.6 ２ 移動支援事業 3.7 

４ 施設入所支援 5.2 ４ 地域活動支援センター事業 1.8 

５ 自立訓練（機能訓練） 4.8 ５ 日中一時支援事業 1.4 

※上位５項目を抜粋（以下、同様） 

 

障害福祉サービス・地域生活支援事業の今後の利用意向 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用していないが、３年以内には利用したい」割合） 

障害福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 居宅介護（ホームヘルプ） 17.8 １ 相談支援事業（一般的な相談） 13.7 

２ 生活介護 15.2 ２ 移動支援事業 11.9 

３ 計画相談支援 13.6 ３ 日常生活用具給付事業 10.4 

４ 短期入所（ショートステイ） 13.5 ４ 日中一時支援事業 8.1 

５ 施設入所支援 11.9 ５ 地域活動支援センター事業 7.2 

５ 自立訓練（機能訓練） 11.9  
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◆全体 現在の利用状況及び今後の利用意向 

 

 

  

単位：％

n=2,323

現在利用し
ており、今後
も利用した
い

現在利用し
ていない
が、３年以内
には利用し
たい

現在利用し
ているが、
今後は利用
しない

現在利用し
ておらず、今
後も利用し
ない

無回答

障害福祉サービス

①居宅介護（ホームヘルプ） 7.6 10.2 0.3 52.7 29.1

②重度訪問介護 1.3 5.6 0.2 57.9 35.0

③重度障害者等包括支援 1.5 6.3 0.2 56.8 35.2

④短期入所（ショートステイ） 4.0 9.5 0.2 54.0 32.2

⑤自立生活援助 3.4 8.0 0.1 54.5 33.9

⑥同行援護 1.7 7.0 0.3 56.0 35.0

⑦行動援護 1.4 8.0 0.2 55.1 35.4

⑧生活介護 6.5 8.7 0.1 52.3 32.3

⑨療養介護 1.9 6.8 0.2 55.5 35.6

⑩共同生活援助（グループホーム） 2.9 4.9 0.3 56.7 35.1

⑪施設入所支援 4.9 7.0 0.3 55.2 32.6

⑫自立訓練（機能訓練） 4.6 7.3 0.2 53.6 34.3

⑬自立訓練（生活訓練） 2.6 7.1 0.3 54.8 35.2

⑭宿泊型自立訓練 0.6 4.3 0.1 58.7 36.3

⑮就労移行支援 1.5 5.3 0.2 56.5 36.5

⑯就労継続支援（Ａ型） 0.6 4.0 0.2 58.0 37.2

⑰就労継続支援（Ｂ型） 3.7 3.9 0.3 56.3 35.9

⑱就労定着支援 1.5 5.3 0.3 55.7 37.1

⑲計画相談支援 7.0 6.6 0.3 50.7 35.5

⑳地域移行支援・地域定着支援 0.9 4.4 0.1 57.3 37.2

地域生活支援事業

㉑障害者理解促進研修・啓発事業 0.3 5.0 0.3 57.0 37.3

㉒相談支援事業（一般的な相談） 3.3 10.4 0.4 50.1 35.8

㉓成年後見制度利用支援事業 0.8 5.4 0.3 57.1 36.4

㉔手話通訳者等派遣事業 0.6 1.2 0.1 61.1 37.0

㉕要約筆記者派遣事業 0.4 1.9 0.1 60.7 36.9

㉖日常生活用具給付事業 3.7 6.7 0.2 54.1 35.3

㉗移動支援事業 3.5 8.4 0.2 52.5 35.4

㉘地域活動支援センター事業 1.8 5.4 0.0 56.2 36.6

㉙日中一時支援事業 1.3 6.8 0.1 55.7 36.1
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◆身体障害者 n=1,353 

障害福祉サービスについては、利用状況、利用意向ともに「居宅介護（ホームヘルプ）」が最も高

くなっています。「居宅介護（ホームヘルプ）」の利用状況に対する利用意向の割合は、12.5 ポイン

ト高く、他のサービスと比べてもその差は大きくなっています。また、「生活介護」「短期入所（ショ

ートステイ）」についても、利用状況に対する利用意向の割合が、10 ポイント以上高くなっていま

す。 

地域生活支援事業については、利用状況、利用意向ともに「日常生活用具給付事業」「移動支援事

業」「相談支援事業（一般的な相談）」の順で高くなっています。また、「日中一時支援事業」は利用

状況では上位５項目に入っていませんが、利用意向としては４番目に高くなっています。 

 

障害福祉サービス・地域生活支援事業の現在の利用状況 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用しているが、今後は利用しない」割合） 

障害福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 居宅介護（ホームヘルプ） 8.7 １ 日常生活用具給付事業 5.6 

２ 自立訓練（機能訓練） 6.2 ２ 移動支援事業 3.5 

３ 生活介護 4.8 ３ 相談支援事業（一般的な相談） 2.4 

４ 施設入所支援 4.2 ４ 地域活動支援センター事業 1.6 

５ 短期入所（ショートステイ） 3.9 ５ 手話通訳者等派遣事業 1.0 

※上位５項目を抜粋（以下、同様） 

 

障害福祉サービス・地域生活支援事業の今後の利用意向 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用していないが、３年以内には利用したい」割合） 

障害福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 居宅介護（ホームヘルプ） 21.2 １ 日常生活用具給付事業 13.8 

２ 生活介護 15.4 ２ 移動支援事業 12.7 

３ 短期入所（ショートステイ） 14.3 ３ 相談支援事業（一般的な相談） 12.3 

３ 自立訓練（機能訓練） 14.3 ４ 日中一時支援事業 7.6 

５ 施設入所支援 12.2 ５ 地域活動支援センター事業 6.3 
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◆身体障害者 現在の利用状況及び今後の利用意向 

 

 

  

単位：％

n=1,353

現在利用し
ており、今後
も利用した
い

現在利用し
ていない
が、３年以内
には利用し
たい

現在利用し
ているが、
今後は利用
しない

現在利用し
ておらず、今
後も利用し
ない

無回答

障害福祉サービス

①居宅介護（ホームヘルプ） 8.6 12.6 0.1 47.1 31.6

②重度訪問介護 1.6 7.1 0.1 52.3 39.0

③重度障害者等包括支援 1.7 7.6 0.1 51.4 39.2

④短期入所（ショートステイ） 3.8 10.5 0.1 49.4 36.1

⑤自立生活援助 2.8 7.8 0.0 51.9 37.5

⑥同行援護 1.9 7.5 0.1 51.3 39.2

⑦行動援護 1.2 7.9 0.0 51.2 39.7

⑧生活介護 4.8 10.6 0.0 48.0 36.5

⑨療養介護 2.3 8.2 0.1 50.1 39.3

⑩共同生活援助（グループホーム） 1.5 4.0 0.2 54.0 40.3

⑪施設入所支援 4.1 8.1 0.1 50.8 36.9

⑫自立訓練（機能訓練） 6.1 8.2 0.1 48.0 37.6

⑬自立訓練（生活訓練） 2.7 6.2 0.1 51.7 39.3

⑭宿泊型自立訓練 0.4 3.5 0.1 55.1 40.9

⑮就労移行支援 0.3 2.6 0.0 55.9 41.2

⑯就労継続支援（Ａ型） 0.1 2.1 0.1 55.8 41.9

⑰就労継続支援（Ｂ型） 1.0 2.1 0.0 55.4 41.5

⑱就労定着支援 0.1 2.7 0.1 55.4 41.7

⑲計画相談支援 3.0 5.8 0.1 50.8 40.3

⑳地域移行支援・地域定着支援 0.6 3.8 0.1 54.0 41.5

地域生活支援事業

㉑障害者理解促進研修・啓発事業 0.3 4.5 0.3 53.4 41.5

㉒相談支援事業（一般的な相談） 2.1 10.2 0.3 47.7 39.6

㉓成年後見制度利用支援事業 0.3 3.7 0.3 54.5 41.2

㉔手話通訳者等派遣事業 0.9 1.1 0.1 56.5 41.4

㉕要約筆記者派遣事業 0.6 2.2 0.0 56.0 41.2

㉖日常生活用具給付事業 5.5 8.3 0.1 47.2 38.9

㉗移動支援事業 3.3 9.4 0.2 47.7 39.4

㉘地域活動支援センター事業 1.6 4.7 0.0 53.0 40.7

㉙日中一時支援事業 0.9 6.7 0.0 52.0 40.5
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◆知的障害者 n=208 

障害福祉サービスについては、利用状況、利用意向ともに「計画相談支援」「生活介護」の順で高

くなっています。また、「短期入所（ショートステイ）」は利用状況では上位５項目に入っていません

が、利用意向としては５番目に高くなっており、利用状況に対する利用意向の割合は、21.1ポイン

ト高く、他のサービスと比べてもその差は大きくなっています。なお、利用状況に対する利用意向の

割合では、「共同生活援助（グループホーム）」も 18.7 ポイントと差が大きくなっています。 

地域生活支援事業については、利用状況と利用意向とで上位５項目が同様の内容となっています。

その中でも、「成年後見制度利用支援事業」は利用状況に対する利用意向の割合が、16.3 ポイント

高くなっており、他の事業と比べてもその差は大きくなっています。 

 

障害福祉サービス・地域生活支援事業の現在の利用状況 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用しているが、今後は利用しない」割合） 

障害福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 計画相談支援 39.9 １ 移動支援事業 15.9 

２ 生活介護 30.3 ２ 相談支援事業（一般的な相談） 14.4 

３ 就労継続支援（Ｂ型） 22.2 ３ 日中一時支援事業 6.3 

４ 施設入所支援 18.8 ４ 成年後見制度利用支援事業 3.8 

５ 共同生活援助（グループホーム） 14.4 ５ 地域活動支援センター事業 3.4 

※上位５項目を抜粋（以下、同様） 

 

障害福祉サービス・地域生活支援事業の今後の利用意向 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用していないが、３年以内には利用したい」割合） 

障害福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 計画相談支援 49.0 １ 移動支援事業 31.7 

２ 生活介護 39.0 ２ 相談支援事業（一般的な相談） 27.4 

３ 共同生活援助（グループホーム） 33.1 ３ 日中一時支援事業 21.7 

４ 施設入所支援 32.7 ４ 成年後見制度利用支援事業 20.1 

５ 短期入所（ショートステイ） 31.2 ５ 地域活動支援センター事業 14.5 
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◆知的障害者 現在の利用状況及び今後の利用意向 

 

 

  

単位：％

n=208

現在利用し
ており、今後
も利用した
い

現在利用し
ていない
が、３年以内
には利用し
たい

現在利用し
ているが、
今後は利用
しない

現在利用し
ておらず、今
後も利用し
ない

無回答

障害福祉サービス

①居宅介護（ホームヘルプ） 5.3 10.1 0.5 52.4 31.7

②重度訪問介護 1.0 6.3 0.0 58.2 34.6

③重度障害者等包括支援 1.0 7.2 0.0 57.2 34.6

④短期入所（ショートステイ） 9.6 21.6 0.5 41.3 26.9

⑤自立生活援助 3.4 12.0 0.5 51.4 32.7

⑥同行援護 2.9 9.6 0.5 53.8 33.2

⑦行動援護 4.3 19.2 0.5 44.2 31.7

⑧生活介護 30.3 8.7 0.0 35.6 25.5

⑨療養介護 1.0 4.8 0.0 58.7 35.6

⑩共同生活援助（グループホーム） 13.9 19.2 0.5 40.9 25.5

⑪施設入所支援 18.8 13.9 0.0 44.2 23.1

⑫自立訓練（機能訓練） 2.9 5.3 0.0 57.2 34.6

⑬自立訓練（生活訓練） 4.3 13.0 0.0 50.5 32.2

⑭宿泊型自立訓練 0.5 10.1 0.0 55.8 33.7

⑮就労移行支援 2.9 7.7 0.0 55.8 33.7

⑯就労継続支援（Ａ型） 1.0 3.8 0.0 59.1 36.1

⑰就労継続支援（Ｂ型） 21.2 5.3 1.0 44.2 28.4

⑱就労定着支援 4.8 7.7 1.0 50.5 36.1

⑲計画相談支援 39.4 9.6 0.5 24.0 26.4

⑳地域移行支援・地域定着支援 1.9 8.7 0.0 54.8 34.6

地域生活支援事業

㉑障害者理解促進研修・啓発事業 0.5 5.3 0.0 55.8 38.5

㉒相談支援事業（一般的な相談） 13.9 13.5 0.5 38.0 34.1

㉓成年後見制度利用支援事業 3.8 16.3 0.0 46.6 33.2

㉔手話通訳者等派遣事業 0.0 1.4 0.0 64.4 34.1

㉕要約筆記者派遣事業 0.0 1.4 0.0 64.4 34.1

㉖日常生活用具給付事業 1.4 4.3 0.0 59.6 34.6

㉗移動支援事業 15.4 16.3 0.5 38.0 29.8

㉘地域活動支援センター事業 3.4 11.1 0.0 51.9 33.7

㉙日中一時支援事業 6.3 15.4 0.0 47.6 30.8
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◆精神障害者 n=466 

障害福祉サービスについては、利用状況、利用意向ともに「計画相談支援」が最も高くなっていま

す。また、「就労定着支援」は利用状況では上位５項目に入っていませんが、利用意向としては３番

目に高くなっています。利用状況に対する利用意向の割合の差をみると、「就労移行支援」や「就労

定着支援」といった就労に関するサービスが大きくなっています。 

地域生活支援事業については、利用状況、利用意向ともに「相談支援事業（一般的な相談）」が最

も高くなっています。「相談支援事業（一般的な相談）」の利用状況に対する利用意向の割合は、13.9

ポイント高く、他の事業と比べてもその差は大きくなっています。また、「障害者理解促進研修・啓

発事業」は利用状況では上位５項目に入っていませんが、利用意向としては４番目に高くなっていま

す。 

 

障害福祉サービス・地域生活支援事業の現在の利用状況 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用しているが、今後は利用しない」割合） 

障害福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 計画相談支援 11.5 １ 相談支援事業（一般的な相談） 6.5 

２ 居宅介護（ホームヘルプ） 8.1 ２ 地域活動支援センター事業 2.8 

３ 就労継続支援（Ｂ型） 8.0 ３ 移動支援事業 2.3 

４ 就労移行支援 6.5 ４ 成年後見制度利用支援事業 1.9 

５ 自立生活援助 6.4 ５ 日常生活用具給付事業 1.5 

※上位５項目を抜粋（以下、同様） 

 

障害福祉サービス・地域生活支援事業の今後の利用意向 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用していないが、３年以内には利用したい」割合） 

障害福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 計画相談支援 21.0 １ 相談支援事業（一般的な相談） 20.4 

２ 就労移行支援 20.6 ２ 成年後見制度利用支援事業 11.2 

３ 就労定着支援 19.1 ３ 地域活動支援センター事業 9.3 

４ 就労継続支援（Ｂ型） 18.3 ４ 障害者理解促進研修・啓発事業 9.2 

５ 自立生活援助 17.1 ５ 移動支援事業 9.0 
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◆精神障害者 現在の利用状況及び今後の利用意向 

 

 

  

単位：％

n=466

現在利用し
ており、今後
も利用した
い

現在利用し
ていない
が、３年以内
には利用し
たい

現在利用し
ているが、
今後は利用
しない

現在利用し
ておらず、今
後も利用し
ない

無回答

障害福祉サービス

①居宅介護（ホームヘルプ） 7.5 7.7 0.6 60.7 23.4

②重度訪問介護 1.5 3.6 0.2 68.0 26.6

③重度障害者等包括支援 1.7 5.4 0.2 66.1 26.6

④短期入所（ショートステイ） 2.1 6.7 0.4 64.4 26.4

⑤自立生活援助 6.4 10.7 0.0 57.1 25.8

⑥同行援護 1.5 7.7 0.4 63.9 26.4

⑦行動援護 1.5 8.4 0.2 63.3 26.6

⑧生活介護 4.3 7.1 0.2 63.5 24.9

⑨療養介護 0.9 5.2 0.4 65.7 27.9

⑩共同生活援助（グループホーム） 5.2 4.1 0.4 63.5 26.8

⑪施設入所支援 2.8 3.4 0.9 66.5 26.4

⑫自立訓練（機能訓練） 2.4 7.7 0.9 62.7 26.4

⑬自立訓練（生活訓練） 3.0 10.1 1.1 58.8 27.0

⑭宿泊型自立訓練 0.6 4.9 0.4 66.1 27.9

⑮就労移行支援 5.4 15.2 1.1 51.3 27.0

⑯就労継続支援（Ａ型） 1.7 12.2 0.6 57.5 27.9

⑰就労継続支援（Ｂ型） 6.9 11.4 1.1 55.8 24.9

⑱就労定着支援 4.5 14.6 1.1 51.7 28.1

⑲計画相談支援 10.9 10.1 0.6 50.4 27.9

⑳地域移行支援・地域定着支援 1.9 6.2 0.2 62.9 28.8

地域生活支援事業

㉑障害者理解促進研修・啓発事業 0.6 8.6 0.6 61.6 28.5

㉒相談支援事業（一般的な相談） 5.4 15.0 1.1 51.3 27.3

㉓成年後見制度利用支援事業 1.3 9.9 0.6 61.4 26.8

㉔手話通訳者等派遣事業 0.2 1.7 0.2 69.1 28.8

㉕要約筆記者派遣事業 0.2 1.9 0.2 68.5 29.2

㉖日常生活用具給付事業 1.1 5.2 0.4 65.2 28.1

㉗移動支援事業 2.1 6.9 0.2 62.7 28.1

㉘地域活動支援センター事業 2.6 6.7 0.2 61.6 29.0

㉙日中一時支援事業 0.6 6.2 0.2 63.9 29.0
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◆難病 n=456 

障害福祉サービスについては、利用状況、利用意向ともに「居宅介護（ホームヘルプ）」が最も高

くなっています。「居宅介護（ホームヘルプ）」の利用状況に対する利用意向の割合は、10.3 ポイン

ト高く、他のサービスと比べてもその差は大きくなっています。 

地域生活支援事業については、利用状況で２番目に高い「移動支援事業」が、利用意向では最も高

くなっています。差をみると、利用意向が 8.1 ポイント高くなっており、他の事業と比べてもその

差は大きくなっています。 

 

障害福祉サービス・地域生活支援事業の現在の利用状況 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用しているが、今後は利用しない」割合） 

障害福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 居宅介護（ホームヘルプ） 7.0 １ 日常生活用具給付事業 3.7 

２ 自立訓練（機能訓練） 6.3 ２ 移動支援事業 3.3 

３ 短期入所（ショートステイ） 4.4 ３ 相談支援事業（一般的な相談） 2.9 

４ 生活介護 3.9 ４ 地域活動支援センター事業 1.5 

５ 自立生活援助 3.3 ５ 日中一時支援事業 1.1 

※上位５項目を抜粋（以下、同様） 

 

障害福祉サービス・地域生活支援事業の今後の利用意向 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用していないが、３年以内には利用したい」割合） 

障害福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 居宅介護（ホームヘルプ） 17.3 １ 移動支援事業 11.4 

２ 生活介護 13.1 ２ 相談支援事業（一般的な相談） 10.1 

３ 短期入所（ショートステイ） 12.8 ２ 日常生活用具給付事業 10.1 

４ 自立訓練（機能訓練） 12.0 ４ 日中一時支援事業 6.8 

５ 自立生活援助 10.1 ５ 地域活動支援センター事業 5.9 
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◆難病 現在の利用状況及び今後の利用意向 

 

 

  

単位：％

n=456

現在利用し
ており、今後
も利用した
い

現在利用し
ていない
が、３年以内
には利用し
たい

現在利用し
ているが、
今後は利用
しない

現在利用し
ておらず、今
後も利用し
ない

無回答

障害福祉サービス

①居宅介護（ホームヘルプ） 6.8 10.5 0.2 57.7 24.8

②重度訪問介護 1.5 7.5 0.2 60.5 30.3

③重度障害者等包括支援 0.4 7.9 0.4 60.5 30.7

④短期入所（ショートステイ） 4.2 8.6 0.2 60.1 27.0

⑤自立生活援助 3.1 7.0 0.2 61.2 28.5

⑥同行援護 1.3 6.6 0.4 61.6 30.0

⑦行動援護 0.4 6.8 0.4 61.6 30.7

⑧生活介護 3.7 9.4 0.2 57.9 28.7

⑨療養介護 1.3 7.5 0.7 60.3 30.3

⑩共同生活援助（グループホーム） 0.4 3.9 0.7 64.0 30.9

⑪施設入所支援 2.6 6.1 0.4 61.0 29.8

⑫自立訓練（機能訓練） 6.1 5.9 0.2 58.1 29.6

⑬自立訓練（生活訓練） 2.6 5.0 0.2 61.6 30.5

⑭宿泊型自立訓練 0.4 3.5 0.0 64.7 31.4

⑮就労移行支援 0.0 2.4 0.0 65.6 32.0

⑯就労継続支援（Ａ型） 0.0 1.5 0.0 66.4 32.0

⑰就労継続支援（Ｂ型） 0.9 2.0 0.0 65.4 31.8

⑱就労定着支援 0.0 3.3 0.0 64.0 32.7

⑲計画相談支援 2.4 6.6 0.2 59.2 31.6

⑳地域移行支援・地域定着支援 1.1 2.9 0.0 63.8 32.2

地域生活支援事業

㉑障害者理解促進研修・啓発事業 0.4 3.9 0.2 63.4 32.0

㉒相談支援事業（一般的な相談） 2.2 7.9 0.7 58.8 30.5

㉓成年後見制度利用支援事業 0.2 3.1 0.2 64.7 31.8

㉔手話通訳者等派遣事業 0.2 1.5 0.2 66.2 31.8

㉕要約筆記者派遣事業 0.2 2.2 0.0 66.0 31.6

㉖日常生活用具給付事業 3.3 6.8 0.4 58.8 30.7

㉗移動支援事業 3.1 8.3 0.2 58.1 30.3

㉘地域活動支援センター事業 1.5 4.4 0.0 62.3 31.8

㉙日中一時支援事業 0.7 6.1 0.4 61.4 31.4
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７ 権利擁護について 

問 22 あなたは、「障害者虐待防止センター」をご存じですか。（○は１つ） 

障害者虐待防止センターの認知度については、全体では「知っている」が 17.3％、「知らない」が

78.9％と、「知らない」が 61.6 ポイント上回っています。なお、「知っている」は前回（令和２年

度）調査時の 16.5％から 0.8 ポイント増加しています。 

障害種別で「知らない」の割合をみると、身体障害者では 78.3％、知的障害者では 69.7％、精

神障害者では 83.5％、難病では 80.0％と、精神障害者が他の種別と比べて高くなっています。 

 

 

  

17.3 

17.6 

28.8 

14.4 

16.4 

78.9 

78.3 

69.7 

83.5 

80.0 

3.7 

4.1 

1.4 

2.1 

3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

身体障害者 n=1,353

知的障害者 n=208

精神障害者 n=466

難病 n=456

知っている 知らない 無回答



Ⅱ 障害者調査 

59 

問 23 あなたは、「障害者差別解消法」をご存じですか。（○は１つ） 

障害者差別解消法の認知度については、全体では「知っている」が 19.0％、「知らない」が 76.9％

と、「知らない」が 57.9 ポイント上回っています。なお、「知っている」は前回（令和２年度）調査

時の 17.0％から 2.0 ポイント増加しています。 

障害種別で「知らない」の割合をみると、身体障害者では 75.8％、知的障害者では 72.6％、精

神障害者では 79.8％、難病では 76.8％と、精神障害者が他の種別と比べて高くなっています。 

 

 

 

問 24 あなたは、障害があることで差別や嫌な思いをする（した）ことがありますか。（○は１つ） 

障害があることで差別や嫌な思いをする（した）ことがあるかについては、全体では「ない」が

52.9％で最も高く、次いで「少しある」が 27.3％、「ある」が 15.1％となっています。なお、「あ

る」と「少しある」を合わせた割合は前回（令和２年度）調査時の 44.4％から 2.0ポイント減少し

ています。 

障害種別でみると、知的障害者と精神障害者で「ある」の割合が他の種別と比べて高くなっていま

す。 

 

  

19.0 

19.7 

25.5 

17.8 

19.5 

76.9 

75.8 

72.6 

79.8 

76.8 

4.1 

4.6 

1.9 

2.4 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

身体障害者 n=1,353

知的障害者 n=208

精神障害者 n=466

難病 n=456

知っている 知らない 無回答

15.1 

11.5 

33.2 

27.0 

9.6 

27.3 

24.4 

37.5 

39.9 

23.2 

52.9 

60.1 

23.6 

29.4 

61.8 

4.7 

4.0 

5.8 

3.6 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

身体障害者 n=1,353

知的障害者 n=208

精神障害者 n=466

難病 n=456

ある 少しある ない 無回答



Ⅱ 障害者調査 

60 

【問 24 で「ある」または「少しある」と回答した方にお伺いします。】 

問 24－１ どのような場所で差別や嫌な思いをしましたか。（○はいくつでも） 

差別や嫌な思いをした場所については、全体では「外出先」が 42.4％で最も高く、次いで「仕事

場」が 26.2％、「病院などの医療機関」が 22.3％となっています。 

障害種別でみると、精神障害者を除いて「外出先」が最も高い割合を占めています。精神障害者で

は「仕事場」が 35.6％で最も高くなっています。また、知的障害者においては「学校等」、精神障害

者においては「仕事を探すとき」の割合が他の種別と比べて高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

16.2 

18.7 

26.2 

19.3 

42.4 

16.8 

22.3 

13.7 

10.6 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

学校等

公共施設

仕事場

仕事を探すとき

外出先

余暇を楽しむとき

病院などの医療機関

住んでいる地域

その他

無回答

9.3 

21.6 

20.4 

13.2 

49.8 

16.3 

22.0 

12.1 

9.3 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80%

38.8 

27.9 

20.4 

8.2 

57.8 

22.4 

22.4 

17.0 

4.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

全体 n=984 身体障害者 n=486 知的障害者 n=147 

精神障害者 n=312 難病 n=150 

17.9 

13.8 

35.6 

32.4 

28.2 

16.3 

24.0 

16.0 

16.0 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80%

学校等

公共施設

仕事場

仕事を探すとき

外出先

余暇を楽しむとき

病院などの医療機関

住んでいる地域

その他

無回答

15.3 

20.0 

21.3 

21.3 

46.0 

17.3 

20.7 

10.7 

8.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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問 25 あなたは、「成年後見制度」をご存じですか。（○は１つ） 

成年後見制度の認知度については、全体では「名前も内容も知っている」が 37.7％で最も高く、

次いで「名前を聞いたことがあるが、内容は知らない」が 31.1％、「名前も内容も知らない」が 26.8％

となっています。なお、「名前も内容も知っている」は前回（令和２年度）調査時の 32.0％から 5.7

ポイント増加しています。 

障害種別で「名前も内容も知らない」の割合をみると、身体障害者では 25.1％、知的障害者では

33.2％、精神障害者では 32.6％、難病では 19.7％と、知的障害者と精神障害者が他の種別と比べ

て高くなっています。 

 

 

  

37.7 

38.7 

39.4 

29.4 

46.3 

31.1 

31.2 

25.0 

34.8 

29.2 

26.8 

25.1 

33.2 

32.6 

19.7 

4.4 

5.0 

2.4 

3.2 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

身体障害者 n=1,353

知的障害者 n=208

精神障害者 n=466

難病 n=456

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知らない

名前も内容も知らない

無回答
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問 26 「成年後見制度」の利用について（○は１つ） 

成年後見制度の利用については、全体では「利用したくない」が 59.3％で最も高く、次いで「現

在は利用していないが、今後利用したい」が 25.7％、「利用している」が 2.2％となっています。 

障害種別で「現在は利用していないが、今後利用したい」の割合をみると、身体障害者では 20.8％、

知的障害者では 51.9％、精神障害者では 33.0％、難病では 21.5％と、知的障害者が他の種別と

比べて非常に高くなっています。 

 

 

  

2.2 

1.6 

11.1 

2.8 

0.0 

25.7 

20.8 

51.9 

33.0 

21.5 

59.3 

63.9 

29.8 

53.6 

66.7 

12.9 

13.7 

7.2 

10.5 

11.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

身体障害者 n=1,353

知的障害者 n=208

精神障害者 n=466

難病 n=456

利用している

現在は利用していないが、今後利用したい

利用したくない

無回答
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問 27 あなたは、自らの意思が反映された生活を送ることができるように、物事を決めるための

手伝いが必要だと感じることはありますか。（○は１つ） 

意思決定における支援が必要だと感じることの有無については、全体では「ない」が 33.4％で最

も高く、次いで「わからない」が 17.6％、「ある」が 17.0％となっています。 

障害種別で「ある」と「たまにある」の合計の割合をみると、身体障害者では 29.1％、知的障害

者では 63.0％、精神障害者では 47.0％、難病では 22.8％と、知的障害者と精神障害者が他の種

別と比べて非常に高くなっています。 

 

 

 

 

 

  

17.0 

16.4 

10.5 

33.4 

17.6 

5.3 

0% 20% 40% 60%

ある

たまにある

あまりない

ない

わからない

無回答

15.0 

14.1 

11.3 

37.9 

16.0 

5.7 

0% 20% 40% 60%

44.2 

18.8 

4.3 

5.8 

25.0 

1.9 

0% 20% 40% 60%

20.4 

26.6 

10.7 

18.2 

20.2 

3.9 

0% 20% 40% 60%

ある

たまにある

あまりない

ない

わからない

無回答

11.0 

11.8 

10.7 

46.3 

14.0 

6.1 

0% 20% 40% 60%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 

精神障害者 n=466 難病 n=456 
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８ 災害時の避難等について 

問 28 あなたは、地震や水害等の災害時に一人で避難できますか。（○は１つ） 

地震や水害等の災害時に一人で避難できるかについては、全体では「できる」が 39.1％で最も高

く、次いで「できない」が 35.3％、「わからない」が 22.8％となっています。 

障害種別で「できない」の割合をみると、身体障害者では 40.9％、知的障害者では 63.0％、精

神障害者では 21.5％、難病では 28.5％と、知的障害者が他の種別と比べて非常に高くなっていま

す。 

 

 

  

39.1 

35.3 

17.3 

45.5 

46.7 

35.3 

40.9 

63.0 

21.5 

28.5 

22.8 

20.9 

19.2 

31.1 

21.9 

2.8 

2.9 

0.5 

1.9 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

身体障害者 n=1,353

知的障害者 n=208

精神障害者 n=466

難病 n=456

できる できない わからない 無回答
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問 29 家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所にあなたを助けてくれる人はいますか。 

（○は１つ） 

家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所に助けてくれる人の有無については、全体では「いな

い」が 41.2％で最も高く、次いで「わからない」が 29.4％、「いる」が 25.3％となっています。 

障害種別で「いない」の割合をみると、身体障害者では 39.2％、知的障害者では 40.9％、精神

障害者では 52.8％、難病では 37.5％と、精神障害者が他の種別と比べて高くなっています。 

 

 

  

25.3 

27.7 

21.2 

17.4 

25.2 

41.2 

39.2 

40.9 

52.8 

37.5 

29.4 

28.8 

34.1 

27.7 

32.5 

4.0 

4.3 

3.8 

2.1 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

身体障害者 n=1,353

知的障害者 n=208

精神障害者 n=466

難病 n=456

いる いない わからない 無回答
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問 30 地震や水害等の災害時に困ることは何ですか。（○はいくつでも） 

地震や水害等の災害時に困ることについては、全体では「避難場所の設備や生活環境が不安」が

56.0％で最も高く、次いで「投薬治療が受けられない」が 51.7％、「安全なところまで、迅速に避

難することができない」が 44.2％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者では「避難場所の設備や生活環境が不安」が 56.1％で最も高く、

次いで「安全なところまで、迅速に避難することができない」が 50.5％となっています。知的障害

者では「避難場所の設備や生活環境が不安」が 66.8％で最も高く、次いで「周囲とコミュニケーシ

ョンがとれない」が 62.5％となっています。また、知的障害者においては「救助を求めることがで

きない」「安全なところまで、迅速に避難することができない」「被害状況、避難場所などの情報が入

手できない」の割合も高くなっています。精神障害者では「投薬治療が受けられない」が 63.3％で

最も高く、次いで「避難場所の設備や生活環境が不安」が 55.2％となっています。難病では「投薬

治療が受けられない」が 60.3％で最も高く、次いで「避難場所の設備や生活環境が不安」が 54.2％

となっています。 

 

 

  

51.7 

11.6 

13.0 

21.3 

44.2 

24.4 

23.0 

56.0 

4.6 

9.1 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%

投薬治療が受けられない

補装具の使用が困難になる

補装具や日常生活用具の入手が

できなくなる

救助を求めることができない

安全なところまで、迅速に避難する

ことができない

被害状況、避難場所などの情報が

入手できない

周囲とコミュニケーションが

とれない

避難場所の設備（トイレなど）や

生活環境が不安

その他

特にない

無回答

48.4 

16.5 

16.9 

20.7 

50.5 

25.1 

17.7 

56.1 

3.8 

10.3 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80%

40.9 

7.2 

14.4 

54.3 

60.6 

49.0 

62.5 

66.8 

9.1 

2.4 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80%

全体 n=2,323 身体障害者 n=1,353 知的障害者 n=208 
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63.3 

5.4 

8.8 

18.9 

30.3 

23.0 

34.3 

55.2 

7.7 

6.4 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80%

投薬治療が受けられない

補装具の使用が困難になる

補装具や日常生活用具の入手が

できなくなる

救助を求めることができない

安全なところまで、迅速に避難する

ことができない

被害状況、避難場所などの情報が

入手できない

周囲とコミュニケーションが

とれない

避難場所の設備（トイレなど）や

生活環境が不安

その他

特にない

無回答

60.3 

8.6 

10.3 

15.1 

37.9 

15.4 

12.9 

54.2 

4.2 

9.4 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80%

精神障害者 n=466 難病 n=456 
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問 31 市が実施する避難行動要支援者台帳登録制度について（○は１つ） 

避難行動要支援者名簿登録制度については、全体では「わからない」が 49.4％で最も高く、次い

で「現在は登録していないが、今後登録したい」が 27.7％、「登録したくない」が 9.6％となってい

ます。 

障害種別でみると、すべての障害種別において「現在は登録していないが、今後登録したい」の割

合が２割を超えています。精神障害者においては「登録したくない」の割合が他の種別と比べて高く

なっています。 

 

 

  

8.2 

8.9 

16.3 

6.7 

8.3 

27.7 

31.9 

23.1 

20.8 

26.3 

9.6 

6.9 

3.8 

15.7 

12.1 

49.4 

47.0 

53.8 

53.4 

48.7 

5.0 

5.3 

2.9 

3.4 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=2,323

身体障害者 n=1,353

知的障害者 n=208

精神障害者 n=466

難病 n=456

登録している

現在は登録していないが、今後登録したい

登録したくない

わからない

無回答
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９ 朝霞市のまちづくりについて 

問 32 障害のある人の住みやすいまちづくりについて、①から㉔のそれぞれについて、「満足度」

と「今後の重要性」の両方にお答えください。（番号に○） 

満足度 「満足」 

№ 全体 身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病 

１ 

【１位】 
福祉・保健・医療
の連携による在宅
サービスの充実
（7.6） 

【１位】 
障害のある人への
理解を進めるため
の教育や広報活
動の充実 
（8.1） 

【１位】 
障害者福祉に関
する相談窓口の
一本化や相談機
能の充実 
（7.7） 

【１位】 
福祉・保健・医療
の連携による在宅
サービスの充実 
（10.3） 

【１位】 
福祉・保健・医療
の連携による在宅
サービスの充実 
（5.0） 

２ 

【２位】 
障害のある人への
理解を進めるため
の教育や広報活
動の充実 
（7.1） 

【２位】 
福祉・保健・医療
の連携による在宅
サービスの充実 
（7.9） 

【２位】 
働く場の確保 
（6.3） 

【２位】 
地域で社会福祉
活動を推進するた
めの拠点となる施
設の整備（8.8） 

【２位】 
地域で社会福祉
活動を推進するた
めの拠点となる施
設の整備 
（4.6） 

３ 

【３位】 
障害者福祉に関
する相談窓口の
一本化や相談機
能の充実 
（6.6） 

【３位】 
障害者福祉に関
する相談窓口の
一本化や相談機
能の充実 
（6.9） 

【２位】 
障害のある人に配
慮した道路 ・建
物・駅などの整備 
（6.3） 

【２位】 
障害の種類・程度
に応じた手段を選
択 で き る 環 境
（8.8） 

【３位】 
リハビリ・生活訓
練・職業訓練など
の通所施設の整
備 
（4.4） 

４ 

【４位】 
障害のあるなしに
かかわらず、同じ
情報を同じタイミ
ングで取得できる
（6.2） 

【４位】 
障害のあるなしに
かかわらず、同じ
情報を同じタイミ
ングで取得できる 
（6.7） 

【２位】 
福祉サービスの利
用手続の電子化・
スピード化 
（6.3） 

【４位】 
生活している地域
にかかわらず等し
く情報を得ること
ができる（8.6） 

【３位】 
障害のある人のた
めの住まいの確
保・供給 
（4.4） 

５ 

【５位】 
地域で社会福祉
活動を推進するた
めの拠点となる施
設の整備 
（5.6） 

【５位】 
地域で社会福祉
活動を推進するた
めの拠点となる施
設の整備 
（5.5） 

【５位】 
福祉・保健・医療
の連携による在宅
サービスの充実 
（5.8） 

【５位】 
障害者福祉に関
する相談窓口の
一本化や相談機
能の充実（8.4） 

【３位】 
障害のあるなしに
かかわらず、同じ
情報を同じタイミ
ングで取得できる 
（4.4） 

６ 

【５位】 
障害の種類・程度
に応じた手段を選
択できる環境 
（5.6） 

【５位】 
障害のある人に配
慮した道路 ・建
物・駅などの整備 
（5.5） 

【５位】 
障害のある人のた
めの教育の充実 
（5.8） 

  

７ 

 【５位】 
障害の種類・程度
に応じた手段を選
択できる環境 
（5.5） 

【５位】 
障害のある人に対
する差別解消及
び虐待防止の取
組 
（5.8） 

  

８ 

 【５位】 
生活している地域
にかかわらず等し
く情報を得ること
ができる 
（5.5） 

   

※括弧内の数字は、構成比（％）  
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満足度 「不満」 

№ 全体 身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病 

１ 

【１位】 

障害のある人に配

慮した道路 ・建

物・駅などの整備 

（25.8） 

【１位】 

障害のある人に配

慮した道路 ・建

物・駅などの整備 

（26.6） 

【１位】 

重度の障害のある

人のための入所

施設の整備 

（38.9） 

【１位】 

働く場の確保 

（31.8） 

【１位】 

障害のある人に配

慮した道路 ・建

物・駅などの整備 

（32.9） 

２ 

【２位】 

障害のある人のた

めの住まいの確

保・供給 

（19.8） 

【２位】 

障害のある人のた

めの住まいの確

保・供給 

（16.9） 

【２位】 

グループホームな

ど地域での生活の

場の整備 

（34.1） 

【２位】 

障害のある人のた

めの住まいの確

保・供給 

（28.8） 

【２位】 

障害のある人のた

めの住まいの確

保・供給 

（18.9） 

３ 

【３位】 

働く場の確保 

（18.7） 

【３位】 

災害時における避

難誘導体制の確

立と訓練の実施 

（16.0） 

【３位】 

障害のある人のた

めの住まいの確

保・供給 

（32.2） 

【３位】 

障害のある人に配

慮した道路 ・建

物・駅などの整備 

（24.5） 

【３位】 

災害時における避

難誘導体制の確

立と訓練の実施 

（17.3） 

４ 

【４位】 

災害時における避

難誘導体制の確

立と訓練の実施 

（17.1） 

【４位】 

重度の障害のある

人のための入所

施設の整備 

（15.0） 

【４位】 

働く場の確保 

（28.8） 

【４位】 

悪質商法などの

消費者トラブルか

ら障害のある人を

守るための相談や

支援の充実 

（22.3） 

【４位】 

働く場の確保 

（16.2） 

５ 

【５位】 

重度の障害のある

人のための入所

施設の整備 

（16.5） 

【５位】 

働く場の確保 

（13.8） 

【５位】 

参加しやすい余暇

活動の援助や施

設の整備 

（25.5） 

【５位】 

福祉分野の専門

的な人材の確保・

養成 

（21.7） 

【５位】 

重度の障害のある

人のための入所

施設の整備 

（15.6） 

６ 

   

 

【５位】 

障害者福祉に関

する相談窓口の

一本化や相談機

能の充実 

（15.6） 

※括弧内の数字は、構成比（％） 
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今後の重要性 「重要」 

№ 全体 身体障害者 知的障害者 精神障害者 難病 

１ 

【１位】 

障害のある人に配

慮した道路 ・建

物・駅などの整備 

（65.2） 

【１位】 

障害のある人に配

慮した道路 ・建

物・駅などの整備 

（65.5） 

【１位】 

重度の障害のある

人のための入所

施設の整備 

（71.2） 

【１位】 

障害のある人のた

めの住まいの確

保・供給 

（66.3） 

【１位】 

障害のある人に配

慮した道路 ・建

物・駅などの整備 

（71.5） 

２ 

【２位】 
福祉・保健・医療

の連携による在宅

サービスの充実 

（58.6） 

【２位】 
福祉・保健・医療

の連携による在宅

サービスの充実 

（58.4） 

【２位】 
働く場の確保 

（68.3） 

【２位】 
働く場の確保 

（63.5） 

【２位】 
福祉・保健・医療

の連携による在宅

サービスの充実 

（65.1） 

３ 

【３位】 
重度の障害のある

人のための入所

施設の整備 

（58.1） 

【３位】 
重度の障害のある

人のための入所

施設の整備 

（57.9） 

【３位】 
グループホームな

ど地域での生活の

場の整備 

（66.8） 

【２位】 
障害のある人に配

慮した道路 ・建

物・駅などの整備 

（63.5） 

【３位】 
重度の障害のある

人のための入所

施設の整備 

（61.4） 

４ 

【４位】 
障害のある人への

理解を進めるため

の教育や広報活

動の充実 

（57.6） 

【４位】 
障害のある人への

理解を進めるため

の教育や広報活

動の充実 

（55.9） 

【４位】 
福祉分野の専門

的な人材の確保・

養成 

（66.3） 

【４位】 
障害の種類・程度

に応じた手段を選

択できる環境 

（63.3） 

【４位】 
障害者福祉に関

する相談窓口の

一本化や相談機

能の充実 

（60.7） 

５ 

【５位】 

リハビリ・生活訓

練・職業訓練など

の通所施設の整

備 

（56.0） 

【５位】 

リハビリ・生活訓

練・職業訓練など

の通所施設の整

備 

（55.2） 

【５位】 

障害のある人のた

めの住まいの確

保・供給 

（65.4） 

【５位】 

悪質商法などの

消費者トラブルか

ら障害のある人を

守るための相談や

支援の充実 

（60.1） 

【５位】 

障害のある人への

理解を進めるため

の教育や広報活

動の充実 

（60.1） 

※括弧内の数字は、構成比（％） 
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◆全体 満足度 n=2,323 

 

 

  

単位：％

満足 普通 不満 無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

7.1 64.8 11.0 17.2

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

5.6 62.6 12.4 19.3

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

7.6 61.8 10.6 20.0

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

4.0 57.3 16.5 22.2

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

4.3 60.2 13.0 22.5

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

5.4 59.9 13.5 21.2

⑦障害のある人のための教育の充実 3.7 61.8 11.1 23.4

⑧働く場の確保 3.6 52.9 18.7 24.8

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

4.1 60.4 12.3 23.2

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

3.7 61.0 12.4 22.9

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

5.3 49.4 25.8 19.5

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

5.3 51.0 19.8 23.9

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

4.7 53.8 17.1 24.4

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

4.9 55.1 15.5 24.5

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 4.3 55.0 15.5 25.2

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

5.1 55.1 14.2 25.6

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

6.6 54.2 14.9 24.4

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 3.8 59.4 10.4 26.4

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

4.8 58.2 11.5 25.5

⑳保育所等での障害児療育の推進 4.4 58.9 9.4 27.3

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

5.6 55.0 13.6 25.8

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

5.5 57.0 12.2 25.3

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

6.2 57.3 11.3 25.1

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

4.6 57.1 12.1 26.1
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◆全体 今後の重要性 n=2,323 

 

 

  

単位：％

重要
どちらでもな
い

重要ではな
い

無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

57.6 21.5 0.7 20.3

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

52.8 25.1 0.9 21.2

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

58.6 20.1 0.7 20.6

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

58.1 21.0 0.6 20.4

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

51.5 26.3 1.3 21.0

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

56.0 22.6 0.7 20.7

⑦障害のある人のための教育の充実 49.2 27.7 1.0 22.1

⑧働く場の確保 54.0 21.8 1.5 22.6

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

45.4 30.4 2.8 21.5

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

40.8 34.4 3.4 21.5

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

65.2 15.2 0.7 19.0

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

55.6 19.9 1.2 23.2

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

54.2 21.6 1.2 22.9

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

54.4 21.8 1.3 22.5

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 54.9 21.0 0.8 23.3

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

45.8 27.5 2.7 23.9

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

55.8 20.2 1.0 22.9

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 40.4 32.6 2.2 24.8

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

52.3 23.2 1.0 23.5

⑳保育所等での障害児療育の推進 46.9 26.5 1.2 25.4

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

52.8 22.5 1.0 23.7

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

50.5 24.4 1.3 23.8

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

49.4 25.5 1.3 23.8

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

43.1 29.9 2.5 24.5
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◆身体障害者 満足度 n=1,353 

 

 

  

単位：％

満足 普通 不満 無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

8.1 63.7 9.7 18.5

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

5.5 61.6 11.2 21.7

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

7.9 60.0 9.9 22.2

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

4.2 55.7 15.0 25.1

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

4.2 60.4 10.0 25.4

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

5.4 57.7 12.6 24.2

⑦障害のある人のための教育の充実 3.3 61.6 8.8 26.4

⑧働く場の確保 3.4 54.5 13.8 28.3

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

4.2 59.1 10.6 26.1

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

3.8 60.8 9.8 25.5

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

5.5 46.6 26.6 21.3

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

5.0 51.3 16.9 26.9

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

4.7 52.4 16.0 26.8

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

5.0 54.9 13.3 26.8

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 4.5 54.7 12.9 27.9

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

5.3 53.7 12.6 28.3

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

6.9 52.9 13.2 27.0

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 3.7 57.6 9.4 29.3

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

4.9 57.4 9.4 28.4

⑳保育所等での障害児療育の推進 4.7 57.0 8.1 30.2

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

5.5 54.8 10.9 28.8

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

5.5 55.7 10.6 28.1

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

6.7 55.4 10.4 27.6

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

4.6 54.9 11.6 28.9
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◆身体障害者 今後の重要性 n=1,353 

 

 

  

単位：％

重要
どちらでもな
い

重要ではな
い

無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

55.9 21.4 0.4 22.3

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

51.6 24.3 0.8 23.3

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

58.4 18.8 0.4 22.4

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

57.9 19.4 0.5 22.2

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

48.6 27.2 1.3 23.0

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

55.2 21.9 0.6 22.3

⑦障害のある人のための教育の充実 46.6 28.2 0.9 24.2

⑧働く場の確保 48.0 24.5 2.0 25.4

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

43.5 30.3 2.7 23.5

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

38.4 34.7 3.2 23.7

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

65.5 13.5 0.5 20.5

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

52.4 20.8 1.2 25.6

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

53.3 21.0 1.0 24.8

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

51.4 22.9 0.8 24.8

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 51.7 22.1 0.4 25.7

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

43.5 28.4 2.1 26.0

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

53.7 20.8 0.8 24.8

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 38.8 32.9 1.5 26.8

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

49.1 24.3 0.8 25.8

⑳保育所等での障害児療育の推進 45.0 26.2 0.9 27.9

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

49.2 23.9 1.0 25.9

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

48.0 24.8 1.2 26.0

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

47.3 25.5 1.3 25.9

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

40.7 30.1 2.3 26.9
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◆知的障害者 満足度 n=208 

 

 

  

単位：％

満足 普通 不満 無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

5.3 58.2 20.7 15.9

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

3.4 61.5 19.7 15.4

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

5.8 60.1 14.9 19.2

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

2.4 42.3 38.9 16.3

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

3.4 45.7 34.1 16.8

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

5.3 56.3 21.6 16.8

⑦障害のある人のための教育の充実 5.8 57.7 18.3 18.3

⑧働く場の確保 6.3 46.6 28.8 18.3

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

4.3 52.9 25.5 17.3

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

4.8 53.4 23.6 18.3

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

6.3 53.8 22.6 17.3

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

5.3 43.8 32.2 18.8

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

4.3 52.4 22.1 21.2

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

4.3 55.3 18.3 22.1

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 4.8 49.5 24.0 21.6

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

6.3 55.8 16.3 21.6

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

7.7 53.8 20.2 18.3

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 2.9 59.1 14.9 23.1

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

5.8 55.3 16.8 22.1

⑳保育所等での障害児療育の推進 3.8 57.7 14.9 23.6

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

5.3 49.5 22.1 23.1

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

3.8 58.7 14.4 23.1

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

5.3 58.2 13.0 23.6

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

4.3 61.5 9.6 24.5
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◆知的障害者 今後の重要性 n=208 

 

 

  

単位：％

重要
どちらでもな
い

重要ではな
い

無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

64.9 18.3 0.5 16.3

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

57.7 26.0 0.5 15.9

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

57.7 25.0 1.0 16.3

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

71.2 15.4 0.5 13.0

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

66.8 16.8 1.0 15.4

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

62.0 20.7 1.0 16.3

⑦障害のある人のための教育の充実 57.2 25.0 1.0 16.8

⑧働く場の確保 68.3 14.4 0.5 16.8

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

54.3 27.9 1.4 16.3

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

51.0 30.8 2.4 15.9

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

63.0 19.7 1.9 15.4

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

65.4 14.9 1.4 18.3

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

61.1 20.2 0.5 18.3

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

61.5 18.8 1.4 18.3

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 66.3 14.4 1.4 17.8

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

47.1 29.8 2.4 20.7

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

62.0 18.3 1.4 18.3

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 44.7 30.8 2.9 21.6

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

62.0 18.3 1.0 18.8

⑳保育所等での障害児療育の推進 50.0 28.4 1.4 20.2

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

59.6 18.3 1.4 20.7

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

50.5 27.4 1.4 20.7

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

48.1 28.8 1.9 21.2

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

41.3 35.1 1.9 21.6
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◆精神障害者 満足度 n=466 

 

 

  

単位：％

満足 普通 不満 無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

7.3 65.5 15.2 12.0

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

8.8 60.9 16.3 13.9

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

10.3 62.2 13.7 13.7

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

5.4 63.5 16.5 14.6

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

6.7 62.9 15.2 15.2

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

7.1 64.2 15.0 13.7

⑦障害のある人のための教育の充実 6.0 62.2 16.7 15.0

⑧働く場の確保 5.4 46.4 31.8 16.5

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

6.2 61.8 16.1 15.9

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

5.2 60.9 18.0 15.9

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

6.7 53.9 24.5 15.0

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

7.5 48.9 28.8 14.8

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

6.7 56.0 20.8 16.5

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

6.2 55.8 22.3 15.7

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 5.6 56.4 21.7 16.3

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

6.4 56.7 20.0 17.0

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

8.4 55.8 20.0 15.9

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 5.8 63.3 13.1 17.8

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

6.2 59.9 18.0 15.9

⑳保育所等での障害児療育の推進 5.8 63.1 12.9 18.2

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

8.8 54.3 21.2 15.7

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

8.6 56.7 19.1 15.7

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

8.2 60.1 16.1 15.7

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

7.7 59.7 16.7 15.9
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◆精神障害者 今後の重要性 n=466 

 

 

  

単位：％

重要
どちらでもな
い

重要ではな
い

無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

59.9 23.2 1.1 15.9

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

55.4 27.7 0.9 16.1

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

56.0 25.8 1.3 17.0

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

54.5 27.5 0.9 17.2

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

53.6 29.2 1.3 15.9

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

55.6 27.3 0.9 16.3

⑦障害のある人のための教育の充実 54.9 26.6 1.7 16.7

⑧働く場の確保 63.5 18.7 1.3 16.5

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

47.2 32.0 4.5 16.3

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

43.3 35.4 5.6 15.7

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

63.5 21.0 0.6 14.8

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

66.3 16.5 1.1 16.1

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

54.1 26.4 2.8 16.7

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

60.1 22.5 1.7 15.7

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 58.8 23.4 1.1 16.7

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

50.6 27.7 4.5 17.2

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

59.2 22.5 1.5 16.7

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 41.4 36.1 4.5 18.0

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

58.2 23.6 1.3 17.0

⑳保育所等での障害児療育の推進 51.5 28.8 1.7 18.0

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

63.3 18.9 1.1 16.7

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

57.5 24.5 1.3 16.7

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

54.1 28.1 0.9 17.0

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

47.4 31.1 4.3 17.2
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◆難病 満足度 n=456 

 

 

  

単位：％

満足 普通 不満 無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

4.2 71.3 9.0 15.6

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

4.6 66.2 11.4 17.8

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

5.0 66.2 10.3 18.4

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

3.1 61.2 15.6 20.2

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

3.1 63.8 12.3 20.8

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

4.4 61.8 14.0 19.7

⑦障害のある人のための教育の充実 2.4 65.4 9.9 22.4

⑧働く場の確保 2.0 60.5 16.2 21.3

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

2.2 64.7 11.2 21.9

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

2.2 66.7 10.1 21.1

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

3.9 46.3 32.9 16.9

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

4.4 53.9 18.9 22.8

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

2.6 56.8 17.3 23.2

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

2.9 59.9 13.6 23.7

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 2.0 59.2 14.5 24.3

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

3.5 57.0 15.4 24.1

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

3.3 58.1 15.6 23.0

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 2.6 62.3 10.1 25.0

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

2.9 62.1 10.5 24.6

⑳保育所等での障害児療育の推進 2.9 62.1 9.4 25.7

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

3.7 57.9 14.0 24.3

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

3.1 63.6 9.4 23.9

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

4.4 64.3 8.1 23.2

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

3.3 63.2 9.6 23.9
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◆難病 今後の重要性 n=456 

 

 

  

単位：％

重要
どちらでもな
い

重要ではな
い

無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

60.1 23.0 0.9 16.0

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

55.9 24.6 1.8 17.8

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

65.1 17.1 0.7 17.1

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

61.4 21.1 0.7 16.9

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

53.7 25.9 1.8 18.6

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

59.2 21.9 1.1 17.8

⑦障害のある人のための教育の充実 51.5 30.0 0.9 17.5

⑧働く場の確保 58.1 21.7 1.3 18.9

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

46.3 33.1 2.4 18.2

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

42.3 37.1 2.9 17.8

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

71.5 11.4 1.1 16.0

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

54.6 21.3 2.4 21.7

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

58.1 19.5 2.0 20.4

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

57.0 21.3 2.0 19.7

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 57.0 20.6 1.3 21.1

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

50.7 25.2 2.2 21.9

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

60.7 17.3 1.3 20.6

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 46.1 29.2 2.4 22.4

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

56.1 20.8 1.8 21.3

⑳保育所等での障害児療育の推進 51.8 23.9 2.0 22.4

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

53.1 23.7 1.3 21.9

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

52.6 22.4 2.4 22.6

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

52.4 24.1 2.0 21.5

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

47.8 28.1 2.0 22.1
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障害福祉サービスやご自分の生活上のこと、その他朝霞市の障害福祉施策全般について、何かご意

見がありましたら、ご自由にご記入ください。 

アンケート調査の最後に、自由記述欄を設け、588 人の方より 707 件の貴重なご意見をいただ

きました。 

結果報告書では、同様のご意見を整理し、17項目に分類しました。 

 

№ 項目 件数 

１ アンケートについて 98 

２ 道路、施設のバリアフリー、交通機関の充実について 84 

３ 経済的な内容について 82 

４ 市役所の手続き等に関することについて 57 

５ 障害者施設の充実・設備・定員増などに関することについて 46 

６ 障害福祉サービスについて 45 

７ 就労について 29 

８ 情報提供について 28 

９ 各種障害に関することについて 28 

10 障害者理解、交流について 27 

11 今後の不安について 26 

12 相談支援体制について 25 

13 「親亡き後」や「老老介護」、病気・医療に関することについて 17 

14 災害時への対応等について 9 

15 権利擁護について 4 

16 教育、進路等について 1 

17 その他 101 

合計 707 

 

◆自由記述の内容（抜粋） 

【１ アンケートについて】 

・このアンケートは障害者にとってはとても難しいのではと思います。障害福祉サービス等は自分

で決定できる状態ではないと思いますし、もう少し簡単にしていただかないといけないと思いま

す。正直、家族も本人もどのサービスを使っているか、どれがどのサービスかもよくわからない

状態です。 

・ページの裏の情報（サービス一覧）が必要でとっておきたいのにこの状態では一緒に返信しなく

てはなりません。今後このような時は切り離せるようにして下さると良いです。 

・障害者プラン、障害福祉計画作成のためにアンケート調査がされていますが、調査結果がどのよ

うに反映されているのか分からない。アンケートだけでは見えない事も多いのではと感じます。

当事者や家族に対してヒアリングし具体的な要望を聞くことも必要ではないでしょうか。 

・今後は広報に限らずアンケートの電子化に力を入れて頂けるとありがたいです。アナログとデジ

タルが選択できると一番だと思います。  
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【２ 道路、施設のバリアフリー、交通機関の充実について】 

・武蔵野線の北朝霞駅と、東武東上線の朝霞台駅のエレベーターの設置や再開発の検討をしてほし

い。 

・足が悪いため、歩道が整備されていないと歩行がこわい。道路をもう少しきれいにして欲しいと

常に感じる。自転車の逆走、歩道の走行がとてもこわい。もう少しきっちり取り締まりをしてほ

しい。 

・わくわく号の本数がもう少し増えたらうれしいです。市役所や保健所が遠いので、何か手続きの

たびに行くのが大変です。 

・視覚障がい者には夜暗くなってからは見えづらいため、もう少し外灯の数が多かったり照明が明

るいと助かります。 

・タクシー代がばかになりません。バス停まで行くのが大変なので、バス通路が多くあったら嬉し

いです。 

 

【３ 経済的な内容について】 

・障害者手当金月 8,000 円が 5,000円に減額されたのには、時代の流れに逆らっているとしか考

えられない。色々物価等も上っている中での減額はおかしいのではないですか。 

・障害者の医療費がかからないのは命に関わるのでありがたい。今後も継続して欲しい。 

・通院で高齢者等移送サービスを使いきってしまいます。デイサービスを月に３回利用しています

が、自費で１回往復 3,000 円かかります。障害者生活サポート事業を利用したくても、どこも

一杯で断られました。もう少し介護タクシーをお手頃な価格で利用できたらうれしいです。 

・難病のため定期的に通院し毎日薬を服用し治療を続けています。薬代が高額なので補助金がある

といいなと思います。 

・自立の出来る給料が欲しいです。 

 

【４ 市役所の手続き等に関することについて】 

・各種手続きに際して、市役所に出向かずリモート、電話、FAX、郵送でもできるようにして欲し

い。行くことが困難ということを理解して欲しい。 

・市役所まで遠いので、朝霞台出張所で利用できる内容を多くして下さい。 

・自立支援を申請しているが、１年毎にやるのが本当に大変なので、せめて２年毎とかに期限を延

ばしてほしいです。 

・障害者手帳の有効期限切れ防止のための通知や案内があると助かる。 

 

【５ 障害者施設の充実・設備・定員増などに関することについて】 

・朝霞市にもう少しグループホームを作って欲しいと思っています。親が年を取った時に子どもも

年齢が上がってくる訳で、ひとりで出来る間は大丈夫だと思いますが、子どもも他の人との関わ

りを持てる場所があるともっと楽しく過ごせるかと思います。 

・軽度、中度のグループホームは増えてきているように感じるが、重度のグループホームが足りな

いように感じる。施設も満床であり、親亡き後の支援の整備を充実させてほしい。 

・重度知的障害者や強度行動障害者の入所施設が不足している。地域で生活したいが受け入れ先が

なく、親が高齢になってくるのに不安しかない。親亡き後、遠方の入所施設への入所しか現状で

はなく、情報等確認が出来ないため、遠方へ入所しなくても地域で暮らせる様になって欲しい。  
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・児童発達支援や放課後等デイサービスなど、社会資源は増えてきたが、重度障害者や強度行動障

害のある人の受け入れ先が圧倒的に少ない。障害者グループホームも強度行動障害のある人、支

援区分が５ないし６の人の受け入れは少ない。もっと選択肢を増やす意味でも、公的な施設運営

（例えば社協で）も考えて欲しい。ニーズがないのではなく、諦めて声が上がらないだけで、そ

うした障害の重い人達の保護者の高齢化は明らかです。 

 

【６ 障害福祉サービスについて】 

・サービスの区分が細かく、また重複している部分もたくさんあってわかりづらい。 

・色々サービスを作って欲しい。家で介護している人は大変なのでサービスをして欲しい。 

・ヘルパーさんが不足しているため、移動支援が思うように依頼できなくなりました。コロナもあ

ったからだと思いますが、今だと 1つ 1つ業者に連絡をとって確認をとらないといけないので、

途中で諦めてしまいました。依頼可能な業者がリアルタイムで分かるととても助かると思います。 

・障害を患っていて外出は難しいが病院以外でも外出したい。1人では出来ないから、そういった

サービスや支援があると、社会から孤立してないように感じることが出来ると思う。 

 

【７ 就労について】 

・就労継続支援Ａ型・Ｂ型の施設が朝霞市には少ないと思います。隣の市のＢ型事業所を利用して

いる状況です。やはり自分の住んでいる市の事業所を利用したいので、今後検討していただきた

いと思います。 

・障害者が働く上での給料が低いのと、働く場所を増やしてほしい。給料に関しては、一般の人と

変わらない方がいいと思う。 

・市役所やハローワークや郵便局や保健センターなどの障害者雇用を促進して欲しい。朝霞市が障

害者の取り組みのモデルとなる事で、埼玉や東京の意識が変わるような市のモデルとなる事を希

望します。 

・精神障害者向けの職業訓練、求人の拡充をして欲しいです。 

 

【８ 情報提供について】 

・知っている人だけが、福祉サービスを使うのではなくて全体に周知をお願いします。広報誌だけ

では不充分だと思います。私も突然障害者になって情報を整理するのが大変でした。 

・福祉だけではないが市はこちらから問い合わせない限り色々あるサービスを教えてくれない。も

っと障害者、高齢者にわかるように情報提供して欲しい。 

・通知ではなく、メールでお知らせを送ってほしい。デジタル化してほしい。ＰＤＦだと読み上げ

できないので、ワードとかのほうがいい。 

 

【９ 各種障害に関することについて】 

・障害として認定されない持病があるのですが、そちらの方が生活を圧迫しており、結果として精

神障害者として助けを求めるしかありませんでした。支援して頂ける病気の数が増えることを望

んでいます。 

・難病指定を受けていますが、障害者手帳をいただけないのですが、難病指定者にも発行していた

だける様希望します。 

  



Ⅱ 障害者調査 

85 

・社会のあらゆる分野でデジタル化が急速に進んでいるが、アナログ世代の高齢者や、私のような

視覚障害を抱える人間にとっては、むしろ生活における不自由さが増している。ネット社会で取

り残される人々がいることを配慮した障害者福祉を行ってほしい。 

 

【10 障害者理解、交流について】 

・高齢福祉、子育て支援に比べて障害福祉は全般的に周知、支援が遅れていると思います。障がい

があっても住みやすい地域づくりを考えてもらいたい。もっと社会参加出来る仕組みが出来るこ

とを望みます。小さい頃から障がいを持つ子とふれあう機会が増え個性ととらえてもらえるよう

になれば、いじめや差別も減るのではないかと思いたいです。 

・私は家にいて人との関わりがありません。人と交流する場所やレクリエーションの場を作ってほ

しいです。 

・自分と同じ様な病気を経験した方と話し合うことが出来る場が、分かりやすく提供されると良い

と思います。今後同様の病になってしまった方に、自分の経験を話して安心してもらえる様な情

報を提供できると良いなと考えています。 

 

【11 今後の不安について】 

・子育てをしている障害者およびその子どもたちへの支援も、より充実させてほしいです。私にも

●歳の子どもがいるのですが、今は心身ともに比較的安定しているので何とか育てられています

が、今後私の障害が悪化した時、誰がこの子を支えてくれるだろうかと不安になることがありま

す。親子ともに支援してくれる制度があると安心できるので、是非ご検討をお願いします。 

・私は難病指定を受けて、持薬で普通に生活できておりますが、１人暮らしのため、急死した場合、

気づいてもらえない不安を抱えて生活しています。 

 

【12 相談支援体制について】 

・夫婦だけで生活をしていますが、だんだん年をとり体力が弱ってきていますが、今はなんとか生

活しています。相談窓口を一本化にして 24 時間相談にのってくれるところがあったらと思いま

す。夜間が不安で助ける力を貸してくれるところをお願いします。 

・障害福祉課がもっと積極的に障害者一人一人に対して理解と状況把握に取り組んでほしい。障害

者から申請したり相談したり難しいこともある。市役所まで行くことが難しい人には訪問する等

してほしい。 

・現在１人住まいで特に人手を用することもない生活を過ごしているが、今後必ず助けられながら

の生活が来る事を思うと、気軽な気持ちで相談出来る場所があれば望ましいと思っている。 

 

【13 「親亡き後」や「老老介護」、病気・医療に関することについて】 

・将来の心配として親が亡くなった後、一人で生活していけるか（収入面含めて）、生活していく上

で発生してくる手続き等が処理できるか等々心配でなりません。 

・私の母は昨年７月に人口肛門になり、ストーマをつけました。母は●●歳、私は●●歳で、母と

二人で生きています。私が今体調悪く、私になにかあったら母を守れない心配と不安だらけです。 
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【14 災害時への対応等について】 

・マンション、アパートは各々独立しており、災害時の協力はゼロと判断します。地域差が大きく

昔から住み続けている区域は顔なじみで助け合いが可能ですが、駅近の地域は人の移り変わりが

激しく災害時は不安が大きいですね。 

・災害時の避難場所の環境設備について、より具体的事案をもとに対策していて欲しい。個人での

準備も大切で、しているつもりだが、有事の時はやはり行政の力を頼りたい。 

 

【15 権利擁護について】 

・身寄りがないのでいずれ成年後見人制度を利用したいと思っています。それには高額な費用がか

かり監督人まで必要と聞いた事があります。悪徳業者に騙されないように行政が責任を持って障

害者の味方になって頂きたいです。 

 

【16 教育、進路等について】 

・障害や福祉については、学校教育等、小さい頃から認知、理解が必要と考えられます。そのため

には知識が必要なので、すべての人が簡単に知識を得られるような取り組みがある事を望みます。 
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Ⅲ 障害児及び保護者調査 

【 本人票 】 

● お答えいただく方について 

問１ お答えいただくのは、どなたですか。（○は１つ） 

本調査への回答者ついては、「本人の家族」が 78.3％で最も高く、次いで「本人」が 13.9％とな

っています。 

 

 

 

１ あなたご自身のことについて 

問２ あなたの年齢をお答えください。 

年齢については、「6～11 歳」が 34.0％で最も高く、次いで「０～５歳」が 25.9％、「12～17

歳」が 24.3％となっています。 

 

 

  

13.9 78.3 0.3 7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

本人 本人の家族 家族以外の介助者 無回答

25.9 34.0 24.3 15.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

0～5歳 6～11歳 12～17歳 無回答
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２ あなたの障害の状況について 

問３ あなたは、障害者手帳を持っていますか。（○は１つ） 

障害者手帳の所有状況については、「持っている」が 50.2％、「持っていない」が 46.0％と、「持

っている」が 4.2ポイント上回っています。 

 

 

 

【問３で「障害者手帳」を持っていると回答した方にお伺いします。】 

問３－１ あなたがお持ちの障害者手帳の種類と障害の程度をお答えください。 

（あてはまる障害者手帳と障害の程度に○を付けてください。） 

◆障害者手帳の種類 

障害者手帳の種類については、「身体障害者手帳」が 23.2％（36 人）、「療育手帳」が 81.3％

（126 人）、「精神障害者保健福祉手帳」が 7.1％（11 人）となっています。 

 

 

  

50.2 46.0 3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

持っている 持っていない 無回答

23.2％

(36人)

81.3％

(126人)

7.1％

(11人)

0.0％

(0人)

0% 50% 100%

身体障害者手帳

療育手帳

精神障害者保健福祉手帳

無回答 全体 n=155

◆障害の重複状況について 

・「身体」のみ：20 人 

・「知的」のみ：108 人 

・「精神」のみ：９人 

・「身体」と「知的」：16 人 

・「身体」と「精神」：０人 

・「知的」と「精神」：２人 

・「身体」と「知的」と「精神」：０人 
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◆身体障害者手帳所持者の等級内訳 

身体障害者手帳所持者の等級内訳については、「１級」が 52.8％で最も高く、次いで「３級」が

16.7％、「２級」「４級」がともに 13.9％となっています。 

 

 

◆療育手帳所持者の等級内訳 

療育手帳所持者の等級内訳については、「Ｃ」が 34.9％で最も高く、次いで「Ｂ」が 23.0％、「Ａ」

が 17.5％となっています。 

  

52.8 

13.9 

16.7 

13.9 

2.8 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

１級

２級

３級

４級

５級

６級

無回答 全体 n=36

15.9 

17.5 

23.0 

34.9 

8.7 

0% 20% 40% 60%

A

A

B

C

無回答
全体 n=126
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◆精神障害者保健福祉手帳所持者の等級内訳 

精神障害者保健福祉手帳所持者の等級内訳については、「２級」が 63.6％で最も高く、次いで「３

級」が 36.4％となっています。 

 

 

 

【問３－１で「身体障害者手帳」を持っていると回答した方にお伺いします。】 

問３－２ 障害の種別をお答えください。（○はいくつでも） 

身体障害者手帳所持者の主たる障害については、「肢体不自由（下肢）」が 58.3％で最も高く、次

いで「肢体不自由（体幹）」が 47.2％、「肢体不自由（上肢）」が 38.9％となっています。 

 

 

  

0.0 

63.6 

36.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

１級

２級

３級

無回答
全体 n=11

5.6 

5.6 

2.8 

38.9 

58.3 

47.2 

13.9 

2.8 

0% 50% 100%

視覚障害

聴覚または平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能障害

肢体不自由（上肢）

肢体不自由（下肢）

肢体不自由（体幹）

内部障害（１～６以外）

無回答 全体 n=36
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問４ あなたは、難病（指定難病）の認定を受けていますか。（○は１つ） 

難病の認定状況については、「受けている」が 10.0％（31人）、「受けていない」が 84.5％とな

っています。 

 

 

 

問５ あなたは、発達障害であると診断をされたことがありますか。（○は１つ） 

発達障害の診断の有無については、「ある」が 43.7％（135 人）、「ない」が 50.8％となってい

ます。 

 

 

 

問６ あなたは、高次脳機能障害であると診断をされたことがありますか。（○は１つ） 

高次脳機能障害の診断の有無については、「ある」が 0.0％、「ない」が 94.5％となっています。 

 

 

  

10.0 84.5 5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

受けている 受けていない 無回答

43.7 50.8 5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

ある ない 無回答

0.0 94.5 5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

ある ない 無回答
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問７ あなたは、遷延性意識障害の状態にありますか。（○は１つ） 

遷延性意識障害の状態にあるかについては、「ある」が 1.0％（３人）、「ない」が 93.5％となって

います。 

 

 

 

問８ あなたが現在の障害の状態になったのはいつごろですか。（○は１つ） 

障害の状態になった時期については、「0～5 歳」が 46.3％で最も高く、次いで「出生時」が 23.3％

となっています。 

 

 

  

1.0 93.5 5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

ある ない 無回答

23.3 

46.3 

8.4 

0.0 

12.0 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80%

出生時（出生前を含む）

０～５歳

6～15歳

16～1７歳

わからない

無回答
全体 n=309
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３ あなたの介助について 

問９ 日常生活で、次のことをどのようにしていますか。①から⑩のそれぞれにお答えください。

（①から⑩についてそれぞれ○は１つ） 

日常生活の介助の状況について、「一部介助が必要」と「全部介助が必要」と合わせた“介助が必

要”の割合をみると、『⑨お金の管理』が 76.1％で最も高く、次いで『⑩薬の管理』が 76.0％、『⑦

外出』が 63.5％となっています。 

 

 

◆“介助が必要（「一部介助が必要」＋「全部介助が必要」）” 

  

61.2 

51.8 

41.4 

59.5 

39.8 

81.6 

29.8 

40.5 

17.2 

16.8 

25.2 

24.9 

33.0 

24.9 

37.9 

6.8 

36.6 

38.8 

14.9 

16.5 

7.4 

17.2 

19.4 

9.1 

15.9 

5.5 

26.9 

14.6 

61.2 

59.5 

6.1 

6.1 

6.1 

6.5 

6.5 

6.1 

6.8 

6.1 

6.8 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①食事

②トイレ

③入浴

④衣服の着脱

⑤身だしなみ

⑥家の中の移動

⑦外出

⑧家族以外の人との意思疎通

⑨お金の管理

⑩薬の管理

一人でできる 一部（時々）介助が必要

全部介助が必要 無回答

① ② ③ ④ ⑤

食事 トイレ 入浴 衣服の着脱 身だしなみ

全体 32.6 42.1 52.4 34.0 53.8

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

家の中の移動 外出
家族以外の人
との意思疎通

お金の管理 薬の管理

全体 12.3 63.5 53.4 76.1 76.0
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４ 日中活動について 

問 10 あなたが、外出する際の主な同伴者はどなたですか。（○は１つ） 

外出する際の主な介助者については、「父母・祖父母・兄弟・姉妹」が 77.0％で最も高く、次いで

「一人で外出する」が 13.3％となっています。 

 

 

  

77.0 

0.0 

0.6 

0.0 

13.3 

0.0 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母・祖父母・兄弟・姉妹

その他の親せき

ホームヘルパーや施設の職員

その他の人（ボランティアなど）

一人で外出する

ほとんど外出しない

無回答 全体 n=309
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問 11 あなたが外出する際、困ることは何ですか。（○はいくつでも） 

外出する際の困りごとについては、「電車やバスの料金の支払い方、乗り換えの方法がわかりにく

い」が 26.9％で最も高く、次いで「公共交通機関が少ない、または駅・バス停が遠い」が 18.8％、

「新型コロナウイルスの感染対策」が 17.8％となっています。 

 

 

  

18.8 

15.9 

14.9 

26.9 

14.6 

8.1 

8.1 

13.3 

10.4 

17.8 

31.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

公共交通機関（電車やバスなど）が少ない（ない）

または駅・バス停が遠い

電車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

電車やバスの料金の支払い方、乗り換えの方法が

わかりにくい

外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、

エレベーターなど）

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

新型コロナウイルスの感染対策

無回答

全体 n=309
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５ 生活全般・社会参加について 

問 12 あなたは、普段、悩みごとや困ったことがあるとき、どなたに相談していますか。 

（○はいくつでも） 

普段の悩みごとや困りごとの相談先については、「家族や親せき」が 82.8％で最も高く、次いで

「施設の指導員などの通所事業所の人」が 32.7％、「保育所等や学校の先生」が 30.4％となってい

ます。 

 

 

  

82.8 

21.0 

1.3 

32.7 

3.9 

1.0 

22.3 

1.0 

0.0 

30.4 

20.1 

3.2 

5.8 

1.9 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族や親せき

友人・知人

近所の人

施設の指導員などの通所事業所の人

ホームヘルパーなどの訪問サービス事業所の人

障害者団体や家族会

かかりつけ医師や看護師

病院のケースワーカー

民生委員児童委員

保育所等や学校の先生

相談支援事業所の相談支援専門員

市役所の窓口、ケースワーカー

その他

相談できる人はいない

無回答 全体 n=309
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問 13 あなたは障害のことや福祉サービスなどに関する情報をどこから知ることが多いですか。 

（○はいくつでも） 

障害のことや福祉サービスの情報の入手先については、「家族や親せき、友人・知人」が 38.2％

で最も高く、次いで「インターネット」が 37.9％、「サービス事業所の人や施設職員」が 25.2％と

なっています。 

 

 

  

15.2 

18.8 

37.9 

17.2 

38.2 

25.2 

2.6 

19.4 

1.3 

0.6 

17.8 

20.7 

6.5 

3.2 

13.9 

0% 20% 40% 60%

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオの

ニュース

市役所の広報紙

インターネット

ＳＮＳ（LINE・Facebook・Twitterなど）

家族や親せき、友人・知人

サービス事業所の人や施設職員

障害者団体や家族会（団体の機関誌など）

かかりつけ医師や看護師

病院のケースワーカー

民生委員児童委員

保育所等や学校の先生

相談支援事業所などの相談窓口

市役所の窓口

その他

無回答 全体 n=309
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問 14 あなたは、現在や今後の生活で不安に思っていることはありますか。（○はいくつでも） 

現在や今後の生活で不安に思っていることについては、「進学・学校生活について」が 50.2％で

最も高く、次いで「就職・仕事について」が 36.9％、「障害や病気のこと」が 34.0％となっていま

す。 

 

 

  

27.8 

34.0 

19.4 

25.6 

20.4 

36.9 

50.2 

15.9 

9.4 

14.9 

9.4 

8.1 

28.8 

9.1 

5.2 

9.4 

1.9 

10.7 

0% 20% 40% 60% 80%

生活費について

障害や病気のこと

介助してくれる人について

親の高齢化について

家事など日常生活のこと

就職・仕事について

進学・学校生活について

住宅・生活の場所について

恋愛や結婚に関すること

災害・犯罪に関すること

話し相手に関すること

情報収集に関すること

学校・職場などの人間関係に関すること

家族や地域との関係に関すること

特に不安はない

わからない

その他

無回答 全体 n=309
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問 15 あなたの現在行っている活動、また、今後したい活動は何ですか。 

（それぞれ○はいくつでも） 

◆現在行っている活動について 

現在行っている活動については、「買い物」が 36.9％で最も高く、次いで「旅行」が 27.8％、「ス

ポーツやレクリエーション」が 25.2％となっています。 

 

  

25.2 

27.8 

36.9 

1.0 

5.2 

5.2 

1.9 

9.1 

4.5 

10.0 

2.6 

33.3 

0% 20% 40% 60%

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭

文化、芸術、創作的活動

活動していない、活動したくない

その他

無回答

全体 n=309



Ⅲ 障害児及び保護者調査 

102 

◆今後活動したいことについて 

今後活動したいことについては、「スポーツやレクリエーション」が 34.3％で最も高く、次いで

「旅行」が 30.1％、「買い物」が 18.8％となっています。 

 

 

 

問 16 あなたは、今後も朝霞市に暮らし続けたいですか。（○は１つ） 

今後も朝霞市に暮らし続けたいかについては、「はい」が 65.7％で最も高く、次いで「わからな

い」が 27.5％、「いいえ」が 0.6％となっています。 

 

 

  

34.3 

30.1 

18.8 

5.8 

5.8 

15.5 

4.2 

14.9 

10.4 

2.9 

1.6 

43.7 

0% 20% 40% 60%

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭

文化、芸術、創作的活動

活動していない、活動したくない

その他

無回答

全体 n=309

65.7 0.6 27.5 6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

はい いいえ わからない 無回答
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６ 障害福祉サービス等の利用について 

問 17 あなたは次のサービスを利用していますか。また、今後利用したいと思いますか。 

（項目ごとに 1～4 のうち、１つに〇を付けてください） 

◆全体 n=309 

障害（児）福祉サービスについては、利用状況で３番目に高い「放課後等デイサービス」が、利用

意向では最も高くなっています。差をみると、利用意向が 23.7 ポイント高くなっており、他の事業

と比べてもその差は大きくなっています。 

地域生活支援事業については、利用状況、利用意向ともに「相談支援事業（一般的な相談）」が最

も高くなっています。「相談支援事業（一般的な相談）」の利用状況に対する利用意向の割合は、14.9

ポイント高く、他の事業と比べてもその差は大きくなっています。また、「移動支援事業」「日中一時

支援事業」についても、利用状況に対する利用意向の割合が、10 ポイント以上高くなっています。 

 

障害（児）福祉サービス・地域生活支援事業の現在の利用状況 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用しているが、今後は利用しない」割合） 

障害（児）福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 障害児相談支援（計画相談支援） 44.0 １ 相談支援事業（一般的な相談） 10.0 

２ 児童発達支援 42.7 ２ 日常生活用具給付事業 5.5 

３ 放課後等デイサービス 41.7 ３ 移動支援事業 2.5 

４ 保育所等訪問支援 15.6 ４ 日中一時支援事業 0.9 

５ 居宅介護（ホームヘルプ） 2.9 ５ 成年後見制度利用支援事業 0.6 

 ５ 地域活動支援センター事業 0.6 

※上位５項目を抜粋（以下、同様） 

 

障害（児）福祉サービス・地域生活支援事業の今後の利用意向 

（「現在利用しており、今後も利用したい」＋「現在利用していないが、３年以内には利用したい」割合） 

障害（児）福祉サービスの利用状況 地域生活支援事業の利用状況 

№ 項目 ％ № 項目 ％ 

１ 放課後等デイサービス 65.4 １ 相談支援事業（一般的な相談） 24.9 

２ 障害児相談支援（計画相談支援） 52.5 ２ 移動支援事業 12.6 

３ 児童発達支援 43.0 ３ 日中一時支援事業 11.9 

４ 保育所等訪問支援 23.7 ４ 日常生活用具給付事業 8.7 

５ 行動援護 10.3 ４ 地域活動支援センター事業 8.7 
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◆全体 現在の利用状況及び今後の利用意向 

 

 

  

単位：％

n=309

現在利用し
ており、今後
も利用した
い

現在利用し
ていない
が、３年以内
には利用し
たい

現在利用し
ているが、
今後は利用
しない

現在利用し
ておらず、今
後も利用し
ない

無回答

障害（児）福祉サービス

①児童発達支援 38.8 4.2 3.9 33.7 19.4

②居宅訪問型児童発達支援 1.3 3.2 0.6 62.8 32.0

③医療型児童発達支援 1.6 6.8 0.0 58.9 32.7

④放課後等デイサービス 41.1 24.3 0.6 19.1 14.9

⑤保育所等訪問支援 13.3 10.4 2.3 46.6 27.5

⑥福祉型障害児入所施設 0.0 2.9 0.0 64.7 32.4

⑦医療型障害児入所施設 0.3 1.9 0.0 65.7 32.0

⑧障害児相談支援（⑭計画相談支援） 43.4 9.1 0.6 23.0 23.9

⑨居宅介護（ホームヘルプ） 2.6 4.9 0.3 60.2 32.0

⑩重度障害者等包括支援 0.0 4.5 0.0 62.5 33.0

⑪短期入所（ショートステイ） 1.3 8.4 0.6 57.3 32.4

⑫同行援護 0.0 7.1 0.6 59.9 32.4

⑬行動援護 0.3 10.0 0.6 56.3 32.7

地域生活支援事業

⑮障害者理解促進研修・啓発事業 0.0 6.8 0.3 59.9 33.0

⑯相談支援事業（一般的な相談） 9.7 15.2 0.3 43.0 31.7

⑰成年後見制度利用支援事業 0.3 7.4 0.3 57.9 34.0

⑱手話通訳者等派遣事業 0.0 0.0 0.0 67.3 32.7

⑲要約筆記者派遣事業 0.3 0.3 0.0 66.3 33.0

⑳日常生活用具給付事業 5.5 3.2 0.0 59.2 32.0

㉑移動支援事業 1.9 10.7 0.6 54.7 32.0

㉒地域活動支援センター事業 0.3 8.4 0.3 57.3 33.7

㉓日中一時支援事業 0.6 11.3 0.3 55.3 32.4
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７ 権利擁護について 

問 18 あなたは、「障害者虐待防止センター」をご存じですか。（○は１つ） 

障害者虐待防止センターの認知度については、「知っている」が 15.5％、「知らない」が 76.7％

と、「知らない」が 61.2 ポイント上回っています。なお、「知っている」は前回（令和２年度）調査

時の 13.2％から 2.3 ポイント増加しています。 

 

 

 

問 19 あなたは、「障害者差別解消法」をご存じですか。（○は１つ） 

障害者差別解消法の認知度については、「知っている」が 19.4％、「知らない」が 74.1％と、「知

らない」が 54.7 ポイント上回っています。なお、「知っている」は前回（令和２年度）調査時の 22.4％

から 3.0ポイント減少しています。 

 

 

 

問 20 あなたは、障害があることで差別や嫌な思いをする（した）ことがありますか。（○は１つ） 

障害があることで差別や嫌な思いをする（した）ことがあるかについては、「ない」が 38.2％で

最も高く、次いで「少しある」が 35.0％、「ある」が 18.4％となっています。なお、「ある」と「少

しある」を合わせた割合は前回（令和２年度）調査時の 66.5％から 13.1ポイント減少しています。 

 

 

  

15.5 76.7 7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

知っている 知らない 無回答

19.4 74.1 6.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

知っている 知らない 無回答

18.4 35.0 38.2 8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

ある 少しある ない 無回答



Ⅲ 障害児及び保護者調査 

106 

【問 20 で「ある」または「少しある」と回答した方にお伺いします。】 

問 20－１ どのような場所で差別や嫌な思いをしましたか。（○はいくつでも） 

差別や嫌な思いをした場所については、「学校等」が 49.1％で最も高く、次いで「保育所等」が

32.1％、「外出先」が 29.1％となっています。 

 

 

 

問 21 あなたは、「成年後見制度」をご存じですか。（○は１つ） 

成年後見制度の認知度については、「名前も内容も知らない」が 38.2％で最も高く、次いで「名

前を聞いたことがあるが、内容は知らない」が 29.4％、「名前も内容も知っている」が 23.3％とな

っています。なお、「名前も内容も知っている」は前回（令和２年度）調査時の 23.0％から 0.3 ポ

イント増加しています。 

 

 

  

32.1 

49.1 

21.8 

3.6 

29.1 

13.3 

12.7 

15.2 

4.2 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%

保育所等

学校等

公共施設

仕事を探すとき

外出先

余暇を楽しむとき

病院などの医療機関

住んでいる地域

その他

無回答 全体 n=165

23.3 29.4 38.2 9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知らない

名前も内容も知らない

無回答
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問 22 「成年後見制度」の利用について（○は１つ） 

成年後見制度の利用については、「利用したくない」が 44.3％で最も高く、次いで「現在は利用

していないが、今後利用したい」が 39.2％、「利用している」が 0.3％となっています。 

 

 

 

問 23 あなたは、自らの意思が反映された生活を送ることができるように、物事を決めるための

手伝いが必要だと感じることはありますか。（○は１つ） 

意思決定における支援が必要だと感じることの有無については、「わからない」が 30.7％で最も

高く、次いで「ある」が 30.4％、「たまにある」が 15.5％となっています。 

 

 

  

0.3 39.2 44.3 16.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

利用している

現在は利用していないが、今後利用したい

利用したくない

無回答

30.4 

15.5 

2.6 

11.3 

30.7 

9.4 

0% 20% 40% 60%

ある

たまにある

あまりない

ない

わからない

無回答 全体 n=309
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８ 災害時の避難等について 

問 24 あなたは、地震や水害等の災害時に一人で避難できますか。（○は１つ） 

地震や水害等の災害時に一人で避難できるかについては、「できない」が 62.8％で最も高く、次

いで「わからない」が 16.8％、「できる」が 15.2％となっています。 

 

 

 

問 25 家族が不在の場合、近所にあなたを助けてくれる人はいますか。（○は１つ） 

家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所に助けてくれる人の有無については、「いない」が

39.2％で最も高く、次いで「わからない」が 29.8％、「いる」が 25.2％となっています。 

 

 

  

15.2 62.8 16.8 5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

できる できない わからない 無回答

25.2 39.2 29.8 5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

いる いない わからない 無回答
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問 26 地震や水害等の災害時に困ることは何ですか。（○はいくつでも） 

地震や水害等の災害時に困ることについては、「安全なところまで、迅速に避難することができな

い」が 54.0％で最も高く、次いで「周囲とコミュニケーションがとれない」が 47.2％、「避難場所

の設備や生活環境が不安」が 45.0％となっています。 

 

 

 

問 27 市が実施する避難行動要支援者台帳登録制度について（○は１つ） 

避難行動要支援者名簿登録制度については、「わからない」が 53.4％で最も高く、次いで「現在

は登録していないが、今後登録したい」が 20.4％、「登録したくない」が 10.4％となっています。 

  

16.8 

7.4 

9.4 

36.6 

54.0 

35.6 

47.2 

45.0 

4.9 

12.9 

9.7 

0% 20% 40% 60% 80%

投薬治療が受けられない

補装具の使用が困難になる

補装具や日常生活用具の入手ができなくなる

救助を求めることができない

安全なところまで、迅速に避難することができない

被害状況、避難場所などの情報が入手できない

周囲とコミュニケーションがとれない

避難場所の設備（トイレなど）や生活環境が不安

その他

特にない

無回答
全体 n=309

6.8 20.4 10.4 53.4 9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

登録している

現在は登録していないが、今後登録したい

登録したくない

わからない

無回答
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９ 朝霞市のまちづくりについて 

問 28 障害のある人の住みやすいまちづくりについて、①から㉔のそれぞれについて、「満足度」

と「今後の重要性」の両方にお答えください。（番号に○） 

◆全体 n=309 

満足度 「満足」 

№ 項目 ％ 

１ 障害のある人のための教育の充実 6.5 

１ 保育所等での障害児療育の推進 6.5 

３ 障害者福祉に関する相談窓口の一本化や相談機能の充実 4.9 

４ 障害のある人への理解を進めるための教育や広報活動の充実 4.5 

４ 障害のある人に配慮した道路・建物・駅などの整備 4.5 

 

満足度 「不満」 

№ 項目 ％ 

１ 障害のある人に配慮した道路・建物・駅などの整備 30.4 

２ 福祉分野の専門的な人材の確保・養成 30.1 

３ 福祉サービスの利用手続の電子化・スピード化 29.4 

４ 保育所等での障害児療育の推進 28.8 

５ 働く場の確保 27.2 

 

今後の重要性 「重要」 

№ 項目 ％ 

１ 障害のある人のための教育の充実 75.1 

１ 働く場の確保 75.1 

３ 障害のある人に配慮した道路・建物・駅などの整備 73.1 

４ 福祉分野の専門的な人材の確保・養成 71.2 

５ 保育所等での障害児療育の推進 70.2 
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◆全体 満足度 n=309 

 

 

  

単位：％

満足 普通 不満 無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

4.5 63.1 18.8 13.6

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

3.9 65.0 16.8 14.2

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

2.9 64.4 16.2 16.5

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

1.6 61.8 19.1 17.5

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

1.9 60.2 21.0 16.8

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

2.3 59.2 21.7 16.8

⑦障害のある人のための教育の充実 6.5 52.8 24.9 15.9

⑧働く場の確保 2.6 53.1 27.2 17.2

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

3.2 63.8 17.2 15.9

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

2.6 62.8 19.1 15.5

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

4.5 49.2 30.4 15.9

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

1.9 59.5 22.3 16.2

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

3.2 62.1 17.8 16.8

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

2.3 66.0 14.9 16.8

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 3.2 51.1 30.1 15.5

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

3.6 51.5 29.4 15.5

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

4.9 52.8 26.2 16.2

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 3.2 66.3 12.0 18.4

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

1.0 66.3 16.2 16.5

⑳保育所等での障害児療育の推進 6.5 48.9 28.8 15.9

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

3.6 54.0 26.5 15.9

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

3.6 63.1 17.5 15.9

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

4.2 65.7 13.6 16.5

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

2.9 67.3 12.9 16.8
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◆全体 今後の重要性 n=309 

 

 

  

単位：％

重要
どちらでもな
い

重要ではな
い

無回答

①障害のある人への理解を進めるための教
育や広報活動の充実

67.6 18.1 0.3 13.9

②地域で社会福祉活動を推進するための拠
点となる施設の整備

63.1 21.4 0.6 14.9

③福祉・保健・医療の連携による在宅サービ
スの充実

59.2 24.6 0.3 15.9

④重度の障害のある人のための入所施設の
整備

59.5 23.9 0.6 15.9

⑤グループホームなど地域での生活の場の
整備

59.9 23.3 1.0 15.9

⑥リハビリ・生活訓練・職業訓練などの通所
施設の整備

67.6 17.2 0.3 14.9

⑦障害のある人のための教育の充実 75.1 10.0 0.3 14.6

⑧働く場の確保 75.1 10.7 0.6 13.6

⑨参加しやすい余暇活動の援助や施設の整
備

58.3 25.9 1.0 14.9

⑩障害のある人とない人が交流する場の充
実

46.9 36.9 1.9 14.2

⑪障害のある人に配慮した道路・建物・駅な
どの整備

73.1 11.7 0.3 14.9

⑫障害のある人のための住まいの確保・供
給

61.2 23.6 0.6 14.6

⑬災害時における避難誘導体制の確立と訓
練の実施

64.1 21.0 0.6 14.2

⑭悪質商法などの消費者トラブルから障害
のある人を守るための相談や支援の充実

62.8 22.0 1.3 13.9

⑮福祉分野の専門的な人材の確保・養成 71.2 14.6 0.3 13.9

⑯福祉サービスの利用手続の電子化・ス
ピード化

59.2 25.2 0.6 14.9

⑰障害者福祉に関する相談窓口の一本化
や相談機能の充実

65.7 19.4 0.3 14.6

⑱ボランティアの育成とネットワーク化 46.3 36.9 1.3 15.5

⑲障害のある人に対する差別解消及び虐待
防止の取組

64.1 21.0 0.6 14.2

⑳保育所等での障害児療育の推進 70.2 16.2 0.6 12.9

㉑障害の種類・程度に応じた手段を選択で
きる環境

69.9 15.9 0.3 13.9

㉒生活している地域にかかわらず等しく情報
を得ることができる

60.5 24.6 0.6 14.2

㉓障害のあるなしにかかわらず、同じ情報を
同じタイミングで取得できる

54.4 30.4 1.3 13.9

㉔高度情報通信ネットワークの利用・情報通
信技術の活用

47.2 35.3 2.9 14.6
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【 保護者票 】 

１ 相談について 

問１ お子さんの子育てをする上で、不安になったとき、誰に（どこに）相談しますか。 

（○はいくつでも） 

お子さんの子育てをする上で、不安になったときの相談先については、「家族・親族」が 75.1％

で最も高く、次いで「かかりつけの病院」が 51.5％、「友人・知人」が 47.9％となっています。 

 

 

  

75.1 

47.9 

51.5 

13.3 

13.3 

42.7 

23.6 

20.1 

12.0 

2.9 

38.5 

5.8 

5.8 

0.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親族

友人・知人

かかりつけの病院

市役所

保健センター

児童発達支援事業所・児童発達支援センター

保育所、幼稚園、認定こども園、学校

小中学校の特別支援学級

特別支援学校

児童相談所

放課後等デイサービス事業所

子育て支援センター

その他

そのような人はいない

無回答 全体 n=309
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問２ 子育てに関する情報を、どこから知ることが多いですか。（○はいくつでも） 

子育て関連の情報の入手先については、「インターネット」が 75.4％で最も高く、次いで「家族

や親せき、友人・知人」が 49.2％、「ＳＮＳ」が 37.9％となっています。 

 

 

  

33.7 

30.7 

75.4 

37.9 

49.2 

34.6 

3.9 

25.9 

1.3 

0.0 

28.5 

19.1 

7.1 

5.5 

8.4 

2.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース

市の広報紙

インターネット

ＳＮＳ（LINE・Facebook・Twitterなど）

家族や親せき、友人・知人

サービス事業所の人や施設職員

障害者団体や家族会（団体の機関誌など）

かかりつけ医師や看護師

病院のケースワーカー

民生委員児童委員

保育所等、学校の先生

相談支援事業所などの相談窓口

市役所の窓口

保健センター

子育て支援センター、児童館

その他

無回答 全体 n=309
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問３ 子育てをする上で、不安になったとき、早期に適切な支援を受けるために必要なことは何だ

と思いますか。（○はいくつでも） 

子育てをする上で、不安になったとき、早期に適切な支援を受けるために必要なことについては、

「専門家による相談体制を充実させる」が 78.6％で最も高く、次いで「関連するサービスについて

の情報提供を充実させる」が 43.7％、「電話・メールによる相談体制を充実させる」が 32.7％とな

っています。 

 

 

  

78.6 

23.6 

32.7 

43.7 

23.9 

8.4 

2.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専門家による相談体制を充実させる

乳幼児の健康診断を充実させる

電話・メールによる相談体制を充実させる

関連するサービスについての情報提供を充実させる

家庭訪問による相談や支援サービスを充実させる

その他

特にない

無回答 全体 n=309
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２ お子さんの日中活動・教育について 

問４ お子さんは、平日の日中、どのように過ごしていますか。（○はいくつでも） 

お子さんの平日の日中の過ごし方については、「放課後等デイサービス事業所に通っている」が

30.4％で最も高く、次いで「保育所等に通っている」が 28.5％、「児童発達支援事業所・児童発達

支援センターに通っている」が 25.6％となっています。 

 

 

  

28.5 

20.7 

20.7 

14.9 

4.2 

25.6 

30.4 

10.4 

2.9 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

保育所等に通っている

小中学校の普通学級に通っている

小中学校の特別支援学級に通っている

特別支援学校に通っている

高等学校等（通信制、定時制等を含む）

児童発達支援事業所・児童発達支援センターに通って

いる

放課後等デイサービス事業所に通っている

家にいる

その他

無回答 全体 n=309
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問５ 保育所等、児童発達支援事業所、放課後等デイサービス、学校などに通っていて困ることは

ありますか。（○はいくつでも） 

保育所等に通っていて困ることについては、「特に困っていることはない」が 42.4％で最も高く、

次いで「通うのが大変」が 20.4％、「先生の理解や配慮が足りない」が 16.5％となっています。 

 

 

  

20.4 

2.3 

4.9 

16.5 

9.1 

10.4 

2.6 

2.9 

12.6 

42.4 

11.3 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80%

通うのが大変

トイレなどの施設が整っていない

介助体制が十分でない

先生の理解や配慮が足りない

まわりの園児・児童・生徒たちの理解が得られない

友達ができない

通常の学級に入れてもらえない

医療的ケア（吸引・経管栄養・導尿等）が受けられない

きょうだい児のフォロー

特に困っていることはない

その他

無回答 全体 n=309



Ⅲ 障害児及び保護者調査 

118 

問６ お子さんが受けている支援等について、充実させるべきだと思う点はありますか。 

（○はいくつでも） 

お子さんが受けている支援等について、充実させるべきと思う点については、「会話やコミュニケ

ーションに関する支援」が 56.3％で最も高く、次いで「友達など人とのかかわり方に関する支援」

が 54.0％、「言葉や読み書きに関する支援」が 35.6％となっています。 

 

 

  

56.3 

22.7 

35.6 

54.0 

29.4 

21.0 

27.2 

32.0 

23.9 

10.4 

21.0 

28.8 

3.9 

5.5 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

会話やコミュニケーションに関する支援

トイレや食事など日常生活に関する支援

言葉や読み書きに関する支援

友達など人とのかかわり方に関する支援

保護者への支援

保育所等での受け入れ体制の充実

費用に関する補助

送り迎えなど通所・通園に関するサービス

施設や保育所職員・幼稚園教諭等のスキルアップ

医療的ケアが必要な児童への支援

通園、普通学級などインクルーシブへの取り組み

様々な体験や社会参加の機会の充実

その他

特にない

無回答 全体 n=309
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問７ お子さんが受けている教育や、学校生活について、充実させるべきと思う点はありますか。 

なお、お子さんが就学前の場合は、就学後を想定してお答えください。（○はいくつでも） 

お子さんが受けている教育や、学校生活について、充実させるべきと思う点については、「教職員

の理解・支援」が 61.5％で最も高く、次いで「学習指導」が 46.6％、「友人との関係づくり」が

40.5％となっています。 

 

 

  

46.6 

21.0 

8.7 

17.8 

27.5 

40.5 

61.5 

28.2 

14.9 

10.0 

5.2 

6.5 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

学習指導

学校や施設の設備

ガイドヘルパーによる通学時の介助

スクールバスなどによる通学時の送迎

カウンセリングなどの心のサポート

友人との関係づくり

教職員の理解・支援

就労に向けた教育

クラブ・部活動などの課外活動

看護師の配置

その他

特にない

無回答 全体 n=309
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問８ 現在の就園・就学状況について、利用しているものを教えてください。（○は１つ） 

現在の就園・就学において、利用しているものについては、「小中学校の特別支援学級」が 19.7％

で最も高く、次いで「小中学校の普通学級」が 19.4％、「保育所等（加配なし）」が 17.5％となっ

ています。 

 

 

 

問９ 今後の就園・就学について、利用を考えているものを教えてください。（○はいくつでも） 

今後の就園・就学において、利用を考えているものについては、「小中学校の普通学級」が 36.2％

で最も高く、次いで「特別支援学校」が 33.3％、「小中学校の特別支援学級」が 29.8％となってい

ます。 

 

 

  

17.5 

11.7 

19.4 

19.7 

14.9 

4.2 

6.8 

5.8 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

保育所等（加配なし）

保育所等（加配あり）

小中学校の普通学級

小中学校の特別支援学級

特別支援学校

高等学校等

その他

無回答 全体 n=309

9.1 

8.1 

36.2 

29.8 

33.3 

12.9 

6.1 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

保育所等（加配なし）

保育所等（加配あり）

小中学校の普通学級

小中学校の特別支援学級

特別支援学校

高等学校等

その他

無回答 全体 n=309



Ⅲ 障害児及び保護者調査 

121 

【問９で「小中学校の特別支援学級」「特別支援学校」と回答した方にお伺いします。】 

問９－１ 「小中学校の特別支援学級」「特別支援学校」を選択した理由は何ですか。 

（○はいくつでも） 

小中学校の特別支援学級・特別支援学校を選択した理由については、「特性にあった教育を受けら

れるため」が 76.2％で最も高く、次いで「将来の進路を考えたため」が 29.2％、「少人数教育に魅

力を感じたため」が 27.4％となっています。 

 

 

 

問 10 児童発達支援や放課後等デイサービスを利用していますか。（○は１つ） 

児童発達支援や放課後等デイサービスの利用状況については、「利用している」が 78.0％、「利用

していない」が 14.9％となっています。 

 

 

  

76.2 

27.4 

29.2 

19.0 

20.8 

12.5 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特性にあった教育を受けられるため

少人数教育に魅力を感じたため

将来の進路を考えたため

他の子とのトラブルを防ぐため

普通学級では受け入れが困難と言われたため

その他

無回答 全体 n=168

78.0 14.9 7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=309

利用している 利用していない 無回答
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【問 10 で「利用している」と回答した方にお伺いします。】 

問 10－１ 療育をすすめられたところはどこですか。（○はいくつでも） 

療育をすすめられた場所については、「病院（医者）」が 29.5％で最も高く、次いで「保健センタ

ー」が 24.5％、「保育所等」が 19.9％となっています。 

 

 

  

19.9 

6.6 

29.5 

3.3 

24.5 

4.1 

3.3 

4.6 

9.5 

18.7 

15.8 

0.8 

0% 10% 20% 30% 40%

保育所等

学校

病院（医者）

市役所

保健センター

子育て支援センター

児童相談所

インターネット、SNS

家族・親族

友人・知人

その他

無回答 全体 n=241
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【問 10 で「利用している」と回答した方にお伺いします。】 

問 10－２ 利用している目的は何ですか。（○はいくつでも） 

児童発達支援や放課後等デイサービスを利用している目的については、「社会性、コミュニケーシ

ョン能力を身に着けるため」が 83.4％で最も高く、次いで「日常生活に必要な能力を身に着けるた

め」が 61.8％、「集団生活に慣れさせるため」が 61.0％となっています。 

 

 

  

57.7 

61.8 

83.4 

8.3 

49.8 

61.0 

22.8 

23.2 

7.5 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できないことをできるようにするため

日常生活に必要な能力を身に着けるため

社会性、コミュニケーション能力を身に着けるため

保育所等や学校などになじめないため

本人が安心できる居場所を作るため

集団生活に慣れさせるため

学習支援を受けるため

子供を預かってほしいため

その他

無回答 全体 n=241
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【問 10 で「利用している」と回答した方にお伺いします。】 

問 10－３ 施設を選ぶ際に重視する点は何ですか。（○はいくつでも） 

児童発達支援や放課後等デイサービスの施設を選ぶ際に重視する点については、「専門性が高い」

が 50.6％で最も高く、次いで「集団療育を行っている」が 49.4％、「サービスが充実している」が

44.4％となっています。 

 

  

44.4 

50.6 

49.4 

41.9 

16.2 

22.8 

3.3 

11.6 

4.1 

6.2 

40.2 

19.9 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%

サービスが充実している

専門性が高い

集団療育を行っている

個別療育を行っている

中高生の受け入れがある

長時間利用ができる

短時間利用ができる

学習障害児に対する支援が充実している

医療的ケア児に対する支援が充実している

費用が安い

送迎が受けられる

その他

無回答 全体 n=241
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【問 10 で「利用している」と回答した方にお伺いします。】 

問 10－４ 利用した結果、ご家庭や保育所等、学校などでどう生かされていますか。ご自由にお書

きください。 

児童発達支援や放課後等デイサービスを利用した結果、ご家庭や保育所等、学校などでどう生かさ

れているかについては、206 人の方より 256 件のご意見をいただきました。同様のご意見を整理

し、12 項目に分類したところ、「言葉の面での変化が見られたりコミュニケーションが上手になっ

た」が 75件で最も多く、次いで「家族に変化があった（家族の負担や困り事が減った、情報共有で

きる、家での取り組み方が分かった等）」が 44 件、「日常生活（食事・生活リズム・身の回りのこと

等）が改善された」が 31 件となっています。 

 

№ 項目 件数 

１ 言葉の面での変化が見られたりコミュニケーションが上手になった 75 

２ 
家族に変化があった（家族の負担や困り事が減った、情報共有できる、家で

の取り組み方が分かった等） 
44 

３ 日常生活（食事・生活リズム・身の回りのこと等）が改善された 31 

４ 集団生活に慣れてきた 20 

５ 自信がついた・前向きになった 19 

６ 社会性が身についた 11 

７ 精神的に落ち着いた 9 

８ 学習能力があがった 8 

９ 学校生活が改善された 4 

10 わからない 4 

11 ない・あまりない 4 

12 その他 27 

合計 256 
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３ お子さんの将来について 

問 11 お子さんには、将来どのように暮らしてほしいですか。（○は１つ） 

お子さんには将来どのように暮らして欲しいかについては、「独立して暮らしてほしい」が 45.6％

で最も高く、次いで「自宅で家族と暮らしてほしい」が 23.6％、「分からない」が 12.0％となって

います。 

 

 

  

23.6 

45.6 

9.7 

1.9 

2.3 

12.0 

4.9 

0% 20% 40% 60%

自宅で家族と暮らしてほしい

独立して暮らしてほしい

グループホームで暮らしてほしい

施設で暮らしてほしい

その他

分からない

無回答 全体 n=309
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問 12 お子さんの将来を考えて、不安に思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

お子さんの将来を考えて不安に思うことについては、「就職・仕事について」が 70.2％で最も高

く、次いで「進学・学校生活について」が 57.3％、「親の高齢化について（親亡き後）」が 55.3％

となっています。 

 

 

  

49.8 

48.9 

28.2 

55.3 

40.8 

70.2 

57.3 

32.7 

26.5 

35.6 

23.6 

20.1 

54.7 

21.7 

18.8 

2.3 

0.0 

2.3 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活費について

病気や障害のこと

介助してくれる人について

親の高齢化について（親亡き後）

家事など日常生活のこと

就職・仕事について

進学・学校生活について

住宅・生活の場所について

恋愛や結婚に関すること

災害・犯罪に関すること

話し相手に関すること

情報収集に関すること

学校・職場などの人間関係に関すること

家族や地域との関係に関すること

地域の中で過ごせる障害福祉サービスの不足

特に不安はない

分からない

その他

無回答 全体 n=309
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障害福祉サービスやご自分の生活上のこと、その他朝霞市の障害福祉施策全般について、
何かご意見がありましたら、ご自由にご記入ください。 

アンケート調査の最後に、自由記述欄を設け、139 人の方より 194 件の貴重なご意見をいただ

きました。 

結果報告書では、同様のご意見を整理し、14項目に分類しました。 

 

№ 項目 件数 

１ 障害者施設の充実・設備・定員増などに関することについて 28 

２ 障害福祉サービスについて 26 

３ 教育、進路等について 24 

４ 経済的な内容について 20 

５ 情報提供について 18 

６ 相談支援体制について 13 

７ 障害者理解、交流について 12 

８ 道路、施設のバリアフリー、交通機関の充実について 10 

９ 市役所の手続き等に関することについて 10 

10 「親亡き後」や「老老介護」、病気・医療に関することについて 10 

11 アンケートについて 8 

12 就労について 4 

13 今後の不安について 4 

14 その他 7 

合計 194 

 

◆自由記述の内容（抜粋） 

【１ 障害者施設の充実・設備・定員増などに関することについて】 

・練馬区に障害者の仕事後（夕方～夜にかけて）の空いている時間に余暇を楽しむためのサービス

があるそうです。障害者が就労している場合、午後４時くらいに帰宅なので本人の楽しみのため、

家族の時間のため、このようなサービスがあるのは良いと思います。放課後等デイサービスは高

校卒業後は利用できないので、卒業後もこのようなサービスを受けられたらと思います。 

・児童のショートステイ施設が少ない。緊急ショートステイ（親の病気等）の枠がないため、本当

に緊急の際に困ります。 

・児童発達支援の利用年齢を就学前までではなく小学校卒業するまで利用できるようにして欲しか

った。放課後等デイサービスはどこもいっぱいで利用出来ず４月から小学１年生になるが、児発

がもう利用出来ず支援が切れてしまい、非常に残念なのと不安が残る。 

・医療的ケアが必要な子の受け入れ体制を充実させてほしい。看護師の配置はあっても、医療的ケ

アができない看護師もいる。介護職員に資格を取ってもらって実施するケースもあるようだが、

万が一事故が起きた場合のことを考えると、医療的ケアにきちんと対応できる看護師が常駐して

いる通所施設を増やしてもらいたい。 
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【２ 障害福祉サービスについて】 

・障害福祉サービスは複雑なので、幼児期から成人までのわかりやすいフローチャートを作ってい

ただけるとありがたいです。 

・療育（児発）が充実してきているが、保育所側が保育所等訪問支援のサービスを知らず受け入れ

がスムーズにいかないことがあるように感じる。もっと利用が増え周知されていくと良いと感じ

る。児童発達支援や放デイが働いている人向けでないことは分かっているが、保護者が働けるサ

ービスの提供についても考えてほしい。学童が一般的には小学３年生までの利用だが、子の発達

によってその学齢まででは足りない。柔軟な対応があると嬉しいです。 

・障害のある子は騒いだり、じっとしていられないので、兄弟の学校行事などに連れていけない。

そういう時に一時的に預ってくれる様なサービスがもっと充実してほしいです。 

・サービスの質の向上をお願いします。 

 

【３ 教育、進路等について】 

・最近「インクルーシブ教育の推進」という言葉を学校のおたよりなどで目にするようになりまし

たが、具体的にどのような取り組みをしているのか全くわかりません。 

・小中学校の支援級は、学校の校長をはじめとした先生方により差が大きく、教育を受ける権利や

保護者のニーズに合致していないことがある。少なくとも障害者の扱いにすべて押し込めるので

はなく、個々の特性に合った教育ができるような環境整備もするべきだ。普通級を中心とした通

級制度や、グレーゾーンに対する先生方の理解強化、福祉に限らず、チームティーチング制とい

った対応を教育管理課として進めてほしい。 

・特別支援学校卒業後の進路が不安。障害者施設が充実していると良い。 

 

【４ 経済的な内容について】 

・障害児通所費用に、負担額減額していただいていますが、上限金額が 4,600 円か 37,200 円と

10 倍くらい収入によって異なることは良くないと思います。もう少し段階的に引き上げるなど

配慮頂きたいです。 

・一人親で障がい児を一人で見ていて、特別児童手当等の月９万円ほどで生活していて、生活費を

払い、通院で交通費を払い、年に２～３回、１回１万円位の追加チャージ、生活がきつくなりま

す。中学生以上でいくら割引きがあるとは言え、大人料金で、まして２種では割引が適用されま

せん。もう少し交通費を上げていただきたい。１年間、通院しない人、回数が少ない人は足りて

いるのでしょうけど、皆が同じではありません。 

 

【５ 情報提供について】 

・就学に向けて情報収集をしているが、小学校の情報が少なく困っている。支援級の状況などをも

っと具体的に公開して欲しい。 

・どのような障害福祉サービスが利用出来るのか、もっと分かりやすく、病院で診断を受けた後な

ど繋がるようにして欲しい。今は自分で情報収集しないと何もわからない。 

・発達障害に関する事をもっと市として発信してほしい。 
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【６ 相談支援体制について】 

・子育ては母親だけでなく父親にも参加してもらい協力してやっていくものだと思っています。働

いていて日中父親がいなくて母親の負担が多くなることが多く、夫の理解はとても大切だと思い

ます。家での子どもへの関わり方について母親目線のことが多く、父親としてどうしたら良いか

教えてもらえると父親も子育てに参加しやすく理解してもらえると思います。父親向けのペアト

レや夜間の相談窓口などもあったら男性も相談しやすくなると思います。 

・未就学児（３～５歳）を対象とする子育て相談の窓口が少ない。 

・障害福祉サービスにどのようなものがあるか、また、どこに行けば受けられるのかが知らないこ

とが多いので、適切なサービスを受けるためにまずは相談できるところの案内をいただけたら助

かります。 

 

【７ 障害者理解、交流について】 

・療育を受けさせていただき、親も子も救われています。しかし、我が子のように発達障害、外見

ではわかりづらい障害に対して、保育園や幼稚園、学校などでまだまだ理解や配慮がされていな

いと感じる場面があります。どんな人も生きやすい朝霞市であってほしいと願います。 

・子どもたちのコミュニケーションの場を増やしてほしい。 

 

【８ 道路、施設のバリアフリー、交通機関の充実について】 

・朝霞台駅にエレベーターがないので不便に思っています。駅員さんを呼ぶのは気が引けるので、

通院以外で出かけるのが億劫になります。 

・わくわくドーム号の本数を増やして欲しい。１時間に２～３本にして欲しい。交通が不便。 

 

【９ 市役所の手続き等に関することについて】 

・障害児通所給付費支給申請書兼利用者負担額減額免除等、申請書の手続きの簡素化を希望します。

サービスを受ける期間を長くして手続きをする頻度を減らしてほしい。 

・難病等の医療給付制度や朝霞市の難病患者見舞金はとても助かりますが、毎年の手続きが難しく

とても面倒です。現在は私達親が手続きをしているが、今後娘がひとりで出来るか心配です。い

ろいろな制度があっても知らず手続きをしないと受けられないので、持病や障害がありかかりつ

けの病院に通院している履歴から制度の情報を得られるように連携などは出来ないものでしょ

うか。 

 

【10 「親亡き後」や「老老介護」、病気・医療に関することについて】 

・障害の疑いがかかってから半年で、この子の人生が今後どれだけ介護が必要なのか見当がつかな

いが、少なくとも親が亡くなった後でも、誰かが支援してくれて、どんなサービスがあるかだけ

でも知ることができたら安心できると思う。 

・親亡き後の事がとても心配です。お金の管理、体調面が上手く出来ないので信頼のおける法人が

あるといいと思います。 
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【11 アンケートについて】 

・障害福祉施策について、朝霞市としてやりたいことはわかるが、果たして当事者やその介助者の

目線に合った施策を考えたいのか、アンケートに答えていて疑問に思う。本人 18歳以下とその

保護者のアンケートに答えたが、どれだけの人が本人（子ども）が答えられるアンケート内容に

なっているか甚だ疑問である。子育てには多段階のステップがあるが、すべて同じアンケートだ

と本人の意見は反映されない。 

・アンケートを行った後にどの様な結果になったのか、またはどの様に改善されるのか、されたの

かが知りたい。 

 

【12 就労について】 

・学校を卒業した後のことを考えると不安です。就労継続支援Ａ型、Ｂ型がもっとあっても良いの

ではないか。少ないと思います。 

・Ｂ型に就労予定だが、どこも時間が短く、帰宅後の過ごし方が心配です。学校に行っている間は

放デイのおかげで充実していますが、卒業後の余暇活動サービスがほしいです。 

 

【13 今後の不安について】 

・育休明けに送迎が難しくなるので、今と同じように療育に通えなくなったり、児童支援施設を諦

めたりしなければいけなくなることに不安があります。 

・医療的ケア児を育てています。朝霞市も色々と対応を考えてくださっているとは思いますが、就

学の際、基本的に母親の付き添いが必要だったり、放課後等デイサービスの数が少ないなど聞い

ており、今から先のことが不安です。我が子のことですし、親の責任でもありますが、少しでも

負担が少なくなると生活への不安も減ると思います。今後もっと医療的ケア児は増えると思いま

す。どうしても母親への負担が大きく、仕事やきょうだい児へも影響してきます。看護師の配置

など対応の検討をこれからもしていただけたらと思います。 
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Ⅳ 障害福祉サービス事業所等調査 

１ 貴事業所の概要について 

問１ 令和５（2023）年１月１日現在の貴事業所についてご記入ください。 

◆設立年 

設立年については、「2010 年代」が 50.0％で最も高く、次いで「2020 年以降」が 20.0％、

「2000 年代」が 13.0％となっています。 

 

 

◆対象の障害（○はいくつでも） 

対象の障害については、「知的障害者」が 72.0％で最も高く、次いで「障害のある児童」が 53.0％、

「精神障害者」が 52.0％、「身体障害者」が 50.0％、「難病患者」が 20.0％となっています。 

 

  

1.0 

2.0 

5.0 

13.0 

50.0 

20.0 

9.0 

0% 20% 40% 60%

1970年代

1980年代

1990年代

2000年代

2010年代

2020年以降

無回答 全体 n=100

50.0 

72.0 

52.0 

20.0 

53.0 

7.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

難病患者

障害のある児童

その他

無回答 全体 n=100
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２ 障害福祉サービス等の提供について 

問２ 利用者からは、どのようなサービスを望む声が多いですか。（○はいくつでも） 

利用者から望む声が多いサービスについては、「放課後等デイサービス」が 32.0％で最も高く、

次いで「児童発達支援」が 28.0％、「保育所等訪問支援」が 23.0％、「居宅介護」「移動支援事業」

がともに 21.0％、「障害児相談支援」が 20.0％となっています。 

 

  

21.0 

4.0 

0.0 

19.0 

9.0 

13.0 

2.0 

17.0 

1.0 

17.0 

8.0 

1.0 

4.0 

2.0 

15.0 

16.0 

19.0 

5.0 

14.0 

2.0 

28.0 

2.0 

3.0 

32.0 

23.0 

4.0 

4.0 

20.0 

0.0 

13.0 

10.0 

1.0 

0.0 

4.0 

21.0 

5.0 

11.0 

6.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

居宅介護

重度訪問介護

重度障害者等包括支援

短期入所

自立生活援助

同行援護

行動援護

生活介護

療養介護

共同生活援助

施設入所支援

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

宿泊型自立訓練

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

就労定着支援

計画相談支援

地域移行支援・地域定着支援

児童発達支援

居宅訪問型児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

福祉型障害児入所施設

医療型障害児入所施設

障害児相談支援

障害者理解促進研修・啓発事業

相談支援事業（一般的な相談）

成年後見制度利用支援事業

手話通訳者等派遣事業

要約筆記者派遣事業

日常生活用具給付事業

移動支援事業

地域活動支援センター事業

日中一時支援事業

その他

無回答
全体 n=100
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３ 貴事業所の運営について 

問３ 現在のサービス提供体制において、職員の配置状況はどのように感じていますか。（○は１つ） 

職員の配置状況については、「過不足なく適当である」が 38.0％で最も高く、次いで「やや不足

している」が 33.0％、「不足している」が 23.0％となっています。 

 

 

 

問４ 貴事業所の運営に関する問題はどのようなことがありますか。（○はいくつでも） 

運営に関する問題については、「人材確保が難しい」が 79.0％で最も高く、次いで「人材育成が

難しい」が 53.0％、「報酬が労働実態にそぐわない」が 41.0％となっています。 

 

  

1.0 

4.0 

38.0 

33.0 

23.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

過剰である

やや過剰である

過不足なく適当である

やや不足している

不足している

無回答 全体 n=100

79.0 

53.0 

13.0 

18.0 

27.0 

41.0 

25.0 

5.0 

5.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人材確保が難しい

人材育成が難しい

労働条件が整わない

経営経費・活動資金が不足している

施設・設備の改善が難しい

報酬が労働実態にそぐわない

利用者の継続的な確保が難しい

特に問題はない

その他

無回答 全体 n=100
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【問４で「１ 人材確保が難しい」と回答した方に伺います。】 

問４－１ 人材確保について、どのような課題がありますか。（○はいくつでも） 

人材確保に関する課題については、「一定の技術を持つ人材の確保が難しい」が 53.2％で最も高

く、次いで「特定の職種の確保が難しい」が 39.2％、「転職や退職が多く、人材の定着が難しい」が

36.7％となっています。 

 

 

  

30.4 

53.2 

30.4 

39.2 

36.7 

11.4 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

新規学卒者の確保が難しい

一定の技術を持つ人材の確保が難しい

夜間や朝夕など人材の確保が難しい時間帯がある

特定の職種の確保が難しい

転職や退職が多く、人材の定着が難しい

その他

無回答 全体 n=79



Ⅳ 障害福祉サービス事業所等調査 

139 

問５ 人材確保のため、何か取組はしていますか。また、取組を行っている場合、最も効果があっ

たと感じる取組をお答えください。（○はいくつでも） 

◆行っている取組 

人材確保のために行っている取組については、「求人募集誌・求人情報サイトへの掲載」が 62.0％

で最も高く、次いで「法人・事業所のホームページ」が 53.0％、「ハローワークへの求人掲載」が

46.0％となっています。 

 

 

  

46.0 

21.0 

62.0 

5.0 

53.0 

28.0 

8.0 

2.0 

9.0 

14.0 

7.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80%

ハローワークへの求人掲載

学校・養成機関への求人

求人募集誌・求人情報サイトへの掲載

新聞へ折り込みチラシ

法人・事業所のホームページ

職員の親族・知人の紹介依頼

インターンシップ・実習等の受け入れ

一般の就職・転職フェアなどへの参加

福祉業界に特化した就職・転職フェアなどへの参加

その他

特に行っていない

無回答 全体 n=100
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◆最も効果のあった取組 

人材確保のために行っている取組のうち、最も効果のあった取組については、「求人募集誌・求人

情報サイトへの掲載」が 35.4％で最も高く、次いで「職員の親族・知人の紹介依頼」が 9.4％、「ハ

ローワークへの求人掲載」が 8.3％となっていますが、無回答は 35.4％ありました。 

 

 

 

問６ 人材育成について、人材の質の向上や処遇の改善のために取り組んでいることがあれば教え

てください。（○はいくつでも） 

人材の質の向上や処遇の改善のために取り組んでいることについては、「研修」が 89.0％で最も

高く、次いで「事例検討」が 69.0％、「資格取得支援」が 68.0％となっています。 

 

 

 

 

  

8.3 

0.0 

35.4 

0.0 

4.2 

9.4 

1.0 

0.0 

0.0 

6.3 

0.0 

35.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ハローワークへの求人掲載

学校・養成機関への求人

求人募集誌・求人情報サイトへの掲載

新聞へ折り込みチラシ

法人・事業所のホームページ

職員の親族・知人の紹介依頼

インターンシップ・実習等の受け入れ

一般の就職・転職フェアなどへの参加

福祉業界に特化した就職・転職フェアなどへの参加

その他

特に行っていない

無回答

全体 n=96

89.0 

69.0 

68.0 

57.0 

2.0 

2.0 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

研修

事例検討

資格取得支援

資格手当

何も実施していない

その他

無回答 全体 n=100
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問７ 利用者の人権確保の体制についてお答えください。（○はいくつでも） 

利用者の人権確保の体制については、「従業員研修の実施」が 84.0％で最も高く、次いで「虐待

防止委員会を設置」が 79.0％、「担当者の設置」が 48.0％となっています。 

 

 

 

問８ 事業所内でのハラスメント防止のために取り組んでいることがあれば教えてください。 

◆ハラスメント防止のために取り組んでいること（抜粋） 

・研修の実施 

・ハラスメント相談窓口の設置 

・ハラスメント対策委員の設置 

・定期的なアンケートの実施、個人面談 

・ハラスメント防止規程の制定と職員周知 

・防止マニュアルの作成、周知 

・働いている職員が意見を言いやすい環境作り 

・心のストレスチェックの実施及び必要な場合に面談 

・安全防止委員会の実施 

・ポスターの掲示 

  

79.0 

84.0 

48.0 

0.0 

4.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

虐待防止委員会を設置

従業員研修の実施

担当者の設置

何も実施していない

その他

無回答 全体 n=100
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問９ 個人情報を含んだデータの取扱いについて、業務マニュアルの作成や、情報漏えい時の連絡

体制の整備などの対応はできていますか。 

個人情報を含んだデータの取扱いについて、業務マニュアルの作成や、情報漏えい時の連絡体制の

整備などの対応状況については、「対応済」が 44.0％で最も高く、次いで「対応準備中」が 43.0％、

「対応予定なし」が 7.0％となっています。 

 

 

 

問 10 サービスを提供する際、以下の機関との連携状況はいかがですか。（それぞれ○は１つ） 

◆障害福祉サービス事業所 

障害福祉サービス事業所との連携については、「まあまあ連携は取れている」が 51.0％で最も高

く、次いで「どちらとも言えない」が 21.0％、「十分に連携が取れている」が 12.0％となっていま

す。 

 

  

44.0 

43.0 

7.0 

6.0 

0% 20% 40% 60%

対応済

対応準備中

対応予定なし

無回答 全体 n=100

12.0 

51.0 

21.0 

3.0 

7.0 

1.0 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80%

十分に連携が取れている

まあまあ連携は取れている

どちらとも言えない

あまり連携は取れていない

まったく連携は取れていない

連携を取る必要がない

無回答 全体 n=100
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◆相談支援事業所 

相談支援事業所との連携については、「まあまあ連携は取れている」が 55.0％で最も高く、次い

で「十分に連携が取れている」が 32.0％、「どちらとも言えない」が 9.0％となっています。 

 

 

◆ボランティア・ＮＰＯ 

ボランティア・ＮＰＯとの連携については、「どちらとも言えない」が 27.0％で最も高く、次い

で「あまり連携は取れていない」が 23.0％、「連携を取る必要がない」が 18.0％となっています。 

 

  

32.0 

55.0 

9.0 

0.0 

2.0 

0.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

十分に連携が取れている

まあまあ連携は取れている

どちらとも言えない

あまり連携は取れていない

まったく連携は取れていない

連携を取る必要がない

無回答 全体 n=100

2.0 

11.0 

27.0 

23.0 

15.0 

18.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80%

十分に連携が取れている

まあまあ連携は取れている

どちらとも言えない

あまり連携は取れていない

まったく連携は取れていない

連携を取る必要がない

無回答 全体 n=100
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◆医療機関 

医療機関との連携については、「どちらとも言えない」が 42.0％で最も高く、次いで「まあまあ

連携は取れている」が 23.0％、「あまり連携は取れていない」が 19.0％となっています。 

 

 

◆行政機関 

行政機関との連携については、「まあまあ連携は取れている」が 55.0％で最も高く、次いで「ど

ちらとも言えない」が 25.0％、「十分に連携が取れている」が 12.0％となっています。 

 

 

  

8.0 

23.0 

42.0 

19.0 

6.0 

0.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

十分に連携が取れている

まあまあ連携は取れている

どちらとも言えない

あまり連携は取れていない

まったく連携は取れていない

連携を取る必要がない

無回答 全体 n=100

12.0 

55.0 

25.0 

4.0 

2.0 

0.0 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

十分に連携が取れている

まあまあ連携は取れている

どちらとも言えない

あまり連携は取れていない

まったく連携は取れていない

連携を取る必要がない

無回答 全体 n=100
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問 11 年間に実施する市民対象のイベント、講習会、講演会などあれば記載してください。 

◆年間に実施する市民対象のイベント、講習会、講演会（抜粋） 

・ふれあいマルシェ（障害者ふれあいセンターイベント） 

・元気キッズフェスティバル 

・はあとぴあのふれあい祭り 

・ピアーズトーク（当事者、家族を対象としたイベント） 

・小学校生活にむけての保護者向け勉強会 

・子どもの発達についての保護者向け勉強会 

・保護者向け学習会（ペアレントプログラム・ペアレントトレーニング） 

・療育相談会 

・公認心理師による相談 

・集団が苦手なお子さんのためのリトミック 

・市民向け講座（親亡き後、社会生活力向上等） 

・朝光苑祭りを開き、地域の人々に施設を知ってもらう 

・事業所で行っているイベントへの一部一般参加募集 

 

 

問 12 朝霞市で開設した理由を教えてください。 

◆（抜粋） 

・朝霞市在住のため 

・朝霞市出身だから 

・朝霞市からの訪問依頼が多かった 

・市内の障害のある子を育てる保護者が運営してきたため 

・朝霞市の同業種での施設勤務者が集まり開設 

・朝霞市の障害福祉サービスの充実に向け、拠点を増設 

・必要なサービスが不足していたため 

・就労移行支援のニーズがあり、開設することでより多くの方のサポートができると考えたため 

・多方面からニーズがあったため 

・とても良い街だったため 
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問 13 今後の事業方針を教えてください。 

今後の事業方針については、「現状維持」が 58.0％で最も高く、次いで「拡大」が 32.0％、「縮

小」が 4.0％となっています。 

 

 

  

32.0 

58.0 

4.0 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80%

拡大

現状維持

縮小

無回答 全体 n=100
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４ 障害のある人・障害のある児童への支援について 

問 14 今後、障害福祉を充実させるために、朝霞市がどのようなことに力を入れていく必要があ

ると思われますか。（○はいくつでも） 

今後、障害福祉を充実させるために、朝霞市が力を入れていく必要があると思うことについては、

「相談窓口や情報提供の充実」が 55.0％で最も高く、次いで「障害や障害がある人への理解を促進

するための普及・啓発」が 46.0％、「就労に向けた支援の充実と雇用の促進」が 41.0％となってい

ます。 

 

 

  

46.0 

55.0 

24.0 

28.0 

37.0 

9.0 

25.0 

5.0 

40.0 

18.0 

35.0 

41.0 

31.0 

21.0 

31.0 

35.0 

29.0 

37.0 

19.0 

13.0 

16.0 

33.0 

27.0 

34.0 

17.0 

8.0 

27.0 

29.0 

5.0 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80%

障害や障害がある人への理解を促進するための

普及・啓発

相談窓口や情報提供の充実

ホームヘルプサービスなどの在宅サービスの充実

生活訓練や一時預かりなどの福祉サービスの充実

（日中活動の場の提供）

グループホームなど地域で生活するための住まいの充実

入所施設や病院から地域生活への移行の推進

障害の早期発見・早期療育体制の充実

長期入院している精神障害者の退院促進

障害の状況に応じた適切な保育、教育の充実

スポーツやレクリエーション、文化活動などの

社会参加活動の推進

障害児が学校卒業後も継続して学ぶことができる

場・機会の充実

就労に向けた支援の充実と雇用の促進

市内企業、公共機関の障害者雇用の促進

健康管理、医療、リハビリテーションなど保健・医療の

充実（医療費の軽減、障害の早期予防）

道路や建物などの段差を解消するなど安全で快適な

街づくりの推進

安心して住める住宅の整備（住宅のバリアフリー化、

障害のある人に適した市営住宅の確保など）

障害児が地域で安心・安全に遊べる場所の充実

外出支援の充実や交通機関等の整備（移動手段の確保）

差別の解消や権利擁護の推進（障害を理由とする差別の

解消の推進、障害者虐待の防止）

コミュニケーション支援の充実（手話通訳者、

要約筆記者の派遣など）

障害のある人本人の意思を尊重する意思決定支援の充実

障害のある人同士や地域の人などと交流できる場の整備

障害のある人を支援するボランティアの育成と活動支援

当事者や家族へのカウンセリングの充実

ピアカウンセリングの充実

アウトリーチ支援の活用

災害等の非常時の情報提供・避難体制の整備

基幹相談支援センターの設置

その他

無回答 全体 n=100
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問 15 問 14 で〇をつけたもののうち、実施してほしい具体策等があればご記入ください。 

◆自由記述（抜粋） 

【障害福祉サービス等の充実について】 

・相談支援が増えていくと、障がいのある方が適切なサービスをより早く利用していくことができ

ると感じている 

・真に必要な方が利用できる障害児サービスの仕組み作り 

・コミュニケーション支援の充実のために専任手話通訳者の増員 

・グループホームの建設は進んでいるが、そこで提供されるサービスの質の確保を促進してもらい

たい 

・大規模なグループホームが増えているが、障がいがある人の生活にとって負担の少ない小規模な

ものも必要 

・親子で（親が高齢者、子が障害者）一緒に暮せる施設があればと、何人もの保護者の方が切望さ

れている 

・家庭で急にトラブル等があった時の受け入れ先があると良い 

・たくさんの経験をするためには、家庭と施設だけでは限界があるため、障害のある人が自分で行

きたい場所へいつでも行けるような支援体制が充実すると良い 

・車の運転ができない保護者も多いため、生活サポート事業の充実 

・放課後等デイサービスや既存の施設の利用が合わない方のための日中一時支援事業の充実 

・放課後等デイサービス終了後から両親が仕事から帰ってくるまでの間のデイサービスが充実する

と良い 

 

【相談支援体制について】 

・早期に基幹相談支援センターを設置してほしい 

・気軽に発達の相談ができる窓口の充実 

 

【教育、進路等について】 

・保育園、幼稚園、学校にもっと合理的配慮ある支援をしてほしい 

・児童発達支援がたくさんできたが、その分幼稚園での入園の敷居が上っているため、園職員のス

キルアップや保育所訪問、巡回指導などの利用で幼稚園での受け入れがもう少し柔軟になっても

らえたらと思う 

・保育、教育現場のインクルーシブの考えの浸透 

・支援学校卒業後は、多くの方は就労するしかない現状なので、専門学校のように高校卒業後も学

べる場所があれば良い 

 

【障害への理解・交流について】 

・障害のあるご家族が相談、悩みを話せる場所や交流できる所があるといい。どこに相談したらい

いのか、一人で悩んでいる方が、同じ悩みを共有する場がほしいという声を聞く。 

・企業、個人事業主、学校なども含めた交流や、お祭り企画を増やしてほしい。 

・療育卒業後、社会に出る時など、当事者同士が交流できる場があったり、実際社会で働き始めて

どうだったかなど、体験談が聞ける場があるとありがたい。  
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【道路、施設のバリアフリーについて】 

・朝霞台の駅にエレベーターの設置を希望（車イスの利用者さんがエスカレーターを止めてまで電

車に乗ることに抵抗を感じる） 

・細い路地が多く（特に朝霞駅周辺）、車イスでの移動が大変なため、歩道の整備をしてほしい 

 

【情報提供について】 

・地域の会社で障害者雇用を積極的に行っている会社の情報が知りたい 

 

【その他について】 

・自立支援協議会での内容を詳しく知りたい 

・市内企業の施設見学ツアー 

・空き屋（家）の活用 

 

 

朝霞市の障害福祉施策について、ご意見がありましたら、ご自由にご記入ください。 

◆自由記述（抜粋） 

【障害福祉サービス等の充実について】 

・相談支援、日中事業所は充実していると思います。グループホームも少しずつ増えてきていると

思います。しかし、その間を結ぶ支援が不足していると思います（移動支援）。地域で生活すると

いうことは、どういうことなのか、グループホームに入れば地域で生活するということになるの

か。グループホームと日中事業所をバスで行き来しているだけの可能性もある。外へ出ていくた

めには、移動支援の充実が必要だと思います。 

・日々活動の場は、この近隣でもそれなりに充足されてきましたが、グループホームなどの「生活

の場」はまだまだ足りません。本人や保護者が安心してこの地域で暮らすことができるよう、市

の施策において検討していただけたら幸いです。 

・保育所訪問支援は保護者が希望した場合、受け入れる必要がある制度であることを、各市内の園

に周知していただけると幸いです。保護者が希望しても受け入れてもらえず、支援ができていな

い現状があります。 

・利用申し込みに対し、事業所の数が足りていない。 

 

【障害への理解・交流について】 

・ボランティアや、障害福祉が普及していくためにも、体験や知ってもらえる環境作りをしていた

だきたい。 

・よく保護者の方に「親はいつまでも謝り続けなくてはいけないのか」と言われるが、謝らなくて

もよい、誰もが受け入れられる共に生きる社会になってほしい。 
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【事業所の人材確保について】 

・障害児の計画相談依頼が非常に多い（他市からも連絡がくる）。利用者申し込みに対し、相談員の

数が足りていない。 

・他市に引っ越された人、他市から越されてきた人が、他の自治体の子育て支援、福祉施策を知っ

て、朝霞市が良い（良かった）という声が聞かれなくなっている気がします。魅力ある自治体に

ならなければ、良い人材も集まらないのではないでしょうか。 

 

【関係機関との連携について】 

・事業所同士の情報共有の場の確保 
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Ⅴ 障害者団体調査 

１ 貴団体の概要について 

問１ 令和５（2023）年１月１日現在の貴団体についてご記入ください。 

◆設立年 

設立年については、「2000 年代」が 50.0％で最も高く、次いで「2010 年以降」が 25.0％、

「1980 年代」「1990年代」がともに 12.5％となっています。 

 

 

◆対象の障害（○はいくつでも） 

対象の障害については、「身体障害者」が 75.0％で最も高く、次いで「精神障害者」が 50.0％、

「知的障害者」「障害のある児童」がともに 37.5％となっています。 

 

  

12.5 

12.5 

50.0 

25.0 

0.0 

0% 20% 40% 60%

1980年代

1990年代

2000年代

2010年以降

無回答 全体 n=8

75.0 

37.5 

50.0 

0.0 

37.5 

12.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者

知的障害者

精神障害者

難病患者

障害のある児童

その他

無回答 全体 n=8
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◆会員数の状況 

№ 男性会員 女性会員 会員総数 

１ 3 1 4 

２ 2 8 10 

３ 2 8 10 

４ 2 11 13 

５ 6 17 23 

６ 無回答 無回答 42 

７ 29 39 68 

８ 120 70 190 

（順不同 ※無回答を除く） 

※市民以外の会員が含まれる団体もあります。 
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２ 貴団体の活動について 

問２ 貴団体の活動目的は何ですか。（○はいくつでも） 

団体の活動目的については、「障害者理解」が 87.5％で最も高く、次いで「情報交換」が 75.0％、

「自立生活」「社会参加」がともに 37.5％となっています。 

 

 

 

問３ 活動するうえで困っていることは何ですか。（○はいくつでも） 

団体が活動するうえで困っていることについては、「団体の運営に携わる人材の確保」が 100.0％

で最も高く、次いで「後継者問題」が 75.0％、「活動場所の確保」「財政問題」がともに 50.0％と

なっています。 

  

37.5 

37.5 

87.5 

75.0 

25.0 

25.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自立生活

社会参加

障害者理解

情報交換

文化活動

その他

無回答 全体 n=8

12.5 

37.5 

50.0 

37.5 

75.0 

37.5 

37.5 

50.0 

100.0 

0.0 

12.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

事業の企画

運営方法

活動場所の確保

会員の意識

後継者問題

社会の理解不足

ネットワークづくり

財政問題

団体の運営に携わる人材の確保

特にない

その他

無回答 全体 n=8
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問４ 具体的な活動内容を教えてください。 

◆具体的な活動内容 

・子育て支援センターの運営、生活介護事業所の運営 

・障害児・者の社会参加促進のため色々な行事を実施、生活ホーム「朝霞青年寮」の運営 

・市内小学校への啓発本の配布、講演会などの啓発活動 

・地域活動支援センターぱれっとの運営、会報の発行、情報収集 

・高次脳機能障害地域相談会ヒアカウンセリング事業、障がい福祉に関わる勉強会、高次脳機能障

害者、家族会の運営（青空会） 

・遷延性意識障害の状態像の発信、学習会、他の障害団体との連携 

・交流会の開催（主に会員外の医療的ケア児世帯・医療・福祉従事者向け）、障害者自立支援協議会

への参加 

・食事会、カラオケ大会、料理教室 

 

 

問５ 過去１年間で会員数の増減はありましたか。（○は１つ） 

過去１年間で会員数の増減については、「やや減った」が 62.5％で最も高く、次いで「かわらな

い」が 25.0％、「やや増えた」が 12.5％となっています。 

 

 

  

0.0 

12.5 

25.0 

62.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

増えた

やや増えた

かわらない

やや減った

かなり減った

無回答 全体 n=8
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問６ 会員を増やすために行っている取り組みがあれば教えてください。 

◆会員を増やすために行っている取り組み（抜粋） 

・ホームページ、口コミ、マスコミ取諾等による発信 

・地域相談会参加者に、次回の案内を送っている。月一回の青空会開催の案内をしている。 

・会報等の発行をして、ぱれっとの活動状況を普及し、理解を深めてもらうことにより、会員を増

やす努力をしている 

・活動を通して理解者、賛同者を増やす 

・他団体との連携 

 

 

問７ 貴団体が活動していくうえで市に望むことはどのようなことですか。（○はいくつでも） 

貴団体が活動していくうえで市に望むことについては、「団体や活動についてのＰＲ」「会員募集の

支援」がともに 75.0％で最も高く、次いで「活動場所の提供」が 62.6％、「活動上必要な情報の提

供」「リーダーの養成支援」「経済的支援」「他団体とのネットワーク化」がそれぞれ 50.0％となっ

ています。 

 

 

  

75.0 

50.0 

62.5 

75.0 

50.0 

50.0 

50.0 

37.5 

25.0 

12.5 

25.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

団体や活動についてのＰＲ

活動上必要な情報の提供

活動場所の提供

会員募集の支援

リーダーの養成支援

経済的支援

他団体とのネットワーク化

団体運営上の助言

設備・備品の充実

成果の発表の場の提供

その他

特にない

無回答 全体 n=8
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問８ 朝霞市で活動しようと思った理由を教えてください。 

◆朝霞市で活動しようと思った理由 

・朝霞市在住のため 

・朝霞市内在住の障がいを持つ子どもの保護者が立ち上げた活動から始まっているため 

・利用者の最終卒業学校が近隣にあり、また、住居が朝霞市周辺にあることから、「住み慣れた地域

社会で地域の人々と共に暮らせる場を」という思いで朝霞市で活動しようと思った 

・設立当時は、福祉的施設が何もなかったから、行政に働きかけようと思った 

・当時、朝霞市で医療的ケア児の受け入れ可能な保育園が見当たらなかったから 

・朝霞市が周辺市に比べ、精神保健分野での活動が、市民・行政がなかったから 

・高次脳機能障害そのものが認知されていない時期に、相談できる人、居場所もなかったため、朝

霞市でも相談会を開き、同じ悩みを持つ人と話し合いたいと思った 

・朝霞市にも、遷延性意識障害の方がいると思われるため 
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問９ 会員からは、どのようなサービスを望む声が多いですか。（○はいくつでも） 

会員から望む声が多いサービスについては、「短期入所」が 62.5％で最も高く、次いで「共同生

活援助」「施設入所支援」がともに 50.0％、「生活介護」「就労継続支援（Ｂ型）」「障害者理解促進研

修・啓発事業」「移動支援事業」がそれぞれ 37.5％となっています。 

 

  

12.5 

12.5 

12.5 

62.5 

25.0 

25.0 

0.0 

37.5 

12.5 

50.0 

50.0 

12.5 

12.5 

12.5 

25.0 

25.0 

37.5 

25.0 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

37.5 

12.5 

12.5 

0.0 

0.0 

25.0 

37.5 

25.0 

25.0 

12.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80%

居宅介護

重度訪問介護

重度障害者等包括支援

短期入所

自立生活援助

同行援護

行動援護

生活介護

療養介護

共同生活援助

施設入所支援

自立訓練（機能訓練）

自立訓練（生活訓練）

宿泊型自立訓練

就労移行支援

就労継続支援（Ａ型）

就労継続支援（Ｂ型）

就労定着支援

計画相談支援

地域移行支援・地域定着支援

児童発達支援

居宅訪問型児童発達支援

医療型児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

福祉型障害児入所施設

医療型障害児入所施設

障害児相談支援

障害者理解促進研修・啓発事業

相談支援事業（一般的な相談）

成年後見制度利用支援事業

手話通訳者等派遣事業

要約筆記者派遣事業

日常生活用具給付事業

移動支援事業

地域活動支援センター事業

日中一時支援事業

その他

無回答
全体 n=8
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問 10 これから団体として力を入れていきたい活動があれば、具体的にお書きください。 

◆これから団体として力を入れていきたい活動（抜粋） 

【障害のある児童、障害のある人に関することについて】 

・コロナ禍で出来なかった障がいのある方との余暇活動（週末、仕事終わりのカラオケなど） 

・高次脳機能障害と知らずに悩んでいる人を浮かび上がらせ、支援につながってもらえるよう活動

したい 

・交流会で医療的ケア児世帯の困りごとを拾い上げ、障害者自立支援協議会で情報共有、課題の提

示 

・遷延性意識障害の状態像及び課題の啓発 

・意識改善に関する先端医療等の講演会の実施及び共有 

・介護者への支援拡充 

・精神障害者である子育て中の当事者への支援など、制度の狭間におかれている障害者に対するレ

スパイト事業 

 

【団体のことについて】 

・法人として新規事業を具体化する（生活サポート事業など） 

・生活ホーム「朝霞青年寮」をグループホームへ移行すること 

・法定施設、生活介護事業への移行 
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３ 地域活動について 

問 11 普段活動される中で、会員や参加者からどのような日常の困りごと、地域の問題を聞かれ

ますか。具体的にお書きください。 

◆困りごと、地域の問題について（抜粋） 

【障害福祉サービス等について】 

・ヘルパーの人材不足 

・訪問介護人員不足 

・通所の送迎 

・リハビリ時間数の不足 

 

【施設整備等について】 

・介護施設のベッド数やスタッフの不足 

・入院入所先の不足 

 

【介護者や「親亡き後」のことについて】 

・親が急に体調を崩した時に、子どもを見てもらえる環境、支えてくれる人 

・介護者の負担 

・親亡き後の当事者の生活について 

 

【生活について】 

・物価高で生活が苦しい 

・高齢化してきていて、思うように行事に参加できない 

・余暇の支援 

 

【相談・交流について】 

・相談ができる場、人 

・手軽に集まる場所を確保したい 

 

【障害への理解について】 

・目に見えない障害のため、理解されない 

・医療的ケア児支援法について知っている医師がいない（少ない）。そのため、主治医が小学校への

看護師配置を必要とする診断書を書いても、学校医の理解が得られず配置が進まない。 
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４ 障害のある人・障害のある児童への支援について 

問 12 今後、障害福祉を充実させるために、朝霞市がどのようなことに力を入れていく必要があ

ると思われますか。（○はいくつでも） 

今後、障害福祉を充実させるために、朝霞市が力を入れていく必要があると思うことについては、

「グループホームなど地域で生活するための住まいの充実」「安心して住める住宅の整備（住宅のバ

リアフリー化、障害のある人に適した市営住宅の確保など）」「障害のある人同士や地域の人などと交

流できる場の整備」「災害等の非常時の情報提供・避難体制の整備」がそれぞれ 75.0％で最も高く

なっています。 
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75.0 

37.5 
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50.0 

75.0 

62.5 

62.5 

62.5 

25.0 

75.0 

50.0 

25.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障害や障害がある人への理解を促進するための

普及・啓発

相談窓口や情報提供の充実

ホームヘルプサービスなどの在宅サービスの充実

生活訓練や一時預かりなどの福祉サービスの充実

（日中活動の場の提供）

グループホームなど地域で生活するための住まいの充実

入所施設や病院から地域生活への移行の推進

障害の早期発見・早期療育体制の充実

長期入院している精神障害者の退院促進

障害の状況に応じた適切な保育、教育の充実

スポーツやレクリエーション、文化活動などの

社会参加活動の推進

障害児が学校卒業後も継続して学ぶことができる

場・機会の充実

就労に向けた支援の充実と雇用の促進

市内企業、公共機関の障害者雇用の促進

健康管理、医療、リハビリテーションなど保健・医療の

充実（医療費の軽減、障害の早期予防）

道路や建物などの段差を解消するなど安全で快適な

街づくりの推進

安心して住める住宅の整備（住宅のバリアフリー化、

障害のある人に適した市営住宅の確保など）

障害児が地域で安心・安全に遊べる場所の充実

外出支援の充実や交通機関等の整備（移動手段の確保）

差別の解消や権利擁護の推進（障害を理由とする差別の

解消の推進、障害者虐待の防止）

コミュニケーション支援の充実（手話通訳者、

要約筆記者の派遣など）

障害のある人本人の意思を尊重する意思決定支援の充実

障害のある人同士や地域の人などと交流できる場の整備

障害のある人を支援するボランティアの育成と活動支援

当事者や家族へのカウンセリングの充実

ピアカウンセリングの充実

アウトリーチ支援の活用

災害等の非常時の情報提供・避難体制の整備

基幹相談支援センターの設置

その他

無回答 全体 n=8
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問 13 問 12 で○をつけたもののうち、実施してほしい具体策等があればご記入ください。 

◆実施してほしい具体策等 

・障害のあるグループホームは、新規に設立されるところもあるが、どれも規模の大きい施設的な

ものが多く、小規模の家庭的なグループホームを望む方も多くいる。それを叶えるためには、自

助努力が必要なのであれば、市としてそれに対してどのような支援をしてくれるか、どの部分を

助けてくれるのか。 

・親亡き後、障害者が朝霞市で住み続けられるようにグループホームや入所施設が必要 

・障害に対応したグループホームを望む 

・グループホーム設置時の財政支援 

・障害者や社会的弱者のための住居の確保 

・高次脳機能障害を理解促進するため、啓発を、医療関係者の方も対象に広げてほしい 

・アウトリーチ支援の活用ベースになるものとして、①市内医療的ケア児世帯の統計情報の公開

（2021 年障害福祉課実施、医療的ケアに係る調査）、②市内保育園、幼児園、小学校の医療的

ケア児受け入れ状況の把握、公開 

 

 

朝霞市の障害福祉施策について、ご意見がありましたら、ご自由にご記入ください。 

◆自由記述（抜粋） 

【障害福祉サービス等の充実について】 

・児童発達支援や放課後等デイサービスが増え、携わる職員も多くいると思いますが、量とともに

質の向上にも務めてほしい。結果的に親から育児の機会を奪う形にならないよう、事業所でのこ

とを親に還元し、家庭では親が試行錯誤できて一緒に育っていけるようになってほしい。計画相

談が、利用者の困りごとに積極的に、家庭や施設、関係機関と連携し、招集して話し合う機会を

作ってほしい。 

・障害福祉サービスの指定手続きを県に行かなくても良いように朝霞市でできるようにしていただ

きたいです。（さいたま市、川越市、川口市、越谷市、和光市）はできるようです。 

・第６次朝霞市障害者プラン策定時には、旧計画がどこまで進捗したかを知るために、項目ごとに

実施状況と評価をしてほしいです。世田谷区で作成している「せたがやノーマライゼーションプ

ラン、世田谷区障害施策推進計画」では、「計画の基本的な考え方」の前に章立てをしていました。

ご参考いただけると幸いです。 

・アンケートの内容を具体的に実行に移していただきたいです。 

 

 

 



 

 

  



 

 

 

Ⅵ ヒアリング調査 
 

  



 

 

 



Ⅵ ヒアリング調査 

167 

Ⅵ ヒアリング調査 

医療的ケアが必要な方等を対象に、詳細な実情やニーズを把握し、次期計画の目標などに反映させ

ることを目的として、ヒアリング調査を実施しました。 

ヒアリング調査にご協力いただいた方は以下のとおりです。 

 

回答者 回答者数 

①医療的ケアが必要な方 8人 

②重症心身障害がある方 9人 

③高次脳機能障害がある方 3人 

④強度行動障害がある方 10人 

⑤遷延性意識障害がある方 1人 

合計 31人 
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大
柱

中
柱

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方

重
症
心
身
障
害
が
あ
る
方

高
次
脳
機
能
障
害
が
あ
る
方

強
度
行
動
障
害
が
あ
る
方

遷
延
性
意
識
障
害
が
あ
る
方

①
啓
発
活
動
の
推
進

②
障
害
の
あ
る
人
等
へ
の

理
解
の
促
進

③
障
害
者
団
体
の
育
成
・

交
流
促
進

（
２
）
差
別
解

消
の
推
進

①
差
別
解
消
の
推
進

①
権
利
擁
護
の
支
援

②
虐
待
防
止
の
推
進

①
相
談
支
援
体
制
の
整

備 ②
福
祉
基
盤
の
充
実

③
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
充
実

④
住
ま
い
の
支
援

（
２
）
日
中
活

動
の
場
の
充

実

①
日
中
活
動
の
場
の
充

実

（
３
）
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援

①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
の
充
実

①
外
出
の
支
援

②
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
・
文

化
活
動
の
充
実

1

（
１
）
相
互
理

解
の
推
進

・
健
常
者
、
障
害
者
が
と
も
に
過
ご
せ

る
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
い
い

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
と
い
い

2

（
１
）
地
域
生

活
支
援
の
充

実

・
学
校
、
保
育
、
障
害
児
、
医
療
的
ケ

ア
児
の
こ
と
を
一
括
で
相
談
で
き
る
専

門
窓
口
が
あ
る
と
嬉
し
い

・
親
亡
き
後
の
生
活
場
所
を
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

・
預
か
り
先
が
少
な
い

・
一
時
預
か
り
の
場
や
長
時
間
受
け
入

れ
可
能
な
児
童
発
達
支
援
施
設
が
な

い ・
朝
霞
周
辺
に
医
療
的
ケ
ア
も
行
え
る

施
設
が
少
な
い

・
家
族
の
体
力
の
あ
る
う
ち
は
家
族
と

暮
ら
し
た
い

・
介
護
に
関
す
る
勉
強
会
、
研
修
会
な

ど
、
市
行
政
な
ど
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い

・
通
所
施
設
、
入
所
施
設
、
短
期
入
所

施
設
が
少
な
い

・
身
体
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
入
浴
が

大
変

・
障
害
児
の
時
か
ら
使
っ
て
い
た
サ
ー

ビ
ス
も
引
き
続
き
使
わ
せ
て
も
ら
い
た
い

・
受
け
入
れ
て
く
れ
る
短
期
入
所
施
設

も
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
家
族
と
で

き
る
だ
け
最
後
ま
で
一
緒
に
暮
ら
し
た

い ・
介
護
者
が
高
齢
に
な
っ
た
場
合
、
施

設
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
る

・
見
た
目
で
障
害
が
あ
る
よ
う
に
見
え

な
い
た
め
理
解
さ
れ
な
い

・
ど
う
い
う
症
状
な
の
か
、
ど
う
い
う
手
助

け
が
必
要
な
の
か
、
広
報
に
コ
ラ
ム
を

定
期
的
に
掲
載
、
も
っ
と
認
知
し
て
も
ら

い
た
い

・
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て

い
な
い

・
理
解
者
を
増
や
す
た
め
の
広
報
が
あ

る
と
い
い

・
学
校
で
も
知
的
障
害
等
の
目
に
見
え

な
い
障
害
を
理
解
す
る
機
会
が
ほ
し
い

・
誰
で
も
集
え
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

ほ
し
い

・
販
売
会
の
よ
う
な
、
普
段
関
わ
る
機

会
が
少
な
い
市
民
と
交
流
で
き
る
機
会

が
あ
る
と
い
い

・
障
害
者
の
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
家

族
の
ハ
ン
デ
も
解
消
さ
れ
る
よ
う
な
社

会
に
な
っ
て
ほ
し
い

・
遷
延
性
意
識
障
害
と
診
断
さ
れ
て
い

な
い
人
で
も
困
っ
て
い
る
人
の
把
握
と

支
援
を
願
う

（
３
）
権
利
擁

護
の
取
組
の

充
実

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

事
業
所
が
、
他
市
と
比
べ
て
少
な
い

・
相
談
が
で
き
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
い

・
生
活
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時

間
が
少
な
い

・
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
み
の
利
用
場
所
が

な
い
こ
と

・
所
得
制
限
が
あ
る
た
め
、
受
け
ら
れ

な
い
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
事
に
疑
問
が
あ

る ・
重
度
障
害
者
や
行
動
障
害
が
あ
る

障
害
者
が
入
所
で
き
る
施
設
が
少
な

い ・
親
亡
き
後
へ
の
不
安

・
施
設
へ
の
入
所
に
つ
い
て
、
目
が
届

か
な
い
と
こ
ろ
へ
預
け
る
こ
と
や
、
昨
今

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
安
全
面
が
不
安

・
将
来
一
人
暮
ら
し
は
で
き
る
の
か
不

安
な
の
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
妥
当

か
も
し
れ
な
い

・
若
い
ヘ
ル
パ
ー
が
お
ら
ず
身
体
介
護

に
対
応
で
き
な
い

・
介
護
者
が
体
調
を
崩
し
た
り
、
亡
く

な
っ
た
り
し
た
ら
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
わ

か
ら
な
い

（
４
）
社
会
参

加
の
支
援

・
彩
夏
祭
会
場
に
障
害
者
が
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
で
き
る
区
画
が
あ
れ
ば
参
加
し
や

す
い

・
外
に
出
て
行
く
に
は
大
変
な
こ
と
が
多

す
ぎ
る

・
外
出
に
際
し
て
付
き
添
い
が
必
須

共
生
社
会
の

実
現
を
目
指

す 地
域
生
活
を

充
実
し
、
社

会
参
加
を
支

援
す
る

基
本
目
標
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大
柱

中
柱

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方

重
症
心
身
障
害
が
あ
る
方

高
次
脳
機
能
障
害
が
あ
る
方

強
度
行
動
障
害
が
あ
る
方

遷
延
性
意
識
障
害
が
あ
る
方

①
就
労
の
場
の
確
保

②
就
労
の
促
進
と
安
定

①
療
育
の
充
実

②
教
育
の
充
実

③
福
祉
教
育
の
充
実

（
１
）
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
の

推
進

①
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

・
車
い
す
移
動
を
考
慮
し
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー

・
朝
霞
台
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

が
な
い

・
整
備
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
や
危
険
な

箇
所
が
多
く
、
外
出
を
諦
め
る
こ
と
が

多
い

・
道
路
の
整
備

・
道
路
、
公
園
に
あ
る
ト
イ
レ
等
、
多
く
の

人
が
使
い
や
す
い
環
境
を
整
え
て
ほ
し

い

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
行
き
届
い
て
い
な
い

場
所
が
あ
る

①
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

②
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

（
３
）
安
全
な

暮
ら
し
の
確

保

①
防
災
・
防
犯
体
制
の
整

備
・
災
害
時
、
最
重
度
の
人
の
こ
と
を
考

え
た
避
難
計
画
を
立
て
て
ほ
し
い

・
避
難
行
動
要
支
援
者
台
帳
に
つ
い

て
地
域
住
民
も
知
っ
て
い
れ
ば
、
も
っ

と
活
用
で
き
る

・
障
害
者
も
災
害
避
難
訓
練
に
参
加
し

や
す
い
体
制

・
病
院
に
受
け
入
れ
・
枠
を
確
保
し
た

災
害
時
避
難
計
画
を
検
討
し
て
ほ
し
い

・
介
護
者
が
自
分
の
時
間
を
持
て
る
よ

う
な
支
援

・
受
給
者
証
な
ど
の
更
新
の
時
の
書
類

の
記
入
す
る
枚
数
が
多
く
て
大
変

・
近
所
付
き
合
い
が
う
ま
く
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
が
あ
る
と
、
困
っ
た
と
き
に
助

け
合
え
る
町
に
な
る
と
思
う

・
市
の
書
類
は
箇
条
書
き
に
し
て
ほ
し

い ・
障
害
者
手
帳
、
自
立
支
援
医
療
の

更
新
案
内
が
ほ
し
い

・
受
給
者
証
の
更
新
な
ど
で
申
請
す
る

書
類
の
内
容
が
分
か
り
づ
ら
い

4

（
１
）
障
害
の

あ
る
子
ど
も

の
療
育
・
教

育
の
充
実

・
本
人
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
療
育
サ
ー

ビ
ス
が
な
い

・
医
療
的
ケ
ア
児
対
応
の
居
宅
型
保

育
園
が
な
い

3
（
１
）
就
労
の

支
援

・
市
内
に
就
労
継
続
支
援
A
型
事
業

所
が
な
く
て
困
っ
た

・
生
活
介
護
や
就
労
継
続
支
援
B
型

事
業
所
を
増
や
し
て
ほ
し
い

・
労
働
賃
金
を
も
う
少
し
上
げ
て
も
ら
い

た
い

そ
の
他
の
意
見

現
行
計
画

就
労
を
支
援

す
る

共
に
育
ち
、

共
に
学
ぶ
療

育
・
教
育
を

推
進
す
る

安
心
・
安
全

な
暮
ら
し
を

つ
く
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
お
け
る
意
見

基
本
目
標

5
（
２
）
保
健
・

医
療
サ
ー
ビ

ス
の
充
実

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
を
入
れ
て
い
る
た
め
、

薬
が
多
く
、
服
薬
の
管
理
を
し
て
ほ
し
い
・
回
復
期
の
病
院
を
退
院
し
た
後
リ
ハ

ビ
リ
で
き
る
施
設
が
少
な
い

・
病
院
か
ら
は
断
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
た
め
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
を
作

る
の
が
困
難
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Ⅶ 専門職に対する調査 

１ 朝霞市の障害福祉施策の強み（主に育み支援バーチャルセンター事業に関連したもの） 

◆自由記述の内容（抜粋） 

・保育者の訴えによって（巡回相談場面で）子どもの課題を共有できるシステム 

・アウトリーチ的な訪問支援を含む様々な機関による支援は必須であると考えており、市が各課と

情報共有しながら行えること。 

・子どもの成長を園の先生と共有できること。 

・心理相談に関して、様々な背景・経験を有した心理職がいることから、子ども本人、保育者、保

護者への支援に関しても多様なアプローチを行えている。 

・実際の巡回相談では、様々な課題に対応できる職員配置になっている。 

・職種の専門性を最大限に活かした支援システムを構築している。 

・「保育所等訪問支援」は、支援できる子どもに限界があるのに比して、朝霞市の場合は幼稚園・保

育園・小中学校との連携も行いやすい仕組みが既にできている。 

・市内私立幼稚園全園が巡回相談に申し入れをする状況は他自治体と比べて珍しい。 

・巡回へ保健師、教育委員会の先生方が同行するのは連携していることが明確で、実態に沿っての

提案などをいただけるのは、他市や東京都の巡回と大きく違うところです。支援の先が見通せる

のは大変ありがたい。 

・現場をよく知る教員や保育士、保健師が巡回相談に参加することは大変有効である。 

・障害のあるなしに関わらず相談できるところと認知されているところ。 

・保健師と同席となることで、流れを共有しながらも、必要なフォローを継続しやすいこと。児童

発達支援事業を案内する際も相談者に説明しやすい。 

・地域の保育園との協業：保護者や保育園関係者は自身の地域の保育園で、気軽に相談や質問をす

ることができる。 

・個別相談とサポート：保育士や保護者が抱える個別の問題や悩みに対して、専門の相談員が個別

に対応できる。 

・保育環境の向上への貢献：相談員は保育園の実情を把握し、改善点や課題を共有することで、保

育園の運営や保育内容の向上に寄与している。 

・保育に関する情報提供：保護者や保育士に対して保育に関する情報を提供しているところ。（子育

て支援プログラムやイベント、育児のノウハウなどを紹介） 

 

２ 朝霞市の障害福祉施策の課題 

◆自由記述の内容（抜粋） 

・市内児童館・子育て支援センターでの相談事業の拡大、気軽に相談できる仕組みを作ること。 

・計画相談員・児童発達支援事業所との協働 

・児童発達支援事業所や、療育利用の窓口となっている計画相談員（事業所）の方との意見交流 

・子どもの行動を理解し、子どもに合った具体的な働きかけ（支援）を模索する。そのノウハウを

保護者と共有し、「家庭での暮らしが楽になったと実感できること」が非常に重要。  
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・家庭で試行錯誤する過程を共に悩みながら支えるのではなく、周囲の支援機関の手で整えようと

する傾向が強くなっていること。 

・３歳未満児の保育型児童発達支援施設の利用が急速に増えていると聞いており、他の自治体とは

違った傾向と考えます。 

・障害のある子の子育てでは、保護者と保育者の情報共有と不安を抱えがちな保護者へのサポート

が欠かせない。保護者支援をどこの施設が担っているか（担っていくか）を市が把握しておくこ

とも喫緊の課題と考えます。 

・発達課題や家族の実情に沿った「その時必要とされる支援」にタイミングよくアプローチできる

ことが、保護者が我が子の子育てに自信を持つことに繋がる。 

・支援者の役割は「地域が障害のある子ども（だけでなく家族）を見守り、子育てしやすい環境を

作っていくこと」と考えます。 

・子どもの成長の情報を把握している市が先頭に立って、障害児者支援への連携をとっていくこと

は非常に重要。 

・これまでの事業を維持しつつ、近隣の機関（特に児童発達支援事業所や相談事業所）と連携をと

りながら、役割分担をしていくことが望ましい。 

・支援や施策など「見える化」することで、障害福祉施策を見渡すことができ、保護者への説明、

教師、幼稚園、保育園の先生方への説明にも役立つ。 

・今までバーチャルセンター事業で築いた他機関交えてケースと情報を共有してきたシステムを途

切れのない支援として生かされていくことを希望します。 

・発達の評価、見立て、支援を総合的に行える施設が少ないこと。 

・相談される人が色んなところに行かなければならない現状 

・継続的に相談できる場があるとよい。 

・療育機関を必要な人がすぐに利用できるようになるとよい。 

・時間と場所の制約の軽減：専門職の常勤職員（心理士、作業療法士など）がいないため、保健師

との連絡が有機的に取れているとは言い難い。クラウドサービスなどを活用し、どこでも資料に

アクセスできる環境があるといい。 

・豊富な情報とリソースの提供が不十分：広報誌などだけでなく、他の Web サービスとの連携が

できるとよい。 

・専門家とのオンライン相談、コミュニティとの交流、多様なプログラムやイベントの提供が不十

分 

・専門性の不足：児童発達支援において、リハビリテーション専門家の職員不足が問題。的確な評

価・診断・治療計画の策定が困難。 

・早期支援の不足：早期支援体制、特にアセスメントする環境が整っていない。 

・地域の理解と啓発の不足：地域全体での理解と共感を得るための啓発活動が重要 

・療育継続のための意見書を書くことを負担に感じることがあります。何歳でどのような状況で療

育を開始したかにもよりますが、療育継続が必要かどうかの判断は、療育場所のスタッフにおい

て可能かと思います。 

・発達に課題のある方が増えています。いろいろな要因が重なっての状況だと思いますが、家庭の

機能、保護者の育てる力の弱さを感じます。 
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・環境要因としては、保護者が精神疾患を抱えるご家庭も多く感じます。母子世帯、父子世帯、ス

テップ家族、生活保護家庭等は増えているのでしょうか。統計はとっておりませんが、発達に課

題がある方は、環境要因に課題のある方が多いと感じます。 

・就学相談にあたって、知能検査が必要と言われ受診をされる方が、朝霞市だけではありませんが、

かなりいます。支援級か普通級か判断するにあたり知能検査が必要なのであれば、地域でできる

体制をつくることは難しいのでしょうか。発達外来に関しては、初診予約までかなり時間を要し、

基本的に初診時の予約は避けたいのですが、そのために受診をされている方に関しては知能検査

を予約しますが、それであっても初診予約後、数か月先になるのが現状です。この辺の流れに関

しても課題はあると思います。 
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